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財団法人 日本情報処理開発センターは,昭

和42年12月20日 に設立 されて以来,3年5カ

月を経過いた しました。 この間,関 係官公庁

・産業界等のご指導ご支援 を賜 わ り,わ が国

の情報処理 と情報処理産業 の振興のため,各

種の事業 を実施 して参 りました。

ここに,当 財 団 が3年 間に 実施 いたしま

した 事業 につき,各 位 のご理解 を賜わ りた

く,JIPDECジ ャーナル 第7号 「特集

JIPDEC3年 のあゆみ」として取 りまと

めました。

何卒,ご 一読下 さり今後の当財団事業遂行

のためにご意見 とご指導を賜 わ りますようお

願い申し上げる次第です。

昭 和46年5月

財団法人 日本情報処理 開発ヤ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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JIPDEC3年 の あ ゆみ

この数年間の情報処理は 著 しい進展を遂げた

コンピュータを中心 とした情報処理は,こ の数年間著 しい発展を遂げ,わ が国の経済社会において

行政機関や大企業な どの組織体では,も はや コンピュータな くしてその機能を十分に果す ことは困難

となって きてお ります。

わが国では,す でに8,000台 を越 すコンビ=・一夕が稼動し,これ は全世界における稼動台数 の1割 に

達 しています。そして,そ の利用内容は,科 学技術計算 とともに,事 務データ処理 も高度化 して,オ

ペ レーシ 。ナル ・システムとくに定型業務についての総合システムが,完 成 され ようとしているとこ

ろ さえあ ります。

このような進展 を遂げつつあるわが国の情報処理 も,全 般的に見渡した場合,単 なる人手作業の代

替の域 を出ないか,あ るいは,す でに長い年月にわた って利用しているところにおいて も,コ ンピュ

ー タ出力 を消化で きないな ど,ま だその活用 は必ず しも十分 とはいえない状況にあ ります
。

このため多 くの企業では,コ ンピュー タの高度利用 を目指して適用業務の拡大,経 営組織 と情報 シ

ステムの問題,な どについて検討 がなされてお ります。 さらに,わ が国の情報処理 を一層促進 させた

要因の一つとして,情 報処理振興 をね らい とした政府 の各種施策があげ られます。

た とえば,電 子工業振興臨時措置法にもとつ く重要技術開発研究補助金,開 銀資金融資,レ ンタル

制のための日本電子計算機(株)へ の開銀融資など,い わばコンピュー タ ・メーカに対す る助成策に加

え,昭 和44年5月 の産業構造審議会 情報産業部会の答 申にもとついて総合的な情報処理振興策が打出

されました。すなわち,昭 和45年5月 には情報処理振興事業協会等に関する法律が制定 され,こ れに

もとづき・すでにソフ トウェア開発資金 の融資保証,汎 用 ソフ トウェアの委託開発,ソ フ トウェア流

通のためのソフ トウェア調査簿の整備,情 報処理技術者試験の実施 などが具体的に実施 されてお りま

た・税制面では,租 税特別措置法の改正 によるコンピュータ ・メーカに対す る下取 り準ず。ま備金制

度,ユ ーザに対す る特別償却制度な どがあ ります。

このような情勢の中で・ これ らの政府施策を積極的に推進するために,(財)日 本情報処理開発 セン

ターを始め,情 報処理振興事業協会(昭 和45年10月)が,ま た上級情…報処理技術者養成の専門機関 と

して(財)情 報処理研修センター(昭 和45年3月)が,さ らには,業 界団体 として(社)ソ フ トウェア産

業振興協会(昭 和45年6月)な らびに(社)日 本情報 センター協会(昭 和45年7月)が 相次いで設立 さ

4
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れました。

以上の ように,こ の数年間わが国の情報処理は,著 しい発展を遂げ るとともに,そ の基礎固めが行

なわれ,今 後 さらに多 くの問題を解決 して行 くための一応 の体制が整備 された といえるでし ょう。

●

●

●

.
1

JIPDECは 公益的な立場から情報処理お よび情報処理産業を振興

する目的で設立 され ました

従来,昭 和32年 に制定 された電子工業振興臨時措置法に もとつ く施策を推進するために電子工業 メ

ーカによって設立 された(社)日 本電子工業振興協会において 国産 コンピュータの 育成策 の一つ とし

て,内 外の コンピュー タ利用の動向調査,ソ フ トウェアの研究開発,プ ログラマーおよびプランナー

の養成,標 準化活動等の事業が行なわれてお りました。 しかしながら,コ ンピュータ自体の発達 とと

もに,そ の利用分野の拡大,利 用方法の高度化,複 雑化は,必 然的にそれを利用する組織体における

情報処理 システムとして,こ れ をとらえるこ とが必要 とな り,さ らにユーザの立場か ら情報処理技術

者 の育成,各 種 の標準化などをコン
JIPDECの 基本事業

ピュ一夕 ・メー カの枠 を越えて促進

情報処理および情報処理産業に関する調査

情報処理方式の研究開発

ソフ トウェアの研究開発

情報処理技術者の養成

情報処理に関する標準化

情報処理および情報処理産業に関する啓蒙普及

情報処理および情報処理産業発展のために必要な事項に関する建議

)

業,ソ フ トウェア開発業な どの情報処理産業の育成振興,技 術者の育成等を公益的立場か ら推進する

ため,政 府,関 係諸機関および関係業界のご支援の もとに昭和42年12月20日 に設立 された財団法人で

あ ります。発足以来上記 目的のため,政 府,関 係諸機関および広 く学界,産 業界のご支援,ご 協力の

もとに多 くの事業 を実施 してまい りました。'

することが強 く要請 され るに至 りま

した。

日本情報処理開発 センター(以 下

JIPDECと 略称)は,こ のよ うな要

請に応えるため,情 報処理 の促進,

情報処理方式 の研究開発および情報

処理サービス業,情 報提供サー ビス

一5
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JIPDECは3年 間に各種調査活動,各 種 の ソフ トウェアの研究 開発,

上級情報処理技術者育成指針 の作成,デ ー タ ・コー ドのJIS原 案 の

作成等 を実施 しま した

JIPDECは,こ の3年 間上述の ように事業の成長を見 ました。具体的な個々の内容は後述v・た しま

すが,こ こでは主なものの概略 をご紹介いたします。

(1)政 府施策への支援事業 としては,産 業構造審議会 情報産業部会(以 下,産 構審 と略)作 業 グ

ループとして,JIPDEC内 に情報処理の需要動向調査等の4小 委員会 を設け,現 状調査 と将来展望 を

行ない ましたが,そ の成果は,昭 和44年5月 の産構審答 申作成 の資料 として活用 されました。 さらに

は,ナ シ 。ナル ・インフォーメーシ 。ン ・システム(以 下,NISと 略)構 想 と,工 業化社会以後に

おける産業の情報化問題の実情 と将来の動向を調査いたしました。 これ をベ ースとして,現 在,産 構

審 産業情報化委員会で審議が行 なわれてお ります。

また,昭 和45年5月 に制定 された情報処理振興事業協会等 に関する法律 に係 るソフ トウェアの開発

目標設定のための具体案を作成するためにJIPDEC内 に指標作成委員会第2分 科会(ソ フ トウェア開

発 目標担当)を 設け,昭 和50年 度までに開発 され るべ きソフ トウェアの目標案 を作成 いた しま した。

その内容は,制 御 プログラム,通 信制御 プログラム,言 語プロセッサ,ユ ーティリティ ・プログ ラ

ム,ア プ リヶーシ 。ン ・プログラムの5項 目に分類 されてお りますが,同 案が,本 年3月 に開催 され

た電子情報処理審議会において採択 され ました ことは,既 に周知のことと思います。 この作業 と併せ

て,同 第3分 科会においては,昭 和50年 度における情報産業の売上高予測 と情報処理技術者の需要予

測 を行なvVま したが,こ の試算によ ります と,昭 和50年 度におV・て情報処理サービス業は,2,800億

円,情 報提供サービス業 は,200億 円,ソ フ トウェア業 は,2,500億 円の規模に達 することが予想 さ

れ,ま た,技 術者は,69万 人の需要が見込 まれてお ります。

(

(2)情 報処理 システムの研究開発では,コ ンピュータ利用の促進のために最適 なシステムの究明

とソフ トウェア技術 の研究・共通 アプ リケーシ ・ンとしての標準 システムの開発な ど各種の研究開発

を実施 してお ります。

これ らの システムの開発に当たっては・応用範囲の広い業務をとりあげ
,そ のモデル として特定の

企業や団体 を選定し・ モデル企業 などの担当者 と作業グループを結成 して,現 状分析,新 システムの

一6一
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設計,ソ フ トウェ アの 開発,シ ス テ ムの運用 とい った手順 で これ を実施 してお ります。 と くに,実 際

に実用 可能 な シス テ ムの開発 を第一 主 眼 とし,で き るだけ その応用 性 を高 め るた めに,モ ジ ュール化

を行 な うと ともに全 体 を標準 シス テ ム として設 計す る よ う配 慮 を行 な ってお ります。 す で に開発 した

これ ら標準 シス テ ムの うち,い くつ か は各業種 ご とに組 合 の共 同利用 セ ン ター等 にお いて利用 され て

お ります。

さらに,政 府 関 係機 関か らの委 託 に よ るソ フ トウ ェア開発 も行 な'・てお ります が,前 述 の官庁 共 同

利用 プ ログ ラムの ほか,中 小企 業庁 の標準 プ ログ ラム,電 電公 社 フロー チ ャー ト自動 作成 プ ログ ム等

が その例 で あ ります。

●

●

●

・
1

(3)情 報処理技術者 の養成については,前 述の中央研修所の開設 とともに,昭 和43年 度お よび44

年度 において通商産業省の委託によ り実施 した上級情報処理技術者育成指針の作成があげ られ,そ の

後同指針 を刊行 し,広 く国内の関係機関や企業 の利用に供するとともに,引 き続 き初級情報処理技術

者の育成指針ならび に,こ れに準拠 した標準的 な指導書 を作成 中です。 また,視 聴覚教材の研究開

発の一環 として,プ ログラ ミング習得のためのス ライ ド,「や さしいFORTRAN』 および 『や さしV・

COBOL』,カ ラー(16ミ リ)映 画 「経営 とコンピュータ』お よびrコ ンピュータとソフ トウェア」等を

作成 し,広 くご利用いただいてお ります。

さらに,ト ップ ・セ ミナーとして中立的立場か ら政府幹部 を対象に3日 間コptス を昭和45年9月 に

実施 したほか,政 府機関,公 共的団体等の委託 による技術者研修講座 を毎年10コ ース以上開講 してお

ります。その他,文 部省の学校教育,通 産省の情報処理技術者試験制度に関する調査,企 画,立 案,

実施等の面で協力す るなど情報処理技術者の養成 に関す る各種事業を実施 してお ります。

(4)情 報 処理 に関 す る標 準化 の事業 として は,多 くの 問題 の うち,コ ン ピ ュー タお よび情 報処 理

標 準化 体系 調査,デ ー・タ ・コt-・一ドの標準 化体 系調査 お よび 各種 デ ・一口タ ・コー ドのJIS原 案 作成 を行

な ってv・ます。 工業 技術 院 の委 託 に よ り作成 したJIS原 案 は,す でに10件 にの ぼ ってお り,ま た,

コン ピ ュー タ ・ユーザ を対象 に 実施 し取 りま とめた標 準化 体 系調査 の結 果 は,工 業技術 院 におい て

JIS原 案 作成 対象 項 目 として,ま たJIS化 の優 先順 位 を決 め る際 の検討 資料 と、して利用 され てお

ります。

(5)情 報処理知識の啓蒙普及事業 としては,年4回 地方3都 市および東京で情報処理 シンポジウ

ムを開催 しているほか,海 外の情報処理の トピックスを紹介するr情 報処理ニ ュース』や,日 本の情

7,
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報処理の実情 を紹介する英文誌rJIPDECREPORT』 を発行 してお ります。

以上,JIPDECの 事業の主 なものをご紹介v・た しま したが,こ れ ら事業の少なか らぬ部分が官民産

学界の有識者およそ330余 名におよぶ外部協力者によ り,30を 越える各分野別委員会 ・研究会 を中核

として 遂行 されてきました ことをJIPDEC事 業実施 の大 きな特色の一つ として特記いたしておきた

いと存 じます。 ⑨

JIPDECと いた しましては,今 後 ともさらに内部体制の強化充実をはか るとともに,広 く政府,学

界,産 業界のご指導 ご支援 のもとに,日 本の情報処理および情報処理産業の振興のための基本的な問

題 について真 にみの りある調査,研 究開発を推進 し,ま た,流 動する情勢に対応 し,時 宜 を得た事業

の重点的実施 をも併せはか りつつ,わ が国の経済社会の発展に寄与 してい きたい と念願する次第であ

ります。
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己 記

わが国の情報処理および情報処理産業の振興を目的 と

する当財団においては,調 査事業を,各 種の分野の問題

について実施して い るが,ソ フトウェアの開発,技 術

者養成,標 準化等のための前準備的な調査を除いた,い

わゆる調査事業のみにとどまるものは,情 報処理産業の

実態 と将来展望に関するもの,産 業別に見た情報化の動

向に関するもの,企 業の経営情報システム形成に関する

もの,情 報処理技術の動向に関するものの4つ に大別さ

れる。

表1は,過 去3年 間に実施した 調査事業 を体系化 し

た ものであるが,こ れ らの間には相互に関連があり,ま

ず,昭 和42年 度事業 としてJIPDEC設 立時に実施し7c情

報処理需要の調査は,産 業別にコンピュータ利用の現状

と実態をとらえるとともに経営情報シiテ ム(以 下,M

ISと 略)の 指向の展望を調査した。 この結果,コ ンピ

ュータ利用に関する以前の問題 として,各 産業 ごとに情

報が,今 後の経営に必須の もの となって きていて,こ の

情報化の要因調査の必要性とともに企業内MISの ため

には経営情報とくにプランニング情報の体系化が課題 と

なった。また,MISの 形成には,通 信回線,情 報ネッ

ト・ワーク,情 報処理産業,技 術者能力,情報処理技術,

標準化等社会的な環境の整備の必要性が提起 された。

43年度以後の調査は,こ れらの問題を解決するための

要因把握 とし て実施 され,情 報ネット・ワークの形成

問題,情 報処理産業の育成問題 としては,ナ ショナル ・

・fンフォーメーシ・ン・システム(以 下NISと 略)を

「個別の企業や官庁の情報処理システムの枠をこえて,

他のシステムとの有機的関連において発展を図ることが

必要な情報システム」 としてとらえるとともに,国 際経

済情報の需要予測,情 報処理サービス業,お よび情報提

供サービス業の発展予測を行ない,NISの 整備条件を

提案した。

さらには,工 業化社会以後の産業における情報化問題

を主要19業 種について,昭 和44年,45年 の2カ 年にわた

って調査を行ない,こ の結果に もとづ き激し く変動しつ

つある市場に対処するため,情 報化によって企業は如何

なる対策を,ま ナこ,政 府はどのような観点から施策を実

施すべ きであるかについて,現 在 産業構造審議会 情報

産業部会の情報化委員会で審議がなされている。

MISの 問題は,業 種別のケース ・スタディとして進

める経営情報の体系化 とMISの ソフ トウェア技術の研

究があり,体 系化調査では既に9業 種について,ま た,

ソフ トウェア技術の研究では,デ ータ・マネージメン ト

問題とMIS構 造の問題に分 けて研究を実施した。

一方,情 報処理技術調査は,コ ンピュータのアーキテ

クチャー,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア,通 信,周 辺機器

等の現状 と将来展望,オ ンライン技術の問題,コ ンピュ

ータによる教育(CAI)に 関する技術問題について調

査した。

以上の調査は,行 政機関,産 業界,学 校 ・研究所等の

有識者多数のご協力を得て,ア ンケー ト,ヒ ヤリング,

討論,海 外調査団の派遣,調 査委託等各種の方法により

実施し,公 平な調査結果を把握することをね らいとして

実施されている。
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表1調 査

≡ 42 43 44 45 46

NIS ●NIS ●Msと 情報処理産業調査 ●産業の情報化調査 ●産業別の情報化進展調査

○産 業別情報処理需要(コ ンピュ ●経営情報体系化調査 ●経営情報体系化調査 ●経営情報体系化調査 ●経営情報体系化調査

一タ利用)の 現状調査 ①鉄鋼(日本鋼管) ①総合商社(三井物産) ①工作機械(東芝機械) ①金融業

②自動車工業(日産自動車) ②機械工業(新潟鉄工) ②造船(三井造船他) ②化学工業

③総合商社(三井物産) ③鉄鋼(川崎製鉄) ③輸送(日本郵船) ③流通業

MIS ④繊維問屋(立川,西 川産業)

●内外の経営情報システムの分析 ●中堅企業 のMIS構 造 ●経営予 測の ため のデー タ ・マ ネ ● デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト・シ ス テ ム

(経営情報システムの理解と
一 ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

サ ブ ・システム)

●国際情報の現状と展望調査 ●国際経済情報に対する企業の認識 (財)世 界経済 情報サ ー ビスへ 引継 ぎ

国 際 情 報 と需要

国内

情報処理産業

●実態調査

●発展予測

●財務、設備等の経年変化調査 ●経営者の意識調査

●昭和50年度の売上高予測

●経営の適正規模の試算

●昭和50年度の売上高予測(見直し)

●情報処理技術の現状と展望 ●情報処理技術の将来 ●CAI技 術 の動向 ●オンライン ・システム技術 動向

技術動向調査
●ソフ トウェアの体 系付 け と内外ア ●ソフ トウェア技術調 査

プ リケ ー シ ョン

海外 調査団 ●米国調査(第1次) ●米国および欧州調査(第2次) ●米国および欧州調査(第3次) ●米国および欧州調査(第4次)

●米国および欧州における情報処理 ●米国におけ るソフ トウェア産業の ●海外の情報産業の動向 ●海外の情報産業の動向

資料による海 産業の動向 動向
外動向調査 ●海外における情報産業の動向

●米国 における商用TSSサ ー ビス ●米 国における ソフ トウェア産 業の ●米 国におけ るオン ライ ン ・ネ ッ ト ●欧州主要国の情報処理産業の実態

の現状 実態 ・ワ ー ク ●米国 ・欧 州主要国 のコンピュー タ

海外委託調査 ●西 ヨー ロッパ におけ るオ ンライン 利用(と くに計画 業務)の 実態

・システム の実態 と動向

●情報産業における秘密保護 ●特許情報検索に関する調査 ●ソフ トウェアの需要構 造 ●同左

(日本経営情報開発協会) (特許デ ータセ ンター) (ソ フ トウェア産 業振 興協 会)

国内委託調査

●データ交換方式の調査研究

受 託 調 査
●貿易分類 コー ド変 換表 と品 目シソ
ー ラスの作成

(行政管理庁)
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9

急速に進展しつつあるわが国の経済社会が指向すると

ころは,情 報化社会であるといわれている。 このような

情報化社会が如何なる背景の もとに進展 してい くもので

あるか,ま た,政 府や企業は,こ の動向に対 し如何に対

処しなければな らないか等が,重 要な問題になってきて

いる。

本調査は,こ の問題を解明するために,各 界有識者の

協力を得て,「 産業の情報化調査委員会」を設 け,そ れ

ぞれの産業 自体の変貌,企 業内情報処理の動向,NIS

形成の必然性 とその展望,情 報の系列またはグループ化

形成の動向,業 界団体の役割の変化,生 産のオー トメー

シ 。ン化の動向,情 報化にともな う人材の確保 と教育の

項 目について調査を行なった。 この調査は,昭 和44年 度

と昭和45年 度の2年 間にわたって行なった ものであ り,

昭和44年 度は,石 油産業,自 動車工業,銀 行業,化 学

工業,広 告業,繊 維産業,鉄 鋼業,証 券業,消 費財産

業,流 通業(総 合商社)の10業 種について調査を行なっ

た。

これ らの業種については,産 業構造審議会 情報産業部

会 産業の情報化委員会で取上げられてお り,現 在各産

業の過去10年 間の主要な変化 と情報化の関連についてさ

らに掘下げ調査が進め られている。昭和45年 度について

は上記以外の産業で,電 機機械業,機 械工業,造 船業,

電力事業,流 通業(ス ーパー),生 命保険業,出 版業,

民間放送事業,新 聞事業の9業 種について調査を行ない

現在取 りまとめ中である。この調査で指摘で きる内容 と

して,ま ず第1に は,企 業環境が変化していることがあ

げ られる。 すなわち,生 産技術,新 製品開発等の技術

革新,大 衆化あるいはマーケット指向,国 際化,公 害問
、

題,労 働事情などがあ り,こ れ らが複雑にか らみあって

いるのである。

第2に は,商 品の需要構造の変化があげられる。過去

数年に わ た る経済成長の結果,国 民所得は急速に増大

し,消 費需要は多様化した,マ スプロ画一的な商品で低

廉な商品に対する大量消費が行なわれる反面,高 級オ リ

ジナル商品,高 加工度商品に対する需要 も増大するなど

好みに応 じた商品需要が生 じ,需 要構造は多様化して き

ている。 このため市場調査を正視 し,広 告,販 売の強化

をはかるなど従来の 「生産指向型」か ら 「市場指向型」

に第2次 産業のみな らず第1次 産業においても対処せざ

るを得な くなってきている。

第3に は,産 業活動の機能化,経 営の流動化が進んで

きたといえる。広告販売機能の強化,外 部専門機関の利

用 ・活動のシステム化がはかられ,ま た,経営組織 もプロ

ジェクト・チームなどを編成 した りして組織の ソフ ト化

とともに,経 営 自体 も他業種へ進出はもちろんのこと,

従来の金銭を主体 とした連携から,技 術あるいは,情 報

の授受の面か らのつなが りを持つとい ったように経営の

流動化が進んでいる。

第4に は,変 化のテンポが早 く,内 外の環境 も複雑さ

を増している中にあって,企 業が対処してい くには大量

な情報を早急に処理する必要にせまられていることであ

る。 このため企業では,活 動の効率化をはか り,企 業活

動の管理を充実 させ るため,コ ンピュータの活用による

情報処理の高度化が緊要 とな ってきている。

その他に,今 後は,適 確な企業活動を充実させるには

個別企業の情報化に併行して,個 別企業や官庁の情報処

理システムの枠をこえて,他 のシステムと有機的関連に

おいて発展をはかることが必要な情報システムであるN

IS(ナ シ ョナル ・インフォーメーション ・システム)

の形成が要請 されている。企業規模が大 きくなればなる

ほど経営,投 資の意思決定にはとくにその要請が強 くな

って きているといえよう。

最後に,こ のような複雑な経営環境の中で企業が対処

するには,新 しいシステム技術にたけた人材の要請が急

務になって きていることが指摘 されている。

一11一
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経 営 情 報 体 系 化 調査

情報化社会を指向する,わ が国の経済社会において,

企業や官公庁ではコンピュータの利用による経営情報シ

ステムの形成が必然的な もの となっている。

とくに,わ が国の場合,諸 外国に比べ高い経済成長を

続 けるとともに,人 口や産業の特定地域集中による,い

わゆる高密度社会を形成し,産 業の専門化,細 分化の傾

向は一段 と進展する動 きをみせている。加えて,政 治経

済は国際化時代を迎え,政 府や産業界は目ま ぐるし く変

動する状況に敏速に適応する必要に迫 られている。

こうした状況に対応して,産 業界や政府機関において

は,時 宜を得た意思決定を行な うため,情 報の有機的な

管理運用体制 を確立す る必要性が生 じて きている。経営

情報 シス テムは,高 度に コンピュー タを利用 した有機的

な管理運用体制 としての情報処理 システムであって,機

能 としては,有 効適切な情報 を適宜に処理提供す るこ と

が要求 され る。 と くに,従 来 コン ピュータに対 しては,

これ をど う使い こなすか とい うことが,問 題 であ ったが,

今 後は,経 営に コンピュータを如何に活用す るか とい う

点 に焦 点がむ けられ(す なわ ち経 営情 報システ ムへ の指

向),こ れに向 ってのアプ ローチがな され るだろ う。

本調査 は,こ のよ うなアプ ローチのための一 つの手段

として,経 営の ニーズ(計 画 や業務)に 対 していかな る

表2ケ ー ス ・ス タ デ ィの 内 容

年 度 モ デ ル 内 容

鉄 鋼 業

(日本鋼管株式会社)

プランニング情報のみを取上げ,長 期販売計画に もとず く諸計画に必要な情報を

調査。

43
自 動 車 工 業

(日産自動車株式会社)

プランニング情報 として需要予測情報,オ ペレーショナル情報 としては,組 立工

場における販売計画か ら生産管理までの一連業務に必要な情報を調査。

総 商 社

(三井物産株式会社)

プランニング情報としては,化 学品部門,

品商内を調査。

繊 維 卸 業

(西川産業㈱ 立川㈱)

ファッションの多様化に対応するためのプランニング情報と商品企画販売管理を

中心にオペ レーショナル情報の実態調査。

44

産 業 機 械 工 業

(株式会社新潟鉄工所)

プランニング情報としては,中 期計画構想に必要な情報を,ま たオペレーショナ

ル情報は,製 品別事業部制をとる管理上の必要情報を中心に調査
。

鉄 鋼 業

(川崎製鉄株式会社)

オペレーショナル情報のみを取上げ,受 注より,生 産,出 荷までの情報を調査。

総 合 商 社

(三井物産株式会社)

総合商社のシステム・オルガナイザー機能としての食品コンビナート形成のため

の情報収集,情 報処理実態を調査。

45

工 作 機 械 工 業

(東芝機械株式会社)

企業内における経営管理機能連関ブロックを想定し,各 サブ ・システムにおける

プランニング,オ ペレーショナル情報を網羅し,こ れの必要度,充 足度を調査。

造 船 業

(三井造船株式会社他)

プランニング情報のみを取上げ,特 に大型ドック設備計画における戦略的情報に

ついて調査。

複 合 輸 送 業

(日本郵船株式会社)

海運業をベースとして複合輸送業を指向するのに必要なプランニング,オ ペレー
シ・ナル情報を調査・オペレーシ・ナル情報で}ま,特 にコンテナ輸送における情

報の必要性を調査。
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情報 があ り,そ れがいかに して集 め られ,い かに利用 さ

れてい るか,ま た,情 報のニーズ(必 要度)に 対 し現実

の充足度が十分 でない場合 には どの ように対処 されてい

るか等 についての現状把握 をね らい とした ものであ る。

これ にかんがみ,当 財団 では,経 営情報 システムをプ

ランニング ・システム と,オ ペ レーシ ョナル ・シス テム

の2つ に大別 した。長期計画立案の ための情報 をプラン

ニング情報 とし,生 産販売等の業務管理の ための情報 を

オペ レー シ ョナル情報 とし,こ れ ら情報の体系付の ため

モデル業種を選定 して,ケ ース ・ス タデ ィを行な った
。

これまでに実施 した ケース ・ス タデ ィの業種 とモデル企

業 は,表2の とお りで ある。

ケース ・ス タデ ィは,経 営 情報調査委員会の もとに各

モデル ごとに作業 グループを設 けて,現 場担当者 との ヒ

ヤ リングを主体 として行 なわれてい るが,こ れまでの調

査結果か ら総合的 にみてい くつか の点 が指 摘 された。

(1}プ ラ ンニング情報 としての諸長期計画 のための情報

については,そ の範 囲が広 く,か つ その内容 も多種多様

にわた っているが,現 在収集可能な情報については,収

集 され てお り,か つ努力が払 われ てい る。 しか し,内 容

についてみ ると情報の メ ッシュ,統 計の前提条件の あい

まい さ等の問題が あ り,具 体的に利用す るに当た って不

十分な ものが多い。

(2)オ ペ レーシ ョナル ・シス テムにおいては,情 報の収

集,利 用 と もニ ーズに対 して充足度 は高 く,こ れはむ し

ろ当面必 要 とす るもの として力 が注 がれてお り,ま た収

集しやすい企 業内情報が,そ の主体 とな ってい ることか

ら くる もの といえ よ う。

③ その他 として,経 営 システムへの コン ピュー タ利用

状況 であ るが,現 在 オペ レーシ 。ナル ・システ ムについ

ては各企 業 ともかな りの成 果が上げ られてい るが
,プ ラ

ンニング ・シス テムにおいては,き わめて 低 い。 こ れ

は,プ ランニングのための情報 が コン ピュータに直接利

用 で きる形態 になっていな いのが大 きな要因 である。

国際経済情報に対する企業の認識 と需要

◆

}

わが国の貿易取引,海 外投資,外 資導入,技 術導入,

輸出などの国際取 り引きは年々急速な増大を 見 て い る

が,当 然なが ら,こ れにともなう国際情報需要 も情報の

種類の多彩化 とともに有効な情報の確保が要求 されてい

る。そして,情 報 も基本的,共 通的な ものは企業体が個

々に保有するのではな く,総 合情報センターが供給する

といった考えになって きている。

このような情勢において,海 外企業活動を行なってい

る企業を対象に,企 業の海外情報に対する認識,情 報供

給機関に対する希望および各種の海外情報の需要等につ

いてアンケー ト調査を行なった。その主な点をひろって

みると企業の海外情報の重要性に対する認識は,全 般的

について高いが,規 模別にみると大企業ほど関心が強 く

また業種別には,商 社よりも製造業,コ ンサルタン トな

どの方が関心が高 く,ま た海外情報を外部の供給機関に

依存しようとする意識はかな り強い とみ られるが,そ の

有料利用については,慎 重な回答が多いなど企業の今後

の情報対策には,明 確な方針が確立していないようであ

る。'

また,一 般的にいって,企 業の需要度の高い海外情報

は,一 般貿易事情,業 種別事情など海外取引に密着 し,

かつ,自 力で収集困難な情報であり,国 民生活や行政機

関等海外取引に当たっての参考情報}こ対する関心は低 く

情報の性格別には,一 般的な情報よ りも特殊情報,生 情

報よ りも加工 ・分析あるいは判断要素が加わった情報に

対する需要度が高い。

しかしなが ら,現 実には一般的情報の生データ,判 断

データに想像以上に需要があった。

一13一
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情報処理サービス業の実態調査

本調査 は,全 国のコン ピュータセンターを対象に情報

処理 サー ビス業の実態調査 を実施 した。 これは,昭 和44

年 以 来,毎 年1同 ずつ定期的に実施 してい る ものだが,

今 回の調査の特色は,経 営数字 の経年 変化 の把握 と,コ

ンピュー タ ・センター経営者 の意識構造 を さぐる ことに

重点 をおいてい る。

データは,現 在,さ ま ざまな角度か ら分析中で,近 く

詳細な報告書 として発表 され るが,そ の うち,コ ン ピュ

ータ ・センター経営 者が
,ど の よ うな経営問題に悩み,

どの よ うな経営 意識 を持 ってい るか,そ の特徴を紹介 し

理者 の人材難 のよ うで ある。た とえば,営 業 セールスマ

ンの人材不足 を訴 える経営者は,53.8%も あ り,過 半数

の経営者が,セ ールス関係 の手薄 に頭 を痛 めてい る。

ま た中間管理者について も,適 材適所の配置に頭 を痛

めてい るよ うで,人 材難 を訴 える声が42.7%も あ る。 さ

らに,全 体で40.4%の 経 営者が,従 業員の忠 誠心,勤 務

状況 な どについて,管 理がなかなか徹底 しない と嘆いて

お り,注 目される現象 である。

経営の未来志向性についてみてみ ると,ほ とん どの経 経

営者が,き わめて積極的な姿勢 を打 ち出 してお り,た と

よ う。 えば
,新 アプ リケーシ ョンの開発で幅広い市場開拓をめ

結 論か ら述べ ると・わが国の コンピュー タ ・セン ター ざす経営者 は78 .6%に も達 してい る。また激 しい受注競

経営者 のイ メージ像は,き わめて堅実,か つ着実 な経営 争 のなか,あ る程度,ダ ン ピングに走 るの もやむを得 な

意 識志 向を持 ってい ることを示 してお り,全 般 的に,社 い と考 えてい る経営者が567%い る
。

会 に とって欠 くことので きない定着 しテこビジネスをめざ このよ うな厳 しい現実のなかで,経 営の 目標達成率は

してい るよ うで ある。 うま くい った とす る者523% ,現 実 は厳 しか った とす る

調査は,評 定尺度法に よるアンケー ト調査法 で実施 し 者42.6%と,ほ ぼ意見が対立 する方向 に分極 してい る。

たが,有 効回答 数は136社 で あ った。 それで も,未 来の成長性 に期待 をか けてい る経営者が

経営 上の問題 点は,や は り労務 問題 であ るが,パ ンチ 全体 の86.7%に も達 してお り,い まは苦 しいが,未 来の

ヤー,プ ログ ラマー,シ ステムズ ・エンジニアな どには,実 りは大 きいはず と頑張 ってい る実態を如 実に見せてい

さした る問題意識はない よ うで,経 営者 に とって,最 も るといえる。(表3参 照)

頭 が痛い問題は,や は り,営 業関係 の人材確保,中 間管

表3経 営 者 の 意 識 調 査 集 計 表(単 位:%)

営業関係の人材確保 満 足 し て い る

30.3
ど ち らと もい え な い

15.9
適任者がいない
53.8

中間管理者の確保 確 保 し て い る
47.0

ど ち ら と もい え な い

10.3
不 足 し て い る
42.7

従業員の管理の問題 管理しやすい
42.7

ど ち ら と もい えな い
16.9

管 理 し に くい
40.4

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ムの 開 発 関 心 あ り
78.6

一 関 心 な し
21.4

仕 事 の 受 注 料 金 値 引 し な い

21.7
ど ち ら と もい えな い

21.6
値 引 す る
56.7

当所の目標 を達成できたかどうか
達 成 で きた
523

ど ち らと もい えな い

5.2
達 成 で きな い

42.5

コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ー市 場 の成 長 性 成長性がある
86.7

関 心 な し

3.7
将 来 性 な し
9.6

}

＼,
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NISと 情 報 処 理 産 業

9

1

9
)

企業 や官公庁の情報処理 システムの指向 す る と こ ろ

は,経 営情 報 システ ム(MIS)の 形 成 に あるが,こ れ

に対 し 「個別 の企業 や官庁 の情報処理 シス テムの枠 を越

えて,他 の システ ムとの有機 的関連 において発展 を図 る

ことが必要 な情報 システ ム」 を ナシ 。ナル ・イ ンフ ォー

メーシ ョン ・システ ム(NIS)と して と らえた。

したが って,NISは,MISと 密 接 な関連 を持 って

形成 され発展 してい くものであ って,NISの み で形成

される もの ではな く,ま た有機的 なMISの 形 成の ため

にはNISの 発 展 をはか ることが必要 とな る。

図1は,MISとNISの 関係 を表 わした もので ある。

個別のMISは,企 業 や官庁の組織 ・活動形態等の さ

まざまの事情に よって多様性 を持 っている ことが実情 で

あるが,こ こでは,1つ の理想型 としてMISを 次 の よ う

に類型化す る。すな わちMISは,① オペ レーシ 。ナル

・システム と② プランニング ・システムに大別で きる。

①の オペ レーシ 。ナル ・システムは,販 売活 動,購 買活
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図1NISの ユ ニ ッ ト

動な どの業務作業 にお ける情報処理 システムで,コ マン

ド機能 を伴 ってい る。②の プ ランニング ・システムは,

経 営 のための各種計画 の設 定,経 営の意思決定 に必要な

報 告・統計等の作成にお ける情報処理 システムで ある。こ

れ らの2つ の システ ムの一 部 として内部情報,外 部情報

に共用 され るデー タ ・フ ァイルがあ り,両 システム間の

情報 の交換,外 部か らの情 報の受入 れ,外 部への情報の

提供 は,全 て データ ・フ ァイル を経 由す る もの と考 え る。

この よ うなMISの 類 型化 に基づ くNISの ユ ニ ッ トは

最 も簡潔 に,図1の よ うに描 くことが で きよ う。

図1の 中で,AはMISの 主 体 となる企業 または官庁

であ り,BはAと 業務上密接な関係 を持つ多数の関連企

業等 であ り,CはAに 各種の情報 を提供す るサ ービス企

業,団 体,政 府機関等で ある。

この よ うにMISとNISと の 有機的な関連,更 に

NISが 企 業に とって経 営その ものの一部を構成す る も

ので あることが理解 され よ う。

なお,図1のAを 中心 とした ユニ ッ トは,B1,B2…

B。,Ci,C2… …Cmな どの それぞれを中心にして同様

に描 きうる もので あ り,こ の よ うに して,各 ユニ ッ トが

次々に結ばれて複雑で巨大なNISが 形 成 されてい く も

ので ある。

わが国のMISの 現 状 をみる と,オ ペレーシ 。ナル ・

シス テムは,業 務処 理上の必 要に迫 られて順次 高度化の

方向に向 ってお り,今 後 もい っそ うの発展 が予想 され る。

他 方プ ランニ ング ・システ ムは,外 部情報 の入手難が大
ト

きな原因とな り,著 しい立 ち遅れを生 じている。NIS

についても,オ ペレーショナル ・システムと関連したシ

ステムは取引情報等を中心に関連企業間で徐々に形成 さ

れつつあるが,プ ランニング ・システムに関連 したシス

テムはいまだほとんど着手されていない。しか し,NI

S確 立の必要性に対する企業の認識は先進的な企業を中

心に急速に高まってきてお り,多 くの計画や調整の努力

一
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が企業間で進めらるとともに,政 府に対 しNIS確 立の

ための各種の施策を求める声が強 くなっている。

このようなNIS形 成の状況を製造業(公 益事業を含

む)の 例についてみると,オ ペレーシ ョナル ・システム

については,

① 原材料,部 品等の購買 ・外注に関する下請企業,系

列企業 とのシステム

② 販売に関する商社,代 理店,問 屋等 とのシステム

③ 代金支払に関する銀行 とのシステム

④ 原材料輸送,製 品輸送に関する輸送会社 とのシステ

ム

⑤ コンビナー ト企業間のシステム

な どが既に一部形成 され,ま たは計画 されつつある。ま

たプランニング ・システムについては,技術情報,特許情

報,市 場情報,海 外経済情報,他 企業の活動に関する情

報などが求め られているが,こ れ らの情報の提供システ

ムが欠けてい る た め,企 業が他方面の原データを収集

し,社 内で処理 ・加工 ・蓄積等を行なっている実情であ

る。

しかし,こ れ らの外部情報については,民 間において

も,総 合商社,銀 行,広 告代理業,工 業会などが情報提

供機能拡充の検討を進めてお り,こ れらの既存の産業や

団体の情報処理産業化により,民 間ベースでもプランニ

ング ・システムに関するNISの 形成が進むものと予想

される。他面,プ ラニングのための外部情報の うち,マ

クロ,セ ミ・マクロの情報は主として官公庁情報に依存

せざるをえず,官 公庁情報の提供システムの確立がNI

S形 成の要件 となろ う。

このようなNIS形 成において,図1中 のCに 類する

情報処理産業は重要な役割を損な うこととなる。

情報処理産業の顧客 となる個別の企業や官庁の立場か

らみると,オ ペレーショナル ・システムについては,例

えばファイル管理のためにはファイル ・オリエン トなコ

ンピュータ・システムが,技 術設計々算のためには科学

計算用の高速 コンピュータ・システムが必要 とな り,ま

た対象業務の拡大にともない,各 種の豊富なアプ リケー

シ ョン ・ソフ トウェアが必要 となる。これ らの す べ て

の要請 を 自己の システム として満 たす ことは非経済的 で

あ り,ま た多 くの場合は不可能で あ り,フ ァイル ・オ リ

エ ン トな システムを備えた ファイル ・メイ ンテナンス ・

サ ービス業,科 学計算用TSSを 備 えた受託処理サ ービ

ス業,そ れぞれ分野 ごとに豊富な アプ リケー シ
ョン ・ソ

フ トウ ェアを備 えた受託処理サー ビス業 な どに依存 する

こ とが必要 とな る。

また,プ ランニング ・システムについ ては ,多 様な分

野にわた る膨大 な外部情報 を自 ら収集維持す ることは不

可能 で,そ れぞれの分野 ごとに専門情報 を提供 す る情報

サ ービス業に依存す ることが必要 であ り,更 にマーケ ッ

ト・リサ ーチ,イ ンベス ト・リサーチな どの分野では専

門知識 に基づ き複雑高度な情報処理サー ビスを行 な う リ

サーチ ・サー ビス業に依存 す ることが必要 とな る
。

この よ うに,情 報処理産業 は,オ ペ レーシ ョナル ・シ ス

テムの ネ ット・ワー ク,プ ランニング ・システムのネ
ッ

ト・ワー クの双方 に組み込 まれ,や が てはNISの 不 可

欠の重要な一環 をにない,企 業,官 庁のMISと 相 互に

支え合 って発展 を遂 げるであろ う。

これに対 し,わ が 国の現状 についてみる と受託処理 サ

ー ビス業 は
,既 に10数 年 の歴史 と300余 社 にの ぼるが,

情 報 サー ビス業お よび リサーチ ・サ ービス業について

は,未 だ産 業 としての基 盤が確立 していない
。 当財団が

調査 した情 報サー ビス業の発展予測 にみれ ば比較的早期

(今 後3年 以 内)に 実用化 する と予想 され る ものは
,天

気 予報,株 価情報,所 在情報,予 約,レ ジ ャー情報
,企

業信用情報,特 許情報,科 学技術情報 の うち刊 行物情報 な

どであ り,こ れ に次 ぐもの として
,マ ク ロ経済情報の う

ち生産 動向,流 通状況,労 働力 に関 する もの
,ミ クロ経

済情報,海 外 の生産状況,観 光者用海外情報
,消 費者 信

用情報,判 例情報,医 学情報,リ サーチ情報
,非 公 開文

献情報,ノ ウ ・ハウの所在情報 であ る
。今後5年 位かか

らな くては実現 しない と予測 されている もの は
,時 事情

報,マ クロ経済情報の うち政府施策
,消 費動向,物 価,

海 外情報の大 部分,一 般知識情報で ある。

しか しなが ら・情報サー ビスは適 確な情報 を適宜 に提

供す るところにその使命があ るが,情 報 の収集 ・整理 ・
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加工分析 ・提供に お い ては多大な労力 と費用をともな

い,企 業ベースで進展していくものは趣 く限 られた情報

についてであって,比 較的早期に発展するものは公益ベ

ースでサービスされるものか ら実用化が進むであろ う
。

NISがMISの 形成に欠 くことができな い もの で

ある ことか ら,NIS形 成 の基 礎条件整 備力必 須 である

が,そ の一環 として情 報処 理産 業の育成 に対 し,他 産業

か ら も,ま た,政 府施策 として強ノJなバ ック ・ア ップが

急務 とされ る。

中 堅 企 業 のMIS構 造

}

,

1

経営情報 システムについては,い ろいろ と議 論 されて

い るが,こ こでは経営情報 システムを
,経 営者 の要求 に

応 じて分析結果 を提供す るデータ処理 システム と,そ の

基 礎 とな るデー タ ・マネ ージ メン トとの2点 を中心に議

論を展 開 し,指 向すべ き方向,現 状 と課題な どについて

論述 してい る。 その中で,中 堅企業 に対 して経営 に助言

が で きるスタ ッフ と強力な ソフ トウ ェア,そ れに大型 コ

ン ピュータを もつ オル ガナイザの出現の必要性 を強調 し

てい る。

まず,経 営情報 シス テムを,経 営者 の仮説 を検 証す る

システム として とらえ,経 営者 に定型化 された性格が な

い以上,一 般 的な経営情報 システムはあ りえ な い と し

た。 そ こで,こ れ ら経営情報 システムの第一歩は経営者

の要求に応 える分析 をレポー トす るデータ処理 システム

を構成す るこ とで ある とし,こ の要求に応 じ うるデー タ

処理 シス テムとしてはデー タ ・マネージ メン ト・シス テ

ムが有望であ ることを指摘 した
。

すなわ ち,MIS確 立 のために中堅企 業の指 向すべ き

方向は,高 性能 な コン ピュータを利用 す ること
,汎 用 モ

ジ ュール・タイプの シス テムお よび適 当なデ ータ・マネー

ジメン ト・システムの採用 である。中堅企業が単独利用

可能な機種は コス ト的に考 えて小型機 ない し中型機で あ

る。 しか し,利 用業務の トー タル化をはか る時には多 目

的 フ ァイルの利用が必要 とな り,中 型機以 上の ランダム

・アクセス ・シス テムの採用 が必要 であ る
。 マルチ ・プ

ログ ラ ミングの機能 は大 幅にコス ト・パフ ォーマンスを

改善す るので中堅企 業がMISを 指 向す るな らば中型機

が採用 で きるよ う方法 を講 じる必要が ある。

経営情報 システムの基 盤 として有望 であるとしたデー

タ ・マネージメン ト・システムの結論 としては,現 状 に

お ける利用の可能性 として,大 容量 ランダ ム ・ア クセス

・フ ァイルに全 部のデー タを常時貯 えてお くことはコス

トが高 く経 済的にむずか しい。 そ こで,フ ァイル構造は

複雑 となるが,使 用頻度が高 いデータによる部分的 デー

タ ・ベ ースの採用が実用的 とな る。

トータル ・システムや共同利用 シス テムを指 向す るた

めには,フ ァイルが一元化 されていな けれ ばな らな い。

フ ァイルを一元化 す るためには大型 コン ピュータが必要

で ある。 しか し,そ の ための経費負担に耐 え得ない中堅

企業は機械化がお くれ,大 企業 とのギ ャップをます ます

大 きくして ゆ く。 この こ とが将来の中堅企業の体質に与

えるで あろ う影響ははなはだ大 きい。 その よ うな事態を

防 ぐ意味におい て も第三者に よる共同利用機 関の確立 は

重要で あろ う。 その主な調査項 目をあげ ると次の とお り

であ る。 、

。経営情報 システムの概念

。中堅企業 のMISへ の 段階 と現状

。モデル ・スタデ ィ

。データ ・マネージ メン ト・システムの概念

。大型機 に よる共 同利用 の処理形態

。共 同利用 の現状 と課題
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経 営 予 測 のた め のデ ー タ ・マ ネー ジメ ン ト

経営活動を行な う上で最 も重要な こ とは,安 定 した発

展 を遂げなが ら も,技 術 ・Y新と白山競争の もとに混迷 す

る経済,社 会の 中で,経 営者 自身が革新 的 ・戦 略的な意

思 決定 を行な わな ければな らない とい うことで ある。経

営情報 システムは,経 営者が意思決 定の手段 として活用

すべ きもので あ り,如 何な る経営情報 シス テムを創 りあ

げるか は経営者の理念に依存す る とい える。

当財団では,企 業にお ける経営情報 システムの あ り方

につい て研究す るため,企 業の実体 を分析 し,指 向すべ

き経営情報 システムの構造 とコン ピュータ ・システムに

つ いて検 討し,経 営者が行な う意思決定の仮説 を検証す

る情報 システムを考 え,そ の基礎 とな る経営予測のため

の デー タ ・マネージ メン ト・システムについて議論 を展

開 した。

経営 予測 をダイナ ミックに行な うためには,ニ ーズ中

心 のデー タ ・ベ ースを 確 立 し,大 量 データをコン ピュ

ー タで管理 する,い わゆるデータ ・マネージ メン ト・シ

ステムを完成 する ことが必要で あるが,そ の前提 として

内部統 計および外部統計の双方を含めた統計全 体の シソ

ー ラスを総合的 に編成 し
,多 日的利用の可能な データ ・

リンケージを確立す ること,な らびにイ ンプ ッ ト・デー

タ とアウ トプ ッ ト・データの標準化を推進す ることが重

要 である。

45年 度の研究 では,経 営情報の うちと くに統 計情報 を

とりあげ,そ の管理 に必要な コンピュー タ ・システ ムに,

つ いて議論 を進 めた。

主な研究 内容は次の通 りで ある。

。統計用 データ ・マネージ メン ト・システム

。統計 データの収集 とその問題点

。統計 システムとデー タ ・リンケージ

。 データ ・マネージメン ト・システムの種 類 と概 要

。統計 システムとデータの フ ァイ リング

。統計用 デー タのフ ァイル ・メンテ ナンス

。DAM-71の 解 説

情 報 処 理 技 術 の 動 向 調 査

(情報処理技術の将来)

情報処理技術の飛躍的な進歩発展に裏付けられて情報

処理の需要は増大の一途をたどり,世 界各国でNation

Wideの 情報処理網の開発が国の重要施策として計画さ

れつつある。またこれに先駆けて民間企業では,企 業単

位の情報処理システムが続々と設備される一方,情 報の

収集,蓄 積,処 理な らびに伝送配布を行な ういわゆる情

報産業が新しく生まれつつある。

情報処理技術は,そ の研究開発速度が 非常に早 い こ

と,研 究開発か ら実用化までの期間が極めて短いことな

ど,幾 つかの特徴があり,そ の技術動向を正しく予測す

ることは非常に難かしい。しかし逆にいえば,予 測が困

難 であるか らこそ,こ の新産業の裏付 けとな る技術 の動

向を正 し く捉えて,そ の将来を誤 りな く見 通す ことが肝

要 にな って くる。

この要請に応 え るべ く,1975年 頃 を 目標 として情報

処理技術を実施 し,そ の成果を 「情 報処 理技術 の将来」

として と りま とめた。

その概要を述べ る と,ま ず システムの進 歩の方 向 とし

て,

(a)コ ス ト ・パフ ォーマンスの高 いシステムへ

(b)オ ン ライン化に よる 「何処 で も使 えるシステム」

」
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}

(C)マ ン ・マシ ン ・シス テムとしての進歩

(d)タ イ ム ・シ ェア リングに よる 「何 時で も使 え るコ

ン ピュー タ ・システム」へ

◎ ソフ トウェアの生産性 の向上

な どが上 げ られ,こ れ らを支え る もの として,つ ぎの よ

うな技術 動向がみ られ るとともに,各 種 の問題点 が付随

してい る。

ω ハ ー ドウ ェア技術

集積 回路(IC)技 術 の 発達,特 に 大 規模集積 回路

(LSI)の 発達 は,フ ァ ー ム ウェアの出現を可能 に

し,さ らにICメ モ リの実現 を結束 す る。

一方 ,記 憶装置 の関係 では,将 来 の システ ムの大型化

を支 えるため巨大 メモ リ(マ ス ・メモ リまたはフ ァイル

・メモ リ)の 開発が予想 される。

(2)入 出力装置

入出力装置関係では,文 字読取装置,ブ ラウン管表示

装置,音 声応答装置等の入出力装置の発達が顕著 とな り

,ま た低価格の簡易端末装置の開発も進むもの と予想さ

れる。

㈲ 標準化の推進とその問題点

標準化は,特 に通信回線を通して異種のコンピュータ

を接続 しシステムを構成する場合には必須の もである。

通信技術の発展を考えると世界的な関連を生ずるので,

国際的視野に立 って行なわねばな らない。

しか し,標 準化は,そ の本質的性格 として技術進歩の

凍結作用を持つので十分にこの点に注意を払 う必要があ

る。

ソフ トウェア汎 用化技術 調査

}

ソフ トウェアの開発 と情報処理の効率化をはかるため

には,先 進的かつ広 く利用され る ソフトウェアの類型

化,汎 用化方式を調査研究 して,ソ フトウェアの開発と

貸与の技術的指針を確立する必要がある。

汎用プログラムを委託開発し,こ れを貸付ける際に必

要な諸事項を検討 して,汎 用ソフトウェアを委託開発し

貸付ける機関(以 下このような発注および貸付の機関を

汎用ソフトウェア事業機関と呼称する)が かかる業務を

実施する際の指針,あ るいは実施にともな う行為の標準

パターンを作成するため,当 財団職員および外部有識者

か らなるソフトウェア汎用化技術調査委員会を設置し,

特定プログラムの類型化,汎 用化,委 託のための事前調

査分析,発 注方式,対 価の決定,進 渉管理,検 査方法,

貸付方法,メ ンテナンスの問題等の諸事項を調査検討し

た。

汎用プログラムに関しては,情 報処理振興事業協会等

に関する法律により 「特定プログラム」が定義づけられ

ているので,こ の定義の線に沿 って検討を行なった。ま

ず,法 に定める 「特定プログラム」の内容を具体的にし

て,委 託開発,貸 付の対象となるべきプログラムの範囲

を明確にし,汎 用化の手法を示しナこ。

ついで,特 定プログラムの委託開発に関する基本設計

か ら発注,検 収,メ ンテナンスな らびに開発されたプロ

グラムの貸付けまでの一連の業務を実施する場合の標準

パターンを検討し,図2(1){2)の 流れ図に示す標準プロセ

スを得ナこ。

さらに,同 標準プロセス間の各ブロックの内容,あ る

いはマイナ ・ループで示されている行為の内容,た とえ

ば委託開発のための事前調査,発 注方法,委 託発注価格

決定の指針,委 託開発業務の具体的な進捗管理方法,出

来上ったプログラムの検査,検 収な らびに貸付に伴 う価

格の決定その他の問題の取扱法,特 にその際発生するプ

ログラムのメンテナンス,あ るいはプログラムの保証に

まつわる諸問題を価格の問題 も含めて検討し,標 準的な

取扱方法あるいは取扱の指針を示 した。
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オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム技 術 の動 向

1.オ ン ライ ン ・システムの発展

コン ピュー タの普及発展 とともに,コ ン ピュータ と通

信 回線 とを結合 して行な う遠隔情報処理 システムすなわ

ちオンライン情報処理 システムの利用は,増 加 の一途 を

ナこどってい る。 この よ うな情 報処 理のオ ンライ ン化 の傾

向は,わ が国においては,電 電公 社が最近 開始 した加入

デ ータ通信サー ビス と専 用デー タ通信サー ビスの例 に よ

って もこれが示 されてお り,ま た近 くいわゆ る通信 回線

の開放 が実 施 され ることにな ると,こ の傾 向は一層顕著

な もの となろ う。

アメ リカにお けるオンライ ン・システムは,タ イ ム・シ

ェア リング ・システム,リ モー ト・バ ッチ・システム,そ

の他種 々のオ ンライ ン ・リアル タイム ・システム,リ モ

ー ト・コン ピューテ ィング ・システム等 の領域 にお いて

発展 を続 けてい る。同国の今 後の予測 としては,1970年

現 在,オ ンライ ン ・シス テムの年 間売 上げが1,240億 円,

1975年 に は この5倍 の6,500億 円 とな り,ま ナこ端末装置

は現在19万 台,1980年 に は,そ の13倍 の243万 台 となる

だろ う。

この よ うな オンライン ・システムの発展 を支え る もの

は オンライ ン ・システム技術の進歩で あ り,こ れが コン

ピュータ ・パ ワー ・ユーテ ィリテ ィや インフォーメーシ

ョン ・ユーテ ィリテ ィへの発展の道 を開拓 しつつ ある。

オン ライン ・システムは通信 システム とコン ピュータ

・システム とが結合 された新 しいシステムであるが,コ

ン ピュータ/通 信間 に存在 す る業務上,技 術上の諸問題

の解明 とその解決 に多数 の国民が参加 した ことは,日 米

両 国 ともその軌 を一 にしてお り,情 報化時代にお けるこ

の システムの重要 さを物語 る もの として興 味深い。

以下本調査報告の あ らましは次の とお りで ある。

1.ア ーキテクチ ャとシス テム構成

① オンライン ・システムの具備 すべ き条件

② アーキテクチ ャの改良方向

③ 最近発表 され たコンピュー タ機種 の特徴

④ システム構成

⑤ ミニコン ピュータ

⑥TSS

2.ハ ー ドウ ェア

①Chacheの 出現

② マイクロ ・プログ ラ ミング方 式の一般化

③ 論理素子の動 き

④ 主記憶装置,固 定記憶装置 の動 き

⑤Groschの 法 則の成 り立 たない分 野

⑥ ミニ コンピュータの影響

⑦ 入 出力 装置の進歩 と端末装置の多様性

3.ソ フ トウェア

① オ ンライ ン ・システムの特質

② オ ンライン ・システムの ソフ トウェアの生産

③ サ ポー ト・プ ログラムの重要性

④ オペ レーテ ィング ・シス テム開発用言語の動 き

⑤ オ ンライン ・アプ リケー シ 。ン ・パ ッケージに

ついて

⑥ デー タ ・ベ ース管理 シス テム

4.通 信 網

① デー タ伝送 に既 存電 話網 の利用

② 諸外 国にお けるデー タ伝送網構成 に対 す る考 え

方

③ 将来 の通信網 と新 デー タ網 の条件

5.オ ンライン ・アプ リケP・一シ ョン

① 我 が国にお けるオ ンライ ン ・システムの実例

② ユーテ ィリティ ・システ ムの発展

一22一

●



∫1PZ)ECジ ャー ナ ル

CAI技 術 の 動 向

,

)

近年,情 報化社会の進展とともに,人 間社会の限 りな

き繁栄と,よ り高度な社会システムの形成を目指してた

ゆまざる創意 と努力が続 けられてお り,そ の基本として

教育の重要性が大 きくとりあげられるに至 っている。社

会の発展 と並行して教育水準の向上,教 育規模の増大 と

効率化な ど教育の内容はその変革を迫 られており,よ り

高度な教育技術の開発が望まれている。 このような教育

上の諸問題を効果的に解決する方法の一つとしてCAI

(ComputerAssistedInstruction)シ ステムがある。

コンピューータを利用した教育としてCAIの 技術的進歩

はめざまし く,学 校教育および企業内教育における集団

指導,あ るいは個人指導のいずれの教育面において も大

いに注 目されている。

このような情勢にかんがみ,最 近のCAIの 実情を調

査 してその問題点を浮 き彫 りにするとともに,そ の動向

をとらえておくことは単に教育界のみな らず,情 報処理

関係者にも極めて有意義なことと考えられる。そこで当

財団では,委 員会を組織 して 「CAI技 術の動向」につ

いて調査 した。

その概要を述べ ると,CAIの 教育ならびに社会的な

意義,そ してその経済性を検討し,つ いでCAIの 学習

プログラムとその作成 ・管理等に関する事柄,ま たCA

1に 関 す るハ ー ドウ ェア面(コ ン ピュータ ・シス テム,

学 習端末な ど)の 実態,さ らに 内外の代表的なCAIシ

ス テム等 について調 査した。 と くにCAIを 開 発す る際

に遭遇す る と思われ る問題点を列挙 したが,CAIそ の

ものは,歴 史が浅 いため,そ の利点 も未 だ十分 に生 か さ

れてい る訳ではな く,単 にCAIが 持 ってい る利点 を定

性的 に認 めてい るに過 ぎない。

しか しなが ら,最 近 はCAIへ の強 い期待 に応 えて各

国の 多 くの大学 や研究機 関,コ ンピュー タ ・メー カな ど

で教育 その ものの研究 やCAIに 必 要 なハー ドウ ェアな

らびに学 習プ ログ ラムの開発が意欲的 に進 め られつつ あ

るので,先 に述べ たCAIの 多 くの欠点 も克服 されて真

に有効な教 育革新の担い 手 としてCAIが 広 く活用 され

るの もそ う遠い将来の ことではない。主な調査項 目は次

の通 りで ある。

。教 育にお ける情 報処 理の動向 とCAIの ニ ーズ

。産 業社会 よ りみたCAIの ニ ーズ

。CAIの 経 済性

。CAIの 技 術的条件

。CAIシ ス テムの実 例

。CAIシ ス テムの開発上におけ る問題点

。CAIの 現 状 と将来

、
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海外の情報処理産業の動向

情 報処理 に関 する 先 進 国 アメ リカの コンピュー タ産

業,情 報処理産業の動向は,他 の諸国に とって注 目す る

ところであるが,こ の ことは,コ ンピュー タ産 業 お よ

び情報処理産業の育成策 を強力 に進 めてい る日本の場合

は,ま た,規 模が同等 とみ られ る西欧主要 国の情報処理

利用 とソフ トウェア業,等 の実態 も併 せて,よ り一層適

確 迅速 に把握 す る必要 にせま られてい る。

当財 団では,海 外 で発行 され る新 聞雑誌 を入手 し,こ

れを分 析 し動向を把握 す る方法 と海外諸 国の情報処理実

態調査団の派遣 の2つ の方法 に よ り海外諸 国の動向把握

に務めてい る。

過去3年 間の調査 結果か ら主 な問題 を 整 理し て み る

と,ア メリカでは,連 邦通信委員会が諮 問したコン ピュー

タ と通信の問題 とこれに関連 してウエ スタン ・ユ ニオ ン

社,マ イ クロウェーブ社 のデータ通信の問題,IBM社

の 価格分離 と業 界へ の影響,新 機種 システム370シ リー

ズの発表,独 禁 法問題,GE社 コ ン ピュータ部門の ハネ

ウ ェル社への身売 りとHIS社 の 発足,周 辺機器産業お

よび ミニコン ピュー タ産 業の台頭,等 多彩 な トピ ックス

が相次 いだが,宇 宙関係,国 防関係の 予算 の縮 小は情 報

処理関係に大 きな打撃 を与え,ソ フ トウ ェア業,タ イ ム ・

シ ェア リング ・サービス業において倒 産または赤字決算

の企業が 多 くあ った ことが報 じられ る とと もに,大 手ユ

ーザの ソフ トウ ェア業 あ るい はサ ービス業への進出が盛

んであ っナこ。

これに対 し,西 欧主要 国では,ア メリカ企業の進出に

対 す るコン ピュ・一タ ・ナシ ョナ リズムの ための各 国施策

が強力 に進 め られナこことが第一 であろ う。 イギ リスにお

け るコンピュー タ業界の一大団結 によるICLの 誕 生は

その後他の国で例 はみないが,国 内の シ ェアを50%以 上

確保す るとともに東 西の ヨー ロッパへ積極的 に輸出 して

お り,ア メ リカ企業 に対抗 す る企業 として育 ってい るの

で ある。 その他の国では,フ ランスの プ ラン ・カル キュ

ールに ょるCII
,ド イ ツの政府の シーメンス社の コン

ヒ。ユ一夕部門の育成 策が注 目されてい る。

さ らに ヨーロッパ諸 国におけるコン ピュータ育成保護

政策は,国 の枠を超えて樹立 され よ うともしてい る。 そ

の中で も注 目された の がEECの 技 術委員会 に よる,

EEC6カ 国 を含 めた超大型 コン ピュ・一タの共同開発体

制 設立への動 きであ る。 しか し この よ うな共同体制樹 立 、

の動 きも現 在の ところ挫折 の感 をまぬがれ得ない。 それ

を強 く印象ず けたのがEurodataがIBMに 敗 北 した

あの事件であ る。 それは ヨ一品ロ ッパ主要10カ 国が人工衛

星の共 同開発を 目的 として設立 したEuropeanSpace

ResearchOrganization}こ 納 入 す る750万 ドル相 当の

コン ピュータをEurodataと い う 西欧 メーカの 共 同受

注機関 とIBMが 受 注競いを 演 じ,Eurodataが 本命

とされなが ら敗 退 したのであ る。

超大型機 の共 同開発 とEurodataの 可 能性が薄れた現

在,西 ヨーロ ッパには,も うひ とつの新たな動 きがでて

い る。 それは米国のCDCと フ ランスのCII,英 国 の

ICLを 含 めた密接な協力関係 である。3者 は,協 同販

売 協定や技術協定な どで相互 に協力 し合 う目的でベルギ

ーにInternationalDataと い う新会社を設立 した
。

さて西欧 に対 して東欧 では,急 速に進む西側の コン ピ

ュー タリゼ ーシ ョンに 一種 の 焦燥感 を抱いてい る。 ソ

連の本格 的国産第3世 代大型機の開発 は遅 々 として進 ま

ず,BESM-6以 来の進歩 はな い。 こうした ソ連では

2つ の道 に打開の道 を見 い出 そ うとしてい る。 その ひと

つは,西 側か らの新 鋭機輸入 と,コ メコン諸 国を糾合 し

た大型 コン ピュータ ・システムの 開発 である。 この2つ

の方策 は西側 マシンの輸入が順調 にい ってい るのに比べ

て,RJADと 呼 ばれ る共 同開発 プ ロジ ェク トは東欧衛

星諸国の足 なみが そろわず難航 して い る の が実情 であ

る。
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海外への情報処理実態調査団派遣

当財団では設立以来,毎 年米国および欧州主要国に対

し,海 外の情報処理産業の実態を把握するため 「情報処

理実態調査団」を派遣してきたが,そ の概要は以下に示

す とお りである。

.

Nα 調 査 同 名 調 査 目n勺 調査期間 ,調査 団 員 訪 問 先(機 関数)

1 EDP教 育 調 査 団 米 国におけ る情 報処理 技術 者教育 の現状 と将 来に関す
る実情 を調査す ることを 目的 とし、そのi三婆調 査対 象

は次の通 りであ る。

1)政 府関係 機関にお いては、主 として大統領科学諮

問委 員会か ら出 され た答申、す なわ ちピア スレポ
ー トに対 す る政府の考 え方

、及 びその実施状況。
2)大 学 においては、学部 ならびに大学院 におけ るコ
ンピュー タの利用な らびにコンピュー タ ・サイエ

ンス教育 の実態。

3)メ ー カ 、ソフ トウェア会社、研究 所等におい ては 、シ
ステム ・エ ンジニア、プ ログラマ など情 報処理

技術 者の教育方法 および実情。

昭和43年
5月4H

～

昭和43年
5月30日

団 長 山下英男
ほか10名

政府機関2

大学関係8
高校 関係2

製造会社7
ソフ トウェア会社5

職 業学校2

協 会其の他2

合計28

2 第1次 情報処理実態調査団 1)経 営 におけ る情 報処理 システム開発の実態 とその
過程 に生 じた問題点 を調査 し、あわせ てその進展
によって生ず る企業間情 報処理 の見通 しを得 る。

2)情 報処理 産業の中核 となる企 業の運営 の実態 を分

析 し、あわせて将来予測のバ ックグラウ ン ドを調
査 する。

3)情 報処理 の高度 化が企 業等の環境 に与 える影 響 と

必要 な対策 について調査す る。

‖石和43年

6月2g日

～

昭和43年

7月28日

団 長ll旧 一・'夫

ほ か8名

企 業情 報処理関係10

情報処理サー ビス関係10

関連 機関4

合計24

3 第2次 情報処理実態調査団 1)情 報処理産業 界におけ る情報処理 システムな らび
に ソフ トウェアの開 発 とサー ビスの実態 および需

要 動向。
2)情 報処理 サー ビスお よび情 報提供 サー ビスの現状

と将 来の方 向。

3)情 報処理産 業に進 出す る一般企 業のサ ー ビス内容

と将 来構 想。
4)標 準化 、教育 、制度 等情報処理に関連 する事項。

米国

昭和44年
10月19日

～

昭和44年

11月18日

欧州

昭 和44年
10月4日

～

昭和44年
11月5日

米国団長青 田 剛

ほか5名

欧州団長吉田 剛

ほか6名

米国

14

英 国3
スウェーデ ン2

デンマ ー ク1
オランダ2

イタ リア2
西 ドイツ1一
フ フンス4

合 計29

4 オンライン ・システムに お

ける ソフ トウェア調査i団
1)イ ンタラクティブ ・グラフィックスの ソフ トウェ

アに関す る調査。
2)オ ン ライン ・デー ダ マネー ジメン トに関す る調査。
3)SJCC(春 季合同 コンピュー タ会議)出 席 。

昭和45年

4月26日

～

昭和45年
5月16H

団員 山本欣子
ほか2名

ユタ大学ほか5

5 IFIPコ ンピュー タ教育

世 界会議 出席 と欧州 におけ

る コンピュー タ教育状況

調査団

国際情報処理学 会(IFIP)教 育 部会が45年8月24日 ～
28日 に わた りオランダの首都アムス テル ダム において

開催 され たが、本 会議 に当財 団か ら、 「日本 における
コン ピュー タ教育」 と題 する論文 を提出 した。 この論文 発
表 と世 界各国 における情報処理 の実態な らびに動

向を把 握す るため本 会議 に出席 す るとともに 、欧州に

おける コンピュー タ教育 の状況 を視 察・調査す るこ と。

昭和45年
8月15日

～

昭和45年
9月5日

団員 篠崎 敬
ほか2名

●

一
フフンス1

スイス.1

西 ドイツ1

英国2
スウェー デン.1

オランダ1

デンマ ー ク1

合 計8

6 第3次 情報処理実態調査団 1)情 報処理 産業界におけ る情 報処理 システムな らび

にソフ トウェアの開発 とサー ビスの実態 および需

要動向。
2)情 報処理 サー ビスお よび情報提供サー ビスの現状

と将 来の方向。
3)ユ ーザ におけ る情報処理の ためのコン ピュー タの

高度 利用の動向。
4)情 報処理産業 に進 出する一般企 業のサー ビス内容

と将来構想。
5)標 準化 、教育 、制度 等情報処理 に関連す る事項。

昭 和45年

10月18[1

～

昭 和45年

11月16「{

団長 吉田 剛
ほか5名

米国4
西 ドイツ5

フ ランス4

合計13

7 オン ライン技術 動向調査団 1)オ ンライ ン ・コンピュー タ ・サ ー ビスのマーケ ッ

トサ イズ。
2)新 デー タ ・ネ ッ トワー クのオ ンライン ・システム

への影響。

3)オ ンライン ・アプ リケー ションの 今後の動向。4)オ
ンライン ・システムに利用 され るオペ レーテ ィ
ン グ ・システム の技術 的動向

昭 和46年

2月21日

～

昭和46年
3月9日

団 長 林 一・郎

ほか6名

調査 会社2

政府機関2

大学1
メーカ ・1

ソフ トウェア ・

サ ー ビス会社5

、 合計11
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1研 究 開 発

遠隔情報処理システムの研究開発

コン ピュークの利用分 野の拡大 につれ,そ の利 用形 態 も種々に変化 してゆ くが,特 に最近の

大 きな特長の1つ は,遠 隔地 か ら通信 回線 を通 してオ ンライ ンで情 報を処理 する形式の普及で

ある。

ど うい う種 類の アプ リケー シ ョンが この利 用形 態に適 してい るか,ま たハー ドウ ェアお よび

ソフ トウェアに対 して,ど の よ うな要求 がでて くるかな どとい う問題は,先 進 国アメ リカ にお

ける研究お よび経験 をかな り参考 にす ることがで きるが,国 状,環 境 の異 な るわが 国において

は,独 自の研 究開発お よび実験 期間が必 要であ る。

この観 点か ら,当 財 団開設以来,こ の遠 隔情 報処理 シス テムの研究開発は,大 きな メイン ・

テー マの一つ として と り上げ られて来 た。

当財団でお こな って きた研究開発の方 向は大 きく2つ に分類 され,1つ は タイム ・シ ェア リ

ング ・シス テムの使用経験 を通 して,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア上の問題点 を検 討す る こと

で ある。 もう一つは タ・イム ・シェア リングの下で働 く,言 語 プロセッサあ るいはアプ リケーシ

。ン ・プログラムの開発で ある。 この両面 か ら,い くつかの テーマに分 けて,3年 間の成果 を

紹介す る。

A.タ イ ム ・シェア リ ング ・シ ス テ ム

の 応 用 実 験

1968年10月 か らNEAC2200-500/200の タ/ム ・シ ェ

ア リング ・システムを設置 し,当 初,端 末装 置を3台,

1969年10月 に は8台 に増強 した。

a)NEAC-TSSの ハ ー ドウ'=ア ・シ ス テ ム

(1)モ デ ル500中 央 処理装置

524K字 の 内部記憶 容量を もってお り,そ の一部にスー

パーバイザ ・プ ログ ラムが常駐 してい る。ユーザ ・プ ロ

グ ラムの処 理はすべ てモデル500内 で 行なわれ るが,メ

モ リー保護機構 がつ いているため,マ ルチ ・プ ログ ラ ミ

ング ・コン トロールの環境の もとで,複 数個の独立 した

ユーザ ・プ ログ ラムがお互いに他 を乱 す ことな く実 行 さ

れ る。 またコア・エ リアの リロケーシ ョンの機能 を持 ち,

フ ォアグ ラン ド・プ ログ ラムN個 と,計 算 セン ターでの

バ ックグ ラウン ド・プログ ラム2個 までの同時処理 が適

当なス ワッピングを ともな って行 なわれる。

・・"Ntnt:tM'
,.・ 一.♪…ぷ 蔀 ㌔ ぺv-一 ←.

(2)モ デ ル200中 央 処理装置

65K字 の コア ・メモ リー を もち,端 末装置 とモデル

500の 間 にあって,コ ミュニケーシ ョン制 御装 置 として

の役割 を果 ナこす。 ここでは多数の ター ミナルか らランダ

ムに入力 され るコン トロール情報や メ ッセージを分 析,

編 集 して要求 され るプ ライオ リテ ィに応 じて,入 出力 の

間 に生ず る待 行列 を整理 し,モ デル500で の処 理を容易

にするよ う制御 する。

また,メ ッセージの授受の間で生 ず る種 々のエ ラーを

チ ェックし,処 理 する機能を受持 ってい る。

これ らの 機 能 を 果 すために,ス ーパーバイザの うち

コ ミュニケ ニシ ョン ・コン トロー ラーが コアに常駐 し,

残 りの コア ・スペ ースは入 出力 メッセージのバ ッフ ァー

・エ リアとして 使 用 されてい る
。 モデル200と モ デル

500は オ ンライン ・アダプタに よって結合 されてお り,

コ ン トロール情報や メ ッセージの授受 は,こ れを通 して

行なわれ る。

(3)周 辺 装置

マス ・ス トレイ ジ として,デ ィスク ・パ ック 装置 が

モデル500に5台 接続 されてお り,タ ー ミナルか らダイ

一26一
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レ ク トにア クセスで きるオン ライン ・ス トレージ として

使 用 され る。5台 の うち1台 はRollin/outフ ァイル用

とバ ックグ ラウン ド用 に兼用 されて,他 の4台 は,フ ォ

アグ ラウン ドの システム ・フ ァイル とユーザ ・フ ァイル

の 日的 に使用 される。

デ ィスク ・パ ック装 置の1台 当た りの容量 は9,160K

字 で あ り,稀 にしか使用 されない ユーザ ・フ ァイル を常

時 この 中 に 置 くことは経済的 に好 まし くないので,そ

のためのバ ックア ップ として磁気 テープ装 置が あて られ

る。磁気 テープは,ま たバ ックグ ラウン ド・ジ ョブのた

めに も使用 され るが,8台 の磁気 テープの うちどち らか

に何台割当 て,使 用す るかは,コ ンソールか らの指令に

よ って,そ の時 々の用途 に応 じて切替 え られ る。

カー ド読取装置 と穿孔装置,紙 テープ読取装置 と穿孔

装 置は,シ ス テム ・メイ ンテナンスの時以外は通常のバ

ックグラウン ド・ジ 。ブ用に割 当て使 用 さ れ る。また

2台 の高速製表印字装置の フ ォアグラウン ドとバ ックグ

ラウン ドへの割 当ては,磁 気 テープの場合 と同 じく,そ

の時々の用途 に応 じてオペ レータが コンソール を通 じて

割 当ての切替 えを行な う。

コンソールは,シ ス テムの イニシ ァリゼ ーシ ョン,リ

イニシ ァリゼ ーシ ョンを始め として,オ ペ レータとシス

テムの コ ミュニケーシ ョンの ために使用 され る。

インターバル ・タイマー と時刻装置は組合 されて,ユ

ーザに割当て る単 位サー ビス時間(Quantum)の 制 御に

用 い られ る他,周 期的なハ ー ドウ ェア ・チ ェックや統計

的なデ ータの収集な どの ナこめに使 われ る。

(4)端 末 装置

端末装置 としては,デ ータ ・ステーシ ョンが使用 され

る。 これにはキ ーボー ド・プ リンタ,紙 テー プ 読 取 装

置,カ ー ド読取装置,高 速製表印字装置な どを付加す る

ことが で きる。

接続 で きる通信回線は,50ボ ーか ら2,400ボ ーまでの

任意の速度が選べ るが,通 常1,200ボ ーが利用 され る。

キーボー ド・プ リンタを用いた会話的な利用だ けでな

く効果的な リモー ト・バ ッチの運用 も考えて設計 された

端末装置 といえ る。

b)NEAC-TSSソ フ トウェ ア ・シ ステ ム

NEAC-TSSPhaseOの ソ フ トウェア ・システムの構

成 を概念的 に示す と,図1の よ うにな る。

スーパバ イザ は,内 部 メモ リに常駐 し,シ ス テムの統

一的な マネージメン トを行な うコン トロール ・プ ログ ラ

ムであって大別す ると,

フ ォアグ ラウン ド・スーパバ イザ

バ ックグ ラウン ド・スーパバ イザ

か ら構成 されている。 さらにフ ォア グ ラ ウ ン ド・スー

パーバイザ はモデル200に よ るコ ミュニケーシ ョン ・コ

ン トロー ラとモデル500で の スケジ ュー ラ,1/0フ ァ・f

ル ・コン トローラに分 け られ る。

コマン ドは,利 用者 とスーパーバイザの通信のための

架橋 としての役割 を もってい る。

(1)ス ーパバ イザ

スーパバ/ザ は,モ デル200と モ デル500の 内 部記憶

に レジデン トな コン トロール ・プログ ラムであ って

○ リモー ト・ステーシ 。ンとの通信の制御

○ ジ ョブの受付 け とサ ービスのスケジ ュー リング

○ コア ・エ リア,プ ロセ ッサ ・タイ ムの割当て とRoll

in/outの 制 御

○ フ ォアグラウン ドとバ ックグラウン ドを包括 す るマル

チ ・プログラ ミングの制御

○ 入出力制御装置に対す る入 出力 要求 のスケジ ュー リン

グ と入 出力 動作の制御

○ フ ァイルのプ ライバ シーや共同利用,さ らに事故 に対

す る防護 と救済

な どを含む フ ァイルの統一的な管理な どの機能 を もって

い る。

スーパバ イ ザ は リ モー ト・ス テージ ョンか らアクセ

スす るユーザにサ ービスを行な うフォアグ ラウン ド・ス

ーパバ イザ と,セ ン タ ーでのス タック ド・ジ 。ブを処

理す るバ ックグラウン ド・スーパバイザに大別す る こと

が で きる。 この二つのス ーパバイザに よって リモー トか

らのジ ョブとセンターでのジ ョブの同時処理が行な われ

る。

すな わち,通 常は リモー ト・ター ミナルか らの フ ォア

一27一
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グラウン ド・ジ 。ブが優先 的に処理 され,フ ォアグ ラウ

ン ド側がすべて ター ミナルへの1/0待 ち,テ ープマ ウ

ン ト待 ち,あ るいは ファイルへのア クセス中 とい った状

態にな った とき,そ の間のプ ロセ ッサ タイムを利用 して

バ ックグ ラウン ドに コン トロールが移 され る。 しかしな

が ら,当 財団のオペ レー クが コンソールか らの指令 に よ

って,バ ックグ ラウン ド側 に高 いプ ライオ リテ ィを与 え

て優先処理 させ ることもで きる。

システムの総合処理能力 向上のため,フ ォアグ ラウン

ドとバ ックグ ラウン ドのそれぞれにおいてマルチ ・プ ロ

グラ ミングの コン トロールが行なわれ る。

マル チ ・プ1]グ ラ ミングの多重度は,

フ ォアグラウン ド・プ ログ ラム 最 大N個(任 意)

バ ックグラウン ド・プログ ラム2個

(ま たは1個 十TranscriptionJob3個)

で ある。 多重度の制限 はシス テムの リソース(主 として

コア メモ リの分割数)に よって決ま って くる。

(2)コ マ ン ド ・プログ ラム

コマン ド言語 は,利 用者が システムに呼 びか ける言葉

としての役 割を もつ ター ミナル ・ランゲ ージであって,

コ マン ドに よって利用者 は次 のよ うな サー ビスの要求 を

シス テムに対 して行な うことが で きる。

(i)シ ス テムとの会話の開始,終 了の 申込 み

(ii)プ ログ ラムの入力,デ バ ッグ,訂 正,コ ンパ イ

ルお よび実行

(iii)プ ログ ラムやデータの フ ァイルへの登録や その

フ ァイルの追加,訂 正,消 去な ど。

(iv)シ ス テ ム ・ステ イタスの問合せや ドキ ュメン ト

の検索

サ ービスの要求は コマン ド・ステー トメン トを入力す

る ことによって表わ され る。 システムは,利 用者が入力

したコマン ド・ステー トメン トを解釈 し,対 応す るコマ

ン ド・プログラムを呼出 して実行 する ことで要求 された

サ ービスの処理を行ない,そ の応答 を端末へ出力す る。

利用者は,シ ステ ムか らの応答 によって次に 自分の う

けるべ きサ ービスを決 定して,再 びコマン ドを入 力す る

とい うよ うに システ ムと会話 しなが ら処理をすすめてゆ

くことがで きる。

(ス ー パ バ イザ)「

1

l

l

l

l(M
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1

1
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・プ ロ グラム

ラ イブ ラ リー ・

プ ロ グラム

、

ユ ーザ ・

プ ロ グラム

■

図1ソ フトウェア ・システムの構成概念図
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NEAC・TSS(PhaseO)で は その 稼動 開始時点 で31

種 類の コマン ドが用意 され るが,サ ー ビスが開始 され運

転の経験を経 るに伴い,相 月猪 口 身が作成 し,シ ステム

に登録す ることに よって コマ ン ド・ラ・fブラ リーを次 々

と豊富 に してゆ くことがで きる。

(3)会 話 型言語

リモー ト・ス テー シ ョンか らア クセスし,タ イム ・シ

ェア リングで利用 で きる言語 はFORTRANとCOBOL

で あ る。

C)利 用状況

現在のTSSMACシ ステムは,昭 和44年12月 より稼

動に入 りその使用時間帯は9時 か ら17時までの うち約5

時間ないし8時 間が使用されている。

主なアプリケーシ。ンは次のようなものである。

① 通商産業省

○ 各種計算プログラム集の作成……回帰分析,相 関

分析,分 散分析,時 系列分析,モ デル分析,各 種予

測,各 種作表等。

○ 職員の教育

○ デモンス トレーション

② 郵政省

○ 経営分析のための計算業務……郵政事業経営のた

めの統計,郵 便局の規模別のコスト,収 益の対比,

資金運用部の資金の運用状況の分析等。

○ 郵便局等における要員配置に関する業務……保険

事業部門の要員配置。

○ 共通業務のEDPS化 のための業務一 ・・給与計算

のためのテス ト用プログラムによる演算。

○ 建築計算等……職員共済 組合関係 の 保険数理計

算,郵 便局舎建築関係の諸計算等。

③ 電電公社

○ 理論計算……通信回線網における トラフィック計

算,伝 送特性計算等。

○ 各種試験 ・実験結果のデータ分析……平均値,標

準偏差,最 大最小,最 小二乗法,実 験計画法,検 定

等の統計的手法による統計業務。

○ 経済比較……通信設備に対する最適な投資,使 用

期間,使 用設備の決定に関する経済的検討。

④ 機械振興協会

○ 産業連関表による予測

○ 統計業務

○ 情報検索

⑤H本 自動車連盟

○ 会員業務・…・

続 きおよび刊行物の配布等。

・会 員の入会 ・移 動 ・継続 ・退会 の手

○ 会員照会業務……会員番号 ・有効期限および会費

納入状況の問合せ,路 上サービス,旅 行案内サービ

ス等。

OEDP要 員の教育

○ その他一般事務計算

⑥(財)日 本情報処理開発センター

○ 作業管理情報システム

○ プログラム ・デバ ッグまたは部分テス ト

○ 教育用

d)応 用実験による問題点

(1)タ ーミナル

端末装置は使用者の直接の操作部分であるのでかな り

問題がある。

一般にTSS用 の端末装置としては操作が簡単である

こと,人 間工学的に操作上の誤 りが少な くなるように設

計 されていること,ま た誤 りをお こした時に容易に修正

ができることな どが要求 されるわけであるが,こ のTS

S使 用者か らは,端 末装i置類の騒音が大 きすぎる,入 出

力装置が遅すぎる,表 示装置の位置の悪さ等が指摘され

ている。

(2)レ スポンス ・タイム
、

システムの応答時間は端末装置の操 作の し易 さと相 ま

ってTSS使 用 者に大 きな心理的影響 を与え る問題 であ

る。

一般 に端 末の前で人間が システ ムの応答 をお とな し く

待 ってい られ るのは普通5秒 以内であ るとい う。 しか し

この問題はハー ドウェアの基本速度,記 憶 容量 の大 きさ,

補 助記憶装置 の アクセス・タイム,ペ ージング,ダ イ ナ ミ

ック ・アロケーシ ョンの機能,メ モ リ保護機能,フ ァイ
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ル構成等 ハー ド,ソ フ トに わたるさまざまな機能の複合

結果 として表 われ る現象で,い わゆ るOSの オーバヘ ッ

ドに大 きな関係が ある。

このTSS使 用 者か らも端末装置の入 出力の遅 さと共

にレスポンス ・タイムの遅 さが指摘 されてい る。

(3)フ ァイル ・システム

フ ァイル ・システムは その容 狂とか アクセス方法の制

限に よ り端末 の個数 とか アプ リケー シ.ン の内容に影 響

を与える もので ある。

一般に フ ァイル ・システムとして各使用者間の機 密保

護お よび互いに干渉 して他の フ ァイルを乱 さない こと,

ま た逆に各使用者間で フ ァイルの共用利用,故 意 または

偶発的事故に対す る保護,デ ー タの性質に よって記憶 レ

ベル を決定す るメモ リ・ハ イアラーキの問題等が要求 さ

れ るわけであるが,こ のTSS使 用 者か らもファイル容

量が小 さい,フ ァイルの更新が 自動化 されていない,ダ

イレク ト・アクセス機能がない等 が指摘 されてい る。

(4)言 語

言語の 問題 としてコマン ドと言語 プロセ ッサにわかれ

る。

まず コマン ドについてい えば,一 般的に 自然語に近 い

表現 で,わ か り易 く,種 類 もあま り多 くない方が望ま し

いの であるが,初 心者 にはな るべ くや さし く,経 験者 に

はかな り複雑 な事 もで きるよ うに機 能 としてはかな り複

雑な もの も持 っているこ とが望 まれ る。 普通の仕 事をや

るに は,そ の 中の ある限 られた機能 のみを使 えば よく,

省 略時の機能 を生か して,コ マン ドも特 に指 定しなけれ

ば標準動作を行ない,コ マン ドその もの,あ るいはコマ

ン ドのパ ラメータには,い ろいろ指 定がで きるよ うに し

てお く事等 が要求 され る。

次 に言語 プ ロセ ッサ としては現在実用化 されてい るT

SSの ほ とん どが既成の言語 を会話形に した もので ある

が基 本的 には,今 までの言語はすべてバ ッチ用に開発 さ

れた もの で,そ れ を無理 して会 話形 に して も,当 然 その

欠点は出て くるので,や は りオ ンライン用 に開発 された

BASIC,JOSSな どの よ うな会話形専用 言語 の開発が大

きな問題であ る。

このTSS使 用 者 か らはまず コマン ドの問題 として,

コ マン ドの パラメークの指定位置,指 定方法に任意性を

もたせ る,い くつかの コマン ドを組合 せた複合形 の コマ

ン ド,あ るステー トメン トの一部分の みを変更修正 で き

るコマン ド等 が望まれてい る。 また言語 プ ロセ ッサの問

題 として,COBOLは 会 話形 言語 として適 当でない,

会 話形専用言語の開発の必要性 が指摘 されてい る。

(5)シ ス テムの信頼性

一般 にTSSに お けるパーード,ソ フ トを含 めた信頼性

は大変問題にな るところであ る。

基 本的にはハ ー ドがまず安 定でなければな らないが,

もし 異常が 起 ったな らばソフ トが どの 程度 それ をカバ

ー し,被 害 を如何に最少限に くい止 め るか とい う事 であ

る。た とえば,あ る端末 に関連 した部分 でお こった異常

事態な ら,最 低 その端末 だけのダ ウンです ませ たい わけ

で ある。人間は何 をす るかわか らないか ら,ど こかの端

末 で使 用者 が どんな誤動作 をや って もシステムが こわれ

た りしてはな らない。 また仕事の途中で中断 し,後 でそ

の続 きをや りたい とい う事が あるので,プ ログ ラムやデ

ー タを一時 システムに保管 しておいて もらいナこい
。 それ

が安全 か ど うか,何 かの理 由で こわ された りしないだろ

うか,ま たは無 断で他人が利用 しないだろ うか とい うよ

うな心 配は一切か けてはな らない。 これ らを含 めたシス

テ ムの安 定性,信 頼性が要求 され るわけであるが,こ の

TSS使 用 者か らは セン トラル ・コン ピュータの障害が

多 く,よ く端末操作が中断 された,デ ータを入れ コン ピ

ュータの処理が終 了す る前 に次のデ ータを入 れ ると端末

装置が止 まって しま った,障 害 や異常動作に対す る表示

が理解 しに くい等 が指摘 されてい る。

B.ソ フ トウェアの 開 発

ソフ トウ ェアは,言 語プ ロセ ッサ とアプ リケーシ ョン

・プ ログラムの二つに大別 され る
。

言語 プロセッサの うち,オ ン ラインCOBOLとCP

Lは 直 接 タイ ム ・シ ェア リング ・システムの端末 か らユ

ーザが使用で きる会話型言語 プロセ
ッサであ る。 またP

LDは,シ ステム記述用言語プ ロセ ッサであ り,CPL
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は このPLDで 記 述 され ている。

アプ リケーシ ョン ・プ ログ ラム

は,い ずれ もタイム ・シ ェア リン

グ ・システムの下 で使用 で きる も

のであ る。

a)言 語 プ ロセ ッサ

(1)オ ン ラインCOBOL

コ ン ピュータをオンラインによ

り遠隔利用 する ことは,今 後の傾

向 であるが,と くに従来開発 され

たプログラム用言語はバ ッチ処理

を前提 とした もので あって,端 末

機器を利用 した会 話形に よるコン

ピュー タ利用には必ず し も適 した

ものではない。 しか しなが ら,従

来開発 された アプ リケーシ ョンお

よびソフ トウェアを生 かす ことを

考慮 す る とCOBOL,FORTRAN

な どの既製 プ ログ ラム用言語 をオ

ン ラインに使用 で きるよ うにす る

必要が ある。

本 システムは,こ の点 で広い応

用性 を持 つ事務用汎用言語COB

OLを と りあげて当財団設置のN

EAC2200レ モ デル500用COBO

レLベ ルの もの を オン ラ・fン処

理可能 とす るため,会 話形機能,フ

ァイルの扱 い,ス ケジ ュール管理

な どを とくにCOBOLに 付 加 し

てあ る。 とくにCOBOLプ ログ

ラムの デバ ッギング とテス トラン

の実行 を主体 として,こ れに よ り

完成 した プログラムの使用はバ ッ

チ処理に切 り換 え ること もで きる。

オンライ ンに よるデバ ッギ ングは

エラー検 出,ス テー トメン トの任

意の変更な どの即 時性 を可能 とし

ノIPI)ECジ ャー ナ ル

表1オ ンラインCOBOL使 用例
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デバ ッギング時間 を減少す る利点が ある。

使用例 を表1に 示す。

(2)CPL

会 話 型PL/1と しては,現 在Allen-BabcockのRU

SHが 有 名で ある。 その他IBMのCPSやStanford

大 学 のACMEコ ンパイ ラ等 もある。いずれ もPL/1

として,か な り言語仕様を しぼ ったサブ セッ ト(Subset)

で あ り,と くに技術計算用の機能に主体をおいてい る傾

向が ある。

このCPLも,も ちろんサ ブセ ッ トで あるが,日 的か

らい って,技 術用,事 務用 どち らの仕事 もで きるよ うな

サ ブセ ッ トをえ らび,特 にPL/1の 大 きな特長の一つ

とされてい るビ ッ ト処理の機能 は完全 に含 ませ た。

1)CPLの 概 要

CPLはPL/1言 語 を基礎 とした会話型言語 プ ロセ

ッサで,FACOM230-60MONITOR-Vの 下 で動作す

る。

一般 に会話型 プ ロセ ッサは ,次 の よ うな点が特徴 とさ

れてい る。

{1)プ ログ ラムの作成,実 行,変 更が随時交互 に切換 え

られ ること。

② プ ログ ラムのエ ラーが即 時に検出 で きること。

(3}プ ログ ラムの修正 お よび編集 が任意 に行な える こと

(4}任 意 のステー トメン トの実行 や,プ ログ ラムの部分

実行が 自由にで きること。

㈲ 入 力す ると直 ちに実 行で きるダイレク ト・ステー ト

メン トが使用 で きること。

㈲ プ ログ ラムを 自動的 に保存す る ことが で き,い つで

も呼び出 して使用 で きる こと。

(7)人 間 と機械 との インタラクシ 。ンが会話的に行なわ

れ,ガ イダンスの要素 もあるこ と。

CPLは これ らの機能 をで きるだ け満 たす よ う設計 し

たが,中 で も,次 の よ うな点に留意 した。

① プ ログ ラムが完成 しないで も入 力 されてい るプ ログ

ラムがいつで も実行で きな ければな らないので逐 次翻

訳 を行な う。

② 会話型の本質を生かすには,一 般 的にはイ ンタプ リ

タ方式 を とる必要があ るといわれてい るが,完 全な イ

ン タプ リタ方 式ではあま りに も実行時間がかか りす ぎ

るので,CPLで は インタプ リタ方式 とコンパイル方

式 の中間を と り,で きるだ け機械語の オブジェク トを

出すよ うにした。

③ ソース ・プ ログラムの リス トの要求に応 じ られ るよ

うにソース ・イメージ もその まま保 存 してお く。

④ 文法 的なエ ラーはで きる限 り即時に検出 し,わ か り

やすい適切な メ ッセージを出す。

⑤saveし て あるプログラムをCALLス テ ー トメン

トや関数 として呼 び出せ る。

⑥ ダイレク ト・ステー トメン トを導入 した こと。

⑦ インプ ッ トされ たプログラムの大 きさ(ソ ース ・プ

ログ ラム)に よって,オ ブジ ェク ト・エ リアや シンボル

・テーブル ・エ リアを実行時に伸長で きること。 また

オブジ ェク トの実行時 にお けるス トレイジは,ブ ロッ

ク構造 やAUTOMATICス トレイジ ・クラスを許す

ので有効 に使用す ることがで きる。

⑧ ステー トメン トが挿入 あ るいは削除 された場合,原

則 としてプロセ ッサは リコンパ・fル(recompile)を

す るが,端 末利用者が意識的 に リコンパ イル をさせな

くす る こともで きるし,任 意の時点 で強制的 に リコン

パイル させ ることもで きる。

⑨ システムは リエ ン トラン トに作 られてい る。

⑩FACOM230-60バ ッチ用PL/1と 言 語仕様 上の互

換性 を持たせてある。

⑪ その大 半が当財団 で 開発 したシステム 記述用 言語

(PLD)で 記述 してあるこ と。

2)言 語仕様

PL/1言 語 仕様 か ら除い た機能,ま たは制限事項の

主 な ものは次の よ うな ものである。

① 多重 タスク

②INITIAL指 定 の代 りにダイレク ト・ステー トメン ト

(directstatement)を 許 し,コ ンパイル時に実 行 さ

せ る。

③ 構造体の配列

④ 配列の断面

⑤ 添字つ きの修飾 された名前

⑥ 属性 としては,デ ー タ属性,次 元属性,ENTRY

－34－
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属 性,ス トレイジ ・クラス属 性,フ ァイル属性

等 を許す。

⑦BEGINブ ロ ック

⑧ 再 帰的手続

⑨ ポインタなしのCONTROLLED変 数

CPLに お ける,ス テー トメン トは,コ レク ト

(collect)ス テ ー トメン トとダイ レク ト(direct)

ス テ ー トメン トとに分 け られ る。コレ ク ト・ステー

トメン トは通常の プログラムで,プ ロセ ッサ によ

って,オ ブジ ェク トが作成 され ソース・ステー トメ

ン トと共 に保存 され る。ダイ レク ト・ステー トメン

トは先頭 に%マ ークを付 した もので,入 力 され る

と直 ちに実行 され,ソ ース ・ステー トメン ト,オ

ブジェク ト・プ ログ ラムは共 に保存 されな い。なお

ある種の コレク ト・ステー トメン ト(代 入,GET,

PUT,STOP等)の 先頭に%マ ークをつ けるこ

とによってダ・fレク ト・ステー トメン トとして使

用す ること もで きる。 これ によ り初期値の設定,

ア ーギ ュメン トの値の変更,中 間結果の印刷等を

任意 に行な うこ とが で き,デ バ ッグの際有効な手

段 とな る。 その他の ダイレク ト・ステー トメン ト

は次の通 りで ある。

・%RUN[ln1[ ,ln2]];

・%LOADname;

・%SAVE;

・%LIST[1n1[,ln2]];

・%PURGEname;

・%ERASEln1[ ,1n2];

・%RESEQ;

・%NAMELIST;

・%COM;

・%NORECOM;

・%NOMSS;

・%MSS;

3)使 用 例(表2参 照)

(3)PLD

PLD(ProgramLanguageforSystemDe－

L

－35一
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表2CPL使 用例

ZIKOKUO9:30N工TS55ERVICEOHAZI岡ETA・

DATE1970◆12・04

升袴tDEMAND

ANATANONAMAE=JIPDEC

ANATANOPA55WORD=HIMITsU

ANATANOJOBBANGOO=DJOOOOO

MACROBUNNONYURYOKU・ 管長

¥(=PL

　DEMAN
DJOBKAI51●

?10MAIN:PRO⊂ ‡

?20F:PRO((X);

?30RETURN(X債 管3・A狢X畳 済2骨」OG{X));

?40END,

?50DOX=1TOIO;

?60Y=F(X)‡

?70PUTsKIPDATA(X・Y)‡

?●OEND;

?90PUTSKIP(3}1

?100εND;

LASTLINE(ENDsT)0490●00

?%RUN50.90‡

X=1.0000000E◆00

X=2・0000000E◆OO

X=390000000E◆OO

X=4.0000000E◆00

X=5.0000000E◆00

X宗6・OOOOOOOE◆00

X=7●0000001E◇OO

X=8●OOOOOOIE◇00

X吉9・0000002E◆00

×51●ooooooeE◆Ol

?490い

?500PエF(X}!D‡

?510X=X-P;

?5201FPくOTHENP:,P↓

?5301FP》ETHENGOTOL;

?540R=F`X)‡

?550PUTDATA{X,R);

?560PUTSKIP(2);

?'%E:!O情 骨(・7};

?%x=1`

?傷RUN490・560;

Xエ1s4296117E◆OO

?%X38‡

?%RUN490●560`

X=8・6132065E◆00R子

?%5ＴOP;

DEMANDJOBOWAR1.

ZIKOKUIO;19N工

Y=1・OOOOOOOE◆OO‡

Y■ ・3■090ヨ587E◆00`

Y#●1●2550756E◆01

Y=・2.472292:E◆01

Y宗・3●5944260E◆01

Y零.4・2014069ε ◆Ol

Y3・3・8399353E◆01

Y怠・2●03382S7E◆Oi

Y=1・7097641E◆01

Y=了 ・8963990E◆01

D●(F{X◆O・00001).F{X})ノ0●000018

Rt1■788133E唱07‡

0●0000000E-018

OFF-LINENINAＴTA・

51YOOZIKANOO;i3:54
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scription)は,シ ステム・プ ログ ラム用記述言語 である。

従来,シ ステム・プ ログラムを作成す るためのプ ログ ラ

ミング言語 としては,ア センブラ言語 を用い ることが多

か ったが,一 般 にアセンブラ言語 によるプ ログ ラムは,

ス テップ数 が莫大 にな り,不 注意な誤 りも多 く発生 し,

そ の上初心者 が効率 のよいプ ログラムを作成す るのが比

較的むずか しい。 そ こで,よ リハイレベルの言語で シス

テムプログ ラムを記述 す る必要が最近 とくに強調 されて

来 た。 この場合に,言 語仕様 は次 のよ うな条件 を満 たす

必要が ある。

① 比較(=,キ,〉,<等)機 能

②Characterhandling

③Bithandling

OBitの オ ン,オ フお よびその検査機能

OShiftの 機i能

OAND,OR,NOTの 機 能

④ 変数(配 列や テーブルの要素 も含 む)が 割 り当て ら

れたア ドレスを求 め る機能

⑤ 間接 ア ドレスの機能

⑥ テーブルの索引

⑦internalお よびexternalに よ る変数名の使 用が

可能で あること。

PLDの 作 成に あた っては,テ ーブルの索 引はテーブ

ル ・フ ォーマ ッ トによ りサ ーチ方法が種 々雑多で あるた

めに仕様 か らはず しナこ。

このPLD言 語 は,PROCEDURE,DECLARE等

のPL/1的 な 機 能 と,IF,DOス テ ー トメン ト等

のFORTRAN的 な機能 を 合成 した もので あるが,特

にowncodingの た めの 機能 としてENTER,EXIT

を,ま ナこ宣言 した領域の拡張お よび無 効宣言 のための機

能 としてEXTEND,CANCELを 付 加 した。 この シス

テムはFACOM230-60のmonitorVの も とで働 き効

率の よい,し か もリエ ン トラン トなオブジ ェク ト・プ ロ

グラムを作 りだす ことがで きる。

次 の16種 類の ステー-aトメン トが使 用で きる。

1PROCEDUREgCALL

2DECLARE10RETURN

3assignmentllENTRY

41F

5GOTO

6DO

7END

8STOP

12computedGOTO

13ENTER

14EXIT

15EXTEND

16CANCEL

b)ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム

(1)オ ン ライン文献検索 シス テム(JOLDOR)

コ ン ピュー タの最 も有 効な適用例の一つ として,情 報

検索(InformationRetrieval)が あ る。JOLDOR(JI

PDECOnLineDOcumentRetrieval)と 名 付 けた こ

のシステムは,オ ンラ・fンに よ り文献検索 を行 な うもの

であ り,オ フ ライン方式に比較 して次の よ うな利 点を持

つo

① 検索結 果が希 望した時点で即時に得 られ る。

② その結果を もとに,コ ン ピュータとの対話 で試行錯

誤 の うえ,さ らに新 しい情報 を選択で きる。

JOLDORは,FACOM230-60タ イ ム ・シ ェア リング
θ

・システムを対象に当財団お よびその他 に設置 され るデ

ィスプレイを端末装置 とする もので,現 在,JOLDOR-1

シ ス テムが稼動中 である。

システ ム設計上の方針 として次の点 を考慮 した。

① 収録 文献:コ ン ビ=・一夕関係 の論文約3万 件。

② 入カ デー タ:標 題,デ ィスク リプタ,著 者 名(所 属),

文 献 目録(詩 名,巻 号,ペ ージ,年 代),文 献 番 号,

分 類 コー ドその他。

③ 検索 ターム:自 然語 を対象 とし,各 文献の標題 と,

付 加 された ディス クリプタの キー ・ワー ドに よ り文献

を検索す る。

④ 検索 にはAND,OR,NOTの 論 理演算 を許す。

⑥ 端末装置 として,キ ャラクタ ・デ ィスプレイ とタイ

プ ライタを同時利用す る。 デ ィスプレイの即時表示の

利点 を生か し,必 要 な結 果のみタイプ ライタあ るい は

センターの ライン ・プ リンタにハー ド・コピーを とら

せ る。 また,指 定に よ り,ユ ーザが使用 したコマン ド

・エコー(commandecho)も タ イプ ラ・fタにプ リン

トする。
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索引サービス

(ミ三;一}'リスト)

ヒストリー
'ファイル

フ ァイ ル ・

ジ ェネ レー タ

デー タ ・

ファイル

オンライン

質 問 応 答
サ ー ビ ス

SDI

サ ーービ ス

ユーザ

プロフ ィル

図2JOLDORシ ステムの概要

⑥ 初心者 で も容易 に使用 で きる。ユ ーザの質問に応 じ

て,コ マ ン ドの使 い方 をデ ィスプレイに表示 した りす

るガイダ ンスの機能 を備 え る。

図2にJOLDORシ ス テムの概 要を示す。

表3は,検 索 の ヒス トリーを示 すコマン ド・エコーの

プ リン ト結 果であ る。

コマ ン ドの入力 を要求 す る*ENTERCOMMAND*

が 表示 されてか ら,ユ ーザはデ ィスプ レイ端末 よ り適当

な コマ ン ドを打 ち込 む。

SはSELECTコ マ ン ドの略 で指定 のキー ・ワー ドに

よる文献検索要求 を示 し,CはCOMBINEコ マ ン ドの

略 で,検 索 して きた文献集合同志 の論理演算を行な うも

の である。 この表では,InformationRetrievalと い

うキー ・ワー ドで検索 してみ たが,か な り多数 の文献 が

検索 され たので,そ の中で,On-lineま たは,Time-

sharingと い うキ・一・ワー ドも含む文献を,さ らに検索

表3コ マ ン ド ・エ コー

***D

ANATANONAトCAヒ,=JIPDFC

iANATAIN(}PASsW〔 うPD=Hl卜 ・11TU

「ANATANOJOb臼ANGO6=DJOUU「 〕力

MACE"OヒiUNNONYURYOKU.ny×

¥JT

[)ヒトCANDJOBKAISI・

VF7LCCト βE]PLEASεFACヒ ニＴOUISPLAYU`、IT

*ENTEt〈C6M卜tAND$

SINFORト1ATIONRピTRIEVAL

*SET幽1;fう1DOCUト}ENTS120*

*ENTERCffMトiAND*

50N--Ll卜 」E
*5ビTrgO2D(〕CUFIEtNTS34×

*FNTERce卜 外MAND*

STI卜;ヒSHAPING
*SヒTNO3DじCU卜1ヒ 」L.TsB'/*

*ヒNTERC(XMト4AND*

STIト4F.一 －SHARING
rkSEITNO4DUCUMヒ'lrs1?*

木 ヒ.NTFRce卜4ト ペAND¥

C3+4.

*SETNC5;(TIM[:*E"HAト 《IING+11、 ・t-StlAIlIG)

×SLTiN65DOCUhLNIこ)9「)*

×Elr"TLkCぐ 、N図AND*

C2+5

*SETNJ6=(OiN-LlNE+(1'INE*St|A[〈|t、G+Tlhピ ーShiARING}

)

*SETiJO6じuCUト4ENTSllo*

*ENＴERCOMMANU¥

C1*6
*3ETN()7=(|NトnKtrATIOi・ptt・ETRIEVAL.*(t:t:-LIU〔+〔TIM

E*5HArtlLaG+Tl川.一'山A:ミllleD)

*SETNO7レ ししUFIEigTS9*

*EN↑ERC¶MMAND*

D7

*ENTERCO卜4ト4AND*

N

*ENTERC6MMAND*

TYfモ ニ

〔TITLE)RF'F-NOhl)ト 、7UO400091DL)C-`、02

}・IELPAOUt.k〕TlCNANSレ 、EIIl,寸GSYSTヒ ニM,・

(DESCRlPTOR)

lNF(lf?NAT10NiifT「klEVAL,F)tlu'v}R∧it,YING(Cr!)ci}LJTF!～S),Ｔli・1

卜EY・1ARING,V{ハCA三3ULAF～Y,SYNT八X,C(う1・1PUTERSTtlltAしFじ ト'

VICES,HELPl14トOR[tAllO,」FETHlEVALsYSTEM,(こASC・'lP

UTERPRC)CRtrw,

(Ai.JTHOR)

lsCliFRT…51■(Sヒ1～CAL[ドt}1"41AUYIV〕L"K

(BlBしlec,1《APHY)

AD－ ち9B316USGI・1)R70〔 、4ngBヒ:

N'・27Pじ ∠A

*ENTERCO附 弓Al;じ*

N

×EN'「ER.C日y・tliAト;D*・.

9ENTERceMM㈱*

TYトE

{TlTLE)REF-NOlDrt700YOU「}]jDし 「:-4yJ』4'

じESIbNCONSIDERATIUiNSuFしN－ い.;EDttし リyt,g† ρEIRILVA

LSYSTEMS,◆

(Dt.SCRlPTeR)

lNFORI咋ATlCNRETR|EVAL,PERFρIKMANCE(F'Gh{EERl、{G)・ ・～

EALTItnE,LlNEARSYSTEI4S,DFblGN,ie'5PO"こ)ヒ,LFFICl

ENCY,UNllNERETRIヒVALSYsＴEMS・|NVE}～Tε1/FlLピS,

(AUTH6R)

C6gDARθJ・T..JRILLI,」 ごISUNIVURbAdA

CHlENR・ 丁.

(B|bLl6GRAPHY}

AD-701972USGRDR700905E…E

N37P*P・'2A

tSENTERceMMAIgD>ド

P7
★ENTERCLStVUi±Ar:D*

E

*AREYOUSATISFIED?*(CK/卜 」C)

OK
*PLεASESELFCTOTHヒR'SUBJECＴS/kEY-lN¥nYご*

*ENTERceト{卜tAND*

¥BYE

τHANKY6UF6RUSINGJeLじCH
*GOOD8YE*

DFMANDJθ80WARI・

ZIKOKV15:24NlOFF-L|tgEli|tＬA「 「A.SIYし':∠ItN.SNC㍑=14:41
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してい る。 その結果,9文 献が検索 され ナこの で,そ れ ら

の文献をデ ィスプ レイ画面 に表示 して(D:Displayコ

マ ン ド),次 々 と見 てい る(N:Nextコ マ ン ド)。 その

中にユーザの要求 に ピッタ リ適 合する文 献がみつか った

ので タイプ ライ タにその文 献情 報をプ リン トしてい る。

(こ の他ガイダンス用 のTEACH,当 財 団のプ リン

タに文献情報を出力 す るPrintコ マ ン ドな どがあ る)

(2)オ ン ライ ン ・シミ ュレー タ(SIMBOL)

現 在 広 く使 われてい る離散系シ ミュレー タとしては,

GPSS,SIMSCRIPT,GASP,SOL,SIMULAな ど

種 々あ るが これ らは皆バ ッチ処理用に作 られた ものであ

る。 これ らのバ ッチ用 シ ミュレータにおいては,モ デル

の ランニング中 にユーザは ま った くモデルか ら隔離 され

途中で その状態 を知 る事や ランニング ・コン トロールを

す る事がほ とん ど出来な か った。 この ため途中でエ ラー

が あ って もユーザは実行が完了 してか らでな くては その

事 に気 が付かず,や た ら無駄 な コンピュータ時間 を使 わ

な くてはな らない事 もあ る。 まナこ一 たびエ ラーが発見 さ

れて も,再 び実行をす るためにはモデルを コンパイルし

直 してか らでな くてはで きない とい う不便 もあ った。

デバ ッギ ングに対 して も,た とえ種 々の トレース機能

を持 っていて も,そ の コン トロールの 自由度 を持 たない

た め,情 報の洪水 とな る事が しば しばで あ り,十 分 なデ

バ ッギ ングが出来ない。本来 シ ミュレーシ ョンのモデル

作成は,始 めか ら決 定的な ものがで きるわ けではな く試

行錯誤 によって段 階的に行な われ る もので ある。 したが

って,モ デル作成中に部分部分の テス トを繰 り返 しなが

ら仕事が進め られ る とい うことは,非 常に有効で ある。

これを従来の コンパ イラ形式の シ ミュレータで行な うに

は何回 もの コンパ イル と実行 とを繰 り返 さねばな らず非

常}こ青目率力§悪し、o

この よ うに,現 在のバ ッチ用 シ ミュレー タにはまだ不

備 な点が色 々と残 されてい る。

シ ミュレータのオ ンライ ン化 に よ りイ ンタラクテ ィブ

な モデル作 り,イ ンタラクテ ィブなモデル ・ランニ ング

を行ない,こ れ らの欠点 を解決 す る事 が期待出来 る。

しか し,こ の よ うなオ ンライ ン化 の メリッ トがあ るに

もかか わ らず,現 実 にオンライン・シ ミュレータの実用例

は きわめてわずか しかない。それ は,や は りイ ンタラクテ

ィブな実行 のスピー ドが遅い点に あると思われ る。 一般

にシ ミュレーシ 。ンは尾大なCPUタ ・fムを使 用す る作

業 であ るだけに,こ れは今後技術的に解決 しな くてはな

らない重要 な問題であろ う。 わずかな実施例の中で1964

年 頃 か ら始め られたMITに お けるOPSシ リーズの成

果は貴重で ある。IBM7094のCTSSに イ ンプ リメン

トされ たOPS-3は,オ ン ライン ・シ ミュレータの雛型

ともい える もので あろ う。 この経験 を もとに発表 された

OPS-4の 計 画は,実 際 にインプ リメン トされたか否か

は わか らないが,そ の思想 は大 いに参老 とな るもの であ

る。

我 々が,現 在作成 中のSIMBOL(SimulationModel

BuilderforOn-1ineUsage)は,こ れ らOPSの 成 果

を参考 としなが ら設計 された,い わば実験用 のオン ライ

ン ・シ ミュレータで,FACOM230/60のTSSモ ニ タ

M-Vに イ ンプ リメン トされ,端 末 としてはキ ャラクタ

・デ ィスプ レイを使用 してい る。SIMBOLは,上 記 の

よ うなバ ッチ用 シ ミュレータの持つ欠点を解決 すべ く作

られた もので,次 の よ うな特徴 を持 ってい る。

① ユーザは,端 末か らモデル作成 をイ ンタラクテ ィブ

に行な うことがで きる。

② モデルの修正,リ ランが,任 意の時点 で簡単 にで き

る。

③ ランニング中にモデル と会 話で き適切 な処 置を取 る

ことがで きる。

④ デバ ッギングや トレーシング機能 に融通性 があ る。

⑤SIMBOLは,プ ロセス タイプの言語 であ るが,・f

ベ ン トの記述 も可能で ある。

⑥ リス ト処理機能が優 れてい る。

⑦ 実 行中に,statusのsaveが で き,そ こか らリラ

ンする ことも可能で ある。

(3)イ ンタ ラクテ ィブ学 習システム(CLASS)

イ ン タラクテ ィブ学習 システム(lnteractiveLearn--

ingSystem略 してILS)は,コ ン ピュ'一ータ と人間が

相互 に密接な連 絡を とりなが ら効率 よ く学習 を行な うシ

ステムであ る。

当財団で開発 しつつあるシステムCLASS(Conver－
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sationalLanguageASsistedSystem)は,FACOM

230-60の デ マン ド処 理で行なえ る会話型言語を教育す る

システムで ある。

一般 に ,会 話型言語は,バ ッチ処理用の言語 と比べて

ガイダンス機能やデバ ッギ ング機 能がす ぐれてい ること

が要求 されてい るが,現 実には,言 語 プロセ ッサの負担

がかな り大 きくな り効率が下が るのを恐れて,必 ず し も

充分な機能 を持 ってい るとはいい難い。 そ こで,一 般に

は ガイ ダンス用の独 立 したシステ ム(た とえばHELP)

を 作成 す るとい う傾 向 もあ り,と くに,初 心者 用の学習

機 能 とい う面 は,む しろ会話 型言語プ ロセ ッサ と切 り離

すべ きで あろ う。

FACOMの デ マン ド処 理で使 用で きる会 話言語には,

BACCUSとCPLが あ るが,こ のCLASSは,当 財

団で開発 したCPL(ConversationalPL/1)を 対 象 に

してお り,言 語の文法,デ バ ック技術の学習,あ るいは

ガイダンス機能 をイ ンタラクティブに使 用で きるシステ

ムで ある。

① 機 能

CLASSシ ス テムに要求 され る機能 は,初 心者か経

験者か とい う対 象に よって異な り,初 心者は,CPL言

語 の全 般についての学習 を希望す るで あろ うし,経 験者

は言語の一部 あるいは,必 要に応 じて適当なガイダ ンス

を得たい と希望す るであろ う。 そ こで,簡 単 な コマ ン ド

を用いて学習機 能の 適 当 な 選 択 がで きるようにしてあ

る。また各学習の間で出 され る練習問題は,実 際 にCP

Lを 使 って作成 し実行 させ る。

② システムの構成

(i)学 習 端末 お よび学習 プログ ラムの構成

学習端末 はFACOM-230-60のTSS端 末 で あるタイ

プライ タと文字 デ ィスプ レイ それか らランダム ・ア クセ

ス ・ス ライ ドを使用す る。ス ライ ドは説明や問題の提示

装置で ある。文 字デ ィス プレイは補助提示装置 と反応入

力装置 を兼 ねてい る。 タイプ ライ タは提示 され る練 習問

題を実際に作成 実行 させ る装置で ある。

学習 プログ ラムは図3の よ うにい くつかの セクシ 。ン

か ら作 られてい る。各 セクシ 。ンはい くつかのステ ップ

よ り構成 されてい る。ス テ ップは,い わば連続 した知識

の単位で,

な われ る。

その1つ1つ が学習者に提示され,対 話が行

コー ス(course、

CPL

学 ㍑プ ログラノ、

繍 ㌣ 酬

ご ∵
セ ク シ コ ン(section、

図3学 習プログラムの組織図

セクシ コン

セクシ っン

エ コ ・… ン
ト クシ・ン

セ クシコンの内客

例 題

法'1間

質 聞 応

練 問 題

図4学 習プログラム構造

(ii)学 習方式

チュー トリアル方式を主に ドリル方式 も併用する。

CPLの 全部を学習しようとする学習者に対しては,

システムで決め られた順番に各セクシ。ンが呼び出され

て実行される。

CPLの 一部を学習しようとする学習者にはあ らかじ

めシステムにあるセクシ。ン名が知 らされているので,

その名前を入力することにより必要なセクシ 。'ンが呼び

出され実行 される。

Gii)学 習プログラム記述言語

記述言語 として標準CAI言 語を利用しようと検討し

たが,入 出力操作,フ ァイル処理等の点で問題があり,

このシステムではPL/1をBaseに した言語で作成す

ることにしナこ。

(4)作 業管理情報システム

このシステムは,作 業者自身あるいはその監督者か ら

提出 された主観的客観的な作業過程に関するデータをも
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とに,プ ログ ラム作成作業 を分析 し,実 際の作業 の工程管

理 を行な うための実験 システ ムである。 当財団 のタイム

・シェア リング・シス テムの下でオ ンライ ン・ター ミナル

か ら随時,情 報の要求 がで きるよ う,設 計 されてい る。

この システムで使用 されるデ・一ータ ・フ ァイル は2種 類

あ る。1つ は,機 械使用伝票か ら作 られ,他 の1つ は,業

務 の発生時に作 られ る作業見積デ ータ,そ の作業が開始

されてか ら一定期間 ごとに報告 され る実績 データお よび

これ らの データか ら判断 され る作業の推定進度,推 定完

了期 日等 で構成 され,表4の 項 目を含んでい る。 この中

で○印 は見積デ ータ,△ 印は実績 データお よび ●印 は両

者 共通 のデータ として入力 される。

また,こ のシステムは,オ ン ライン ・ター ミナル を用

い コンピュー タと会 話 を行 うことに よ り,必 要 とす る情

報 を作表す るが,そ の表形式には次の3種 類が ある。

① コン ピュータ使用時間に関す る情報

プ ログ ラム作成お よびプ ロダクシ 。ンの ための使用時

間 を把握 す るために表5の 形 式で出力 す る。情報 を とり

だすために指定で きる項 目としては,コ ンピュータ機種

業 務番号,期 間があ る。 この とき機種 だけを指 定すれば

その コンピュー タを使用 した全業務 について,デ バ ッグ

表4デ ー タ ・フ ァイ ル の 種 類

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

○使用機種

○見積期日

△実績データ実績データ入力期 日

●業務番号

●作業区分

●プログラム ・ステップ番号

●担当者 コード

○見積工数(時 間)

△実績工数(時 間)

△作業進度(%)

推定 作業進度(%)

進度差(%)

○作業開始予定期日(年月日)

○ 作業完了予定期日(年月日)

推定完了期 日(年 月 日)

完了期日差(日)

但 し,〔

[PROJECT]

[WORK.DIV]

[STEP]

[NAME]

[ESTIM(H)]

[RESUL(H)]

[PROG.]

[E.PROG.]

[B-A]

[START〕

[FINISH]

[E.FINISHコ

〕内は,項 目名の出力形式

時間 と,プ ロダクションに要した時間およびその合計時

間が,フ ァイルに登録されている全期間を通して出され

ることにな り,特 定の業務番号 と期間を指定すれば,表

5の 出力例のように指定期間内にその業務のために使用

した時間が出力される。

② 業務に関する情報

表5コ ンピュータ使用時間に関する出力例
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特定業務の進捗状況を把握するための ものであって,

表6の 形式で出力 される。 この情報を得 るために指定で

きる項 目は業務番号,作 業区分,プ ログラム ・ステップ

番号,担 当者 コー ドが許 され,業 務番号 とその他の項目

との組合せが 自由にできるため,そ の業務に関する情報

の全部あるいは一部を出力することが可能である。

③ 個人に関する情報

新 しく業務が発生 したとき,そ の業務の担当者をだれ

にするかがしばしば問題になるが,個 人が2つ 以上の業

務を,部 分的に担当していることが多いため特定の個人

に関する担当業務の進捗状況を把握 しやすい形での情報

が欲しくなる。そこで,個 人に関する情報を,表7の 形

式で出力することにしたが,こ のときの項 目指定は業務

に関する情報と同様である。

表6特 定業務の進捗状況出力例
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図形処理 システムの研究開発

コンピュ'一夕処理 の出力 として図形 を表示す るためにX-Yプ ロ ッタが広 く使 われてい る。

また,最 近 は出力の みな らず 図形入力 の道具 として もグ ラフィック ・デ ィスプレイ装置 が使 わ

れ るよ うにな った。

これ らの装 置を一般 ユーザが容 易に使 い こな すための ソフ トウェアは,必 ず しも現在 まだ十

分 だ とはいえない。 と くにグ ラフ ィック ・デ ィスプ レイに関 しては,汎 用の ソフ トウェアの実

現 が,非 常にお くれてお り,当 財団では,特 にその点 に開発の重 点を置いて研 究開発を行な っ

てい る。

A.X-Yプ ロッタの 基 本 プ ロ グ ラム

プ ロッタをコ ンピュータの出力装置 として実際に動か

すには,オ ンライ ン形式 とオフ ライン形式 とが ある。X

-Yプ ロ ッタの速度が遅 いためにオン ラインで動かす場

合 には,マ ル チ処理が可能で あることが要求 される。普

通 はプロ ッタに専用の磁気 テープ ・リーダを付 け,コ ン

ヒ。ユ一夕で書い たテープを読みなが らオ フライ ンでプ ロ

ッタを駆動す る方法が一般 的 である。

当財団で開発 したプ ログラムは,オ ン ライン,オ フライ

ン両面 に使 用で きる基本 サブ ・ルーチンで,FORTRAN

の サ ブ ・プログラムの形 を とってお り,CALLス テ ー

トメン トで呼ぶ ことがで きる。 これには次の よ うな もの

が ある。

@PLOTS

X-yプ ロ ッタ・ルーチンに対す るオープンを行な う。

⑤PLOT

現 才,PENの あ る位 置か ら指 定 された座標 まで直線

的 にPENを 移 動す る。 この時PENupで 移動 す る

かPENdownで 移 動す るか指 定す ることがで きる。

また,PENを 移 動 した後にその点 を原 点 とす る機能

も備 えてい る。

◎SYMBOL

英 字,数 字 あるいは特殊文字 を描 いた り,そ れ らか ら

な るstringを 描 く。文字 はEBCDICコ ー ドで参照 さ

れ る もの と整数値で参照 され るものがあ る。後者は一般

にグラフなどを描 く時に使われ指定された位置を中心に

して文字をかく。前者の場合には指定された位置を文字

の左下隅になるよ うにかく。

⑥NUMBER

浮動小数の値を指定された桁数だけ描 く。指定された

位置が数字の左下隅になるようにか く。

⑥SCALE

－組のデータを与えられた範囲内にスケールする。デ

ータは配列で与え,デ ータはある間隔ごとに取 り出すこ

ともできる。またこの配列には,デ ータの最小値と実際

の1mmに 相当する増加分値 とを,付 加情報 としてス ト

アする。

㊥LINE

－組のデータを配列で与え,各 点を直線で結ぶ。デー

タはある間隔ごとに取 り出すこともできる。また各点に

センタ ・シンボルを描 くこともできる。

⑧AXIS

グラフの軸を描 き,軸 の名称,目 盛,目 盛 ごとの数値

をつける。軸の始点に対応する数値および増分は,通 常

SCALEサ ブ ・ルーチンで計算 された値を使 う。

⑪WHERE

現在のPEN位 置の座標,お よび尺度因子を知る。

①FACTOR

図全体の拡大縮小の尺度因子を与える。FACTORが

呼出されなければ尺度因子は1.0で あるとみなされる。

①OFFSET

X方 向,Y方 向それぞれの平行移動および拡大 ・縮小

の尺度因子を与える。
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図5,図6は,

い た もの で あ る 。
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図6グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ザ イ ン

B・ グ ラ フ ィック ・デ ィス プ レイ

の ソ フ トウ ェア

a)グ ラ フ ィ ッ ク ・オ ペ レー テ ィ ン グ ・

シ ス テ ム

CGOS(ComprehensiveGraphicOperatingSys－

tem)は,汎 用大型 コンLte=一 夕に,小 型 のグ ラフ ィッ

ク ・デ ィス プレイ用 コン ピュータを連結 し,グ ラフ ィッ

ク ・デ ィス プレイ装置 を用い る多種の アプ リケーシ ョン

・プ ログ ラムの作成 と,そ の多 日的な利用 を容易な らし

め るオペ レーテ ィング ・システムであ る。

CGOSの 下 において,グ ラフ ィック ・デ ィスプレ・f

装 置は,ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラムに とって図形 を

入 出力 す る装 置であ ると同時に,シ ステムの オペ レーシ

ョン ・コン ソール ともな っている。

CGOSで は,HITAC8400処 理 装置が,シ ス テム

の ホス ト・コン ピュータ として,HITAC-8811グ ラ

フ ィック ・コン ピュータがサ テライ ト・コン ピュー タと

して位置 してお り,図 形処 理の アプ リケー シ 。ン ・プ ロ

グ ラムの実行中 も,HITAC-8400処 理 装置内において

は,従 前のバ ッチ,お よび リアル タイム ・ジ 。ブが,マ

ルチ処 理可能であ る。 また,こ れ ら全 ての ジ 。プを,C

RTに 向 か ったオペレー タが制御 する ことが で きる。

CGOSで は,グ ラフ ィック ・アプ リケーシ ョン ・プ

ログラムにお ける図形処理,お よびインタラクシ 。ン処

理のかな りの部分 をHITAC-8811サ テ ライ ト・コン

ピュータに負 わせ るロー ド・シェア リングに よって,シ

ス テム全 体の スル ー ・プ ッ ト向上をはか ってい る。

この シス テムに よって,ユ ーザは,FORTRAN,そ の

他の プ ログ ラ ミング言語で,グ ラフィックCRTを 用 い

た,イ ン タラクテ ィブ ・プ ログ ラムを容 易に作製 する こ

とが で きる。

CGOSの 主 な機能 を列記 す ると次の よ う'にな る。

(1)グ ラ フ ィックCRTか らの シス テム ・オペ レーシ

ョン(ユ ーザ ・プ ログ ラムの 呼び出 し,制 御,そ の

他)

(2)CRTへ の 図形表 示 と,コ マン ド制御

(3)表 示 図形 のエ ッジ ・シザ リング

{4)表 示 図形 の リアル ・タイム ・ムービング

㈲ ライ ト・ペン,フ ァン クシ ョン ・キー,ダ イ アル等

の割 り込 み制御

{6)CRT表 示 図形の,X-Yプ1コ ッタへの ハー ド・コ

ピイ

図7にCGOSの 機 器構成,図8に ソフ トウ ェア関連

一43－
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図 を示す。

H-8400

SEL:セ レクタ ・チ ャネル

MPX:マ ルチ プ レクサ ー ・チャ ネル

10C:1/0チ ャネル

DXC:デ ー タ交 換器

図7CGOSの 機 器構成
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で2次 元画面に変換して表示 しなければならない。

この場合,そ れができるだけ実物に近 く,す なわちリ

ア リスティック(realistic)に 人間の眼に映ずるために

は,何 等かの処理が必要 となる。

その方法 として,い ろいろ研究されているが,当 財団

では,一 般物体の隠れ線消去 と2変 数関数曲面の隠れ線

消去のプログラムを開発した。これらのプログラムは,

いずれ もCGOSの もとでグラフィック・ディスプレイ

に表示するものである。

(1)一 般物体の隠れ線消去

一般的な凸物体,凹 物体を披裂面に透視し視点か ら見

えない線は消去して透視図を描 く。

物体は次の条件を満たす ものとする。

① 平面で構成 されている。

② 閉じている物体である。(辺 が2平 面の交線であ

る)

物体は複数個であってもよい。

透視法としては,視 点と3次 元座標の原点を結んだ直

線に垂直な面を披裂面 とし,3次 元での原点 と投象面で

の原点を一致 させてある。

また,物 体 を原点を中心に任意の角度回転 させた後に

さらに任意の点を中心に任意の きざみの角度で回転して

透視する機能 も備えている。

このプログラムを用いる際には,次 のデータを必要と

する。

図8CGOSの ソフ トウェア関連図

b)隠 れ線消去のプ ログラム

最近,グ ラフィック ・ディスプレイの応用は従来の2

次元的な ものか ら,次 第に3次 元的な ものへ と広が りを

見せて きた。

ディスプレイ画面はしょせん2次 元平面でしかないか

ら,3次 元の立体図形を表示する場合に も何等かの手段

一44一
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① 視点の座標

② 各点の座標

③ 物体を多側から見た時の各面に関するデータ

(i)面 を構成している,点を時計まわ りに列記する。

(ii)構 成する点の個数

④ 回転角度,お よびきざみの回転角度 と回数

⑤ 回転する時の中心座標

⑥ 物体の個数

⑦ 点の個数,面 の個数

実例を写真1に 示す。

(2)2変 数関数の立体表示

2変 数関数の曲面をメッシュで区切 り,メ ッシュ間を

直線で近似する。その際に隠れ線 を消去するのだが,ω

で述べた隠れ線消去では,点 一線分→面一物体の関係で

考えなければな らなかったが,関 数が与えられるため,

問題はやや簡単になる。

ここで関数は次のような条件を満たす もの とする。

① 関数Z(X,y)は 表示したい領域内において,

(Xty)に 対 してただ1つ のzが 定まる。すなわち

一価関数であること。

②Zが 無限大,無 限小になる時には,Zの 表示上の

極限を持たせてお く。

関数は,FORTRANのFUNCTIONサ ブ ・プmグ ラ

ムで与える。

このプログラムを用いる際には,さ らに次のデータを

必要 とする

〆ぷ

ぺ＼悲 ぷ..

ピ.'＼ ぺ 、ス、

写真22変 数関数の立体表示

(i)描 きたい(x,y)の 領域

(ji)x方 向,y方 向のきざみ幅

Gii)視 点の座標

(iv)視 線のx方 向,y方 向,z方 向の方向余弦

(v)視 点 と投象面 との距離

(vi)FACTOR

実例を写真2に 示す。

C・ グ ラ フィック ・デ ィス プ レイ を

用 い た ア プ リケ ー シ ョン

グ ラフィ ック ・デ ィス プレイの アプ リケ ーシ ョンは最

近 かな り広汎に ひろが りつつ あるが,当 財 団ではまず,

そ のイン タラクティブ ・システム としての特色 を生か し

い くつか のアプ リケーシ ョンを開発 した
。

a)JUMPS

JUMPS(JIPDECUniversalMathematicalPro-

grammingSystem)は デ ータ分析,モ デル ・ビル デ ィ

ング,予 測等 をCRTを 使 って対話形 で処理 してい くシ

ステムである。

JUMPSの 基 本設計 を行な うに あた って,と くに次

の諸点 を目標 に設計 した。

1)使 い易 さ

専門家で も非専門家で も,対 話形 式,定 義形式 および

Jumpを 通 じて 自由に修正,加 工,変 更がユーザの理解

に合 わせて即座に行なえ る。 ⇒

2)汎 用性

予測手法,数 理計画法その他 について現状 の水準 を網

羅 し,単 に経営 あるいは経済の 問題ばか りでな く,数 学,

物 理,化 学,生 物 学,工 学 な ど広 い範 脚 ζ利用で きる。

3)対 話言語(DialogueLanguage)の 作 成

従来,こ の種 の システムは,バ ッチ処理 を主体 として

老'え られて来 たが,JUMPSは,オ ン ラインの・fンタ

ラクテ ィブ ・システムであ る。

特 にグ ラフィック ・デ ィスプレイ装 置を駆使 して対話

を行 ないなが ら,問 題の解決 を行な えるよ う設計 されて

いる。

一45一
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図9JUMPSの システム
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JUMPSの 概 要 は図9の フ ローチ ャー ト

で示 す ことが で きる。

図10に 使用例 を示す,

この例 はGPFSの 三 重指数平滑法(TE

S)に よ り電子機器の半期 データの予測 をお

こな った もの である。

TESMEDIUMS,10,0.9;の 実 例

MEDLUMS

/
!

65/166/167/168/169/170/171/172/173/174/175/1

GRAPHNO=1GRAPHNAME:
ロ　 コ コ

ドii鱗 福 繊 §週 題 」:1趨匡1】コ鋼 に
ヨロら ロコサアプエぐむビ リを

「'"鵠 漂 ボ 。。、6,__.,、 εボ;二.、 。;E'。;一、.、779言:1、二二=
-H-"'v-O.,265,9EO4]…n .ケ7ア'う9ヒe4→C.eJOV.,EO401"6T"∈".一 ●.7"974ε04-^一

図10GPFSの 三重指数平滑法による予測例
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b)過 渡現象解 析プログラム

回路解 析プ ログ ラムは,現 在まで数多 く開発 されてい

るが,国 内では,ま だ本格 的な実用段階にはい っていな

い。 これ らのプ ログ ラムは,回 路の結線関係,素 子種類

や定数,電 源な どを入 力 し,直 流特性,過 渡特性,交 流

特性,伝 達関数,感 度特性な どを求 め るものであ る。 こ

れ らの プ ログラムで は,図 形表示 が主 な要 素 とな るので

入 出力 にグ ラフ ィック ・デ ィスプ レイ装置 を利 用す るこ

とが多い。 当財 団では,HITAC-8811グ ラ フィ ック

・ディスプ レイ装置を利 用して,簡 単 な電気 回路の過渡

現 象解 析プ ログラムを試作 した。

このプ ログ ラムの機能 は次 のよ うな もの である。

{1)デ ィスプ レ/画 面上で簡単 な電気 回路 を組立 てる。

② 素 子の値,入 力 電源電圧 ・種類 な どを入力 する。

(3)こ の 回路を微分 方程式にお き変え,そ の微 分方 程式

をDDA(DigitalDifferentialAnalyzer)を 用 いて

解 く。

ω 出力電流波形 をデ ィス プレイ画面に表示す る。

以上の操作 をライ トペ ン,フ ァンクシ 。ン ・キーな ど

を用い,イ ンタラ クテ ィブに行な うもので ある。

写真3～6は その出力結果で ある。
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ユ ー テ ィリテ ィ・ル ー チ ン

当財団で開発 したユ ーティ リティ ・ルーチ ンの うち主な もの として,流 れ 図 自動作成 プ ログ ラ

ムお よび異機種間汎用言語変換 プログラムーJYOINOS－ が あ り,そ の概要 を ここに紹介す る。

A.流 れ図 自動 作成 プログラム
表8ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム 例

流 れ図 自動作成 プログラムは,ア センブ ラ言語 や コン

パイ ラ言語に よるソース ・プ ログ ラムを入力す ると,そ

れか ら逆 にフ ローチ ャー トを作 り出す プログ ラムで あ

る。

この プ ログラムは,シ ステムの ドキ ュメンテーシ ョン

の整理 の際 に大 きな偉力 を発揮す る。

一般 に
,プ ログ ラムの作成手順 としては,フ ローチ ャ

ー トを書いた後で コーデ ィングを行な うの であるが,大

抵の プ ログラムは,デ バ ッグの結 果,あ るいは設計方針

の変化 によ って,コ ーデ ィング も,フ ローチ ャー トもど

ん どん変更が加 え られ,プ ログラムが完了 した時点 では

以 前に書 いたフ ローチ ャー トは,か な り念入 りに書 き直

しを行なわない と,完 全 な ドキ ュメンテーシ 。ン として

は用をな さない。

プ ログラムが大 きくな ると,こ の書 き直 し,あ るいは

清書 の時間 と労力は,ぼ う大な もの とな る。 そ こで,こ

のプ ログ ラムを利用すれ ば,最 終の ソース ・プログ ラム

か ら,完 成 時点 の最終 的なフ ローチ ャ「 トが 自動的 に作

成 され るわ けであ る。

ま た別の利用法 も考 え られ る。 他人の作成 したプ ログ

ラムを,一 部変更 して利用す る,あ るいは,研 究の 目的

で内容 を解読す るよ うな場合,こ の プログ ラムでフ ロー

チ ャー トを作成す ると作業がず っと容 易にな る。

さらにまた 自分の書いた プログ ラムであ って も・ 同 じ

ロジ ックの繰返 しが図的に表現 され ることに よちプ ログ

ラムの リフ ァインに役立つ。
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現在,実 用 されてい る流 れ図 自動作成 プログ ラムの代

表的な もの はAppliedDataResearch(ADR)社 で
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COBOL,FORTRANが 約300万 円 とな ってい る。

現在,全 米 で1000社 以 上の ユーザがあ り,わ が国で も

10社 近 いレンクル ・ユーザ を持つ とい う。

当財 団で開発した この流 れ図 自動作成 プログ ラムは純

国産 のFACOM230-60FASP用 の もので あ り,AD

R社 の ものに くらべ て,

(1)同 程 度の機能 の機種用 の もの と比べ処理 ス ピー

ドが,か な り早い。

(2)プ リンタの フロ一一チ ャー トのレイア ウ トを,な

るべ く人間の ロジカルな思考順 序に沿 う様 に出力

し,見 易 くな るよ う配慮 した。

等 の点で改良 した。

プ ログ ラムの全 ステ ップは約60K語 で あ る。

表9お よび図11は,ソ ース ・プ ログ ラムと,そ の出力

結果の フローチ ャー トの例で ある。

プ ログ ラムをデー タと共に変換 し,異 な るオペ レーテ ィ

ング ・システムの下 で実行可能 にす るものであ る。

a)COBOLコ ンバ ー タ

このCOBOLコ ンバー タは,COBOL言 語 で書 か

れたプ ログ ラムの変換 を行な う。入 力(変 換 前)ま たは

出力(変 換後)と な り得 るCOBOL言 語 の種類は,次

のいずれかで ある。

(1)HITAC8300/8400/8500COBOL

②FACOM230-60COBOL

B.異 機種 間汎用言語変換 プログラム

ーJYOINOS－

近年,コ ンピ ュータの設置台数は増加の一途 を辿 って

お り,新 しい機種 も続 々 と市場に出回 ってい る。ハ ー ド

ウェア,ソ フ トウェアの発展,利 用分野の拡大,新 機種

の登場等,そ の変化 は実 に 目ま ぐるしい。

各種各様の特質を もつ コンピュータの うちの1機 種で

開発しナこプ ログラムを,他 機 種で利用 したい時,プ ログ

ラム言語 や,ハ ー ドウ ェアの特性の相異が横 たわ り,様

々な困難にぶつか る。そのナこめ同種の プログラム開発を

各所で独 自に行な ってい るのが現状 である。 また,機 種

を入れ換 える度に,多 大な労力 と費用をかけてプ ログ ラ

ムを作成仕直 した り,旧 機種で持 っていた情報がそのま

までは生 か されなか った りす る。

汎 用言語 であるCOBOLやFORTRANで 組 まれ

たプ ログ ラムは,異 機 種間で もある程度 の互換性 はあ る。

しか し,そ の 申で,COBOLに 限 ってみ ると,コ ン ピュ

ータによ っては可成 りのプ ログ ラム修正 を必要 とする。

今 回,こ こに発表す る異機種 間汎用言語変換 プ ログ ラ

ム,JYOINOS(JIPDEC'SYieldingOriginalInput

forOtherOperatingSystem)は,既 存のCOBOL

機種A

FACOM230・60

機種A用COBOLソ ース・プログラム

FACOM230-60でn… り11}し た機種B用

COBOLソ ー ス ・プ ログ ラム

機轍Aよ1}機種Bヘブログラム交換を行なう場合

図12COBOLコ ンバ ー タ
●

L50－
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(3)FACOM230-50

(4)NEAC2200

(5)NEAC2200

COBOL

COBOLH.

COBOLL.

こ こで変換 され るプログラムは,入 力,出 力 と も磁気

テープ(MT)ベ ー スで あ り,取 り扱い上非常に便利で

あ る。 出力 されたプ ログ ラムは,そ のままその コンピ ュ

ータで処理 する ことがで きる
。

b)MTデ ー タ ・コ ン バ ー タ

このMTデ ー タ ・コンバー タは,前 述 した種類のCO

BOL言 語 で書 かれ ナこプ ログ ラムで処理 したMTデ ー タ

の コンバ ー トを行な う。

FACOM230'60

ス タンラー ド・ラペ ル

または

オ ミテ ッ ド・ラベ ル

一■簿∵≡
図13MTコ ン バ ー タ

COBOLコ ンバ ー トとMTデ ー タ ・コンバ ー トを行

な うことに よ り,COBOL言 語 で書 いたプ ログラムと

データの異機種 間での共 同利用が可能 とな る。

標 準 プ ログ ラム ・パ ッケー ジの研 究 開発

企 業において情 報処 理 シス テムを合理 的に構成 し運 用す るためには,情 報処 理 システムへの

むだな投 資をはぶ き,運 用 の簡易性 を高 める とい う観点か ら,標 準 プ ログ ラム ・パ ッケージの

必要性 が広 く認識 されつつある。 この プログ ラム ・パ ッケージの利用 目的は,消 極的 には プロ

グ ラムの作成 時間,コ ス ト,お よび作成能力で あ り,積 極的 には新 しい情報処理の思想 と技 術

あるいは標準化の導入 である。企業 あるいは その他の組織 にお けるコンピュータの活用領域の

拡大は必然的に新 しい ソフ トウェアを要求 す る。 この場合,そ の ソフ トウェアがその企 業独特

な もので あ り一般 性が極 めて薄 い場合 は さてお き,そ の活用 領域が企 業の規模,種 類等 によ っ

て,あ る程度類 型化 し,分 類す るこ とがで きるな らば,そ の類型 に応 じて標準 的なプ ログ ラム

・パ ッケージを開発 し広 く一般で活用 する ことが可能 なわけであ る
。

そ こで当財団 にお いては,業 種,形 態,規 模な どの相違 によ り広域性 を考慮 した上 で各 ケー

ス ごとに標準的な プ ログラム ・パ ッケージを開発 した。

A.販 売 管 理

販売管理においては次の2業 種をモデル化し開発した

① 卸売業における販売管理

② チケットによる割賦販売管理

なお,卸 売業においては,そ の各々がまったく類似性

を持たない,食 品および酒類の卸売業と繊維卸売業をモ

デル として開発した。

)a 食品および酒類卸売業における

販売管理システム

この企業の特徴は,1.受 注発送のサイクルが非常に

短い(通常,当 日受注発送)。2.取 引金額が少額である

反面取引発生件数が多い(月 間約13万 件)。3.商 品の性

質に起因する在庫管理および返品,破 損の処理(食 品類

の長期在庫,容 器の破損に対する処理等他企業には見 ら

れない特殊条件を含む)が 上げられる。以上の種々の条

件を加味した上で設計 したシステムを次に示す。

計算機本体磁気テープ装置,6台,磁 気ディスク装置

1台,ラ イン・プリンタ1台,カ ー ド・リーダ1台 の機器

構成で,フ ァイルは全て磁気テープを使用し,中 間処理

(例えば分類等)は ディスクを用いている。入力媒体はカ

ー ドを使用し取引商品単位eと にレコー ドを構成し,1

一51一
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カー ドに重複パ ンチ され る。 データは,売 上 入 金,仕

入,倉 庫間移動,の4種 に分 かれその各 々をコー ドで区

別す る。伝票区分は伝 票 ナンバーで行ない このナンバ ー

は1カ 月間は重複 させない ことを原則 とす る。 マス ター

・フ ァイルは,販 売 員,取 引先,商 品の3種 に分 けて作

成 し,そ の1項 目には チ ェック対象項 目とマスター項 目

の1要 素 を含 み,カ ー ド上 のパンチをで きるだ け少な く

す るよ うに設 計した。

次に,処 理サイ クルは,伝 票 発行一 パンテー処理一修

正一集積の一連の作業を7日 サ/ク ル とし,こ の間,チ

ェック機構 を5個 所に設け,伝 票記載 ミス,コ ーデ ィン

グ ・ミス,及 びオペ レー シ ョン ・ミスを極力 防 ぐよ うに

してい る。

処理期 間は,日 例作業,以 下半句,旬,月,年 と5段

階に分 け,ま ず,日 例作業は,当 日デ ータのチ ェック,

明 細プ リン ト,当 日分集積 を行な う。 チ ェックでエ ラー

と判定 されたデー タは訂正 された後,追 加,削 除,部 分

修 正のいずれかを示 す コー ドを付 し,入 力 カー ドと同一

デザイ ンでパ ンチ し,同 一ル ーチンで ランを行な う。 こ

れは,カ ー ド ・デザインの変化 に よるパンチ ミスお よび

ル ーチンの増加 を防 ぐため とった処置 であ る。

次 に,当 日分集積デー・タと修正 さ れ た デ ータは1つ

にま とめ られ,月 間実績 として保存 され る。 この月間実

績 ファイル はその後の処 理において主 ファイル と見 な さ

れ,請 求書,そ の他元帳等詳細な プ リン トを必 要 とする

帳票の出力 用お よび年間実績把握 用 として用い るための

もので ある。その他7本 のフ ァイル を作成 してい るが,

それ等は全て月間実績 フィイル よりその 目的,用 途 に従

って作成す る。取引先の売 上,入 金,残 高 を示す残高明

細 フ ァ・fル,手 形管理の ための手形 ファイル,仕 入状況

把握 のための仕入実績 フ ァイル等が それで ある。フ ァイ

ルの本数 の決定 は常 に問題視 され る ことで あるが,フ ァ

イル管理の徹底,オ ペ レーシ ョンの容易 さお よび ミスの

防止,ラ ン ・タイムの縮 小(特 にテープ ・チ ェンジに よ

るロス ・タ4ム の減少)等 を考慮 しt結 果以上の8本 に

設定 した次第であ る。以 上のフ ァイル は日次 または月次

において更新 され,次 のオペレーシ ョンに使用 され る。

なお,フ ァイルに対す る修正 は,極 力 ダイレク ト修 正を

.文 ・㌧ 土 法〉 一,て,武 ⊥

避け訂正伝票の発行により修正を行な うことを原則 とし

ている。

出力される資料を2,3示 すと,在庫管理表,請 求書,

売上明細表,等 が上げられる。

ー

図14日 例業務処理フローチャー ト

b)繊 維卸売業における販売管理 システム

この企業(繊 維卸売業)の 特徴は,第1に,取 扱い商品

が非常に多く,流 行の変遷,消 費者嗜好の多様化によっ

て,そ の傾向が激化していること。第2,と しては卸売

業でありなが ら,製 造業の如 く商品加工業務があること

である。 この加工方法は複雑かつ多様であり,事 務処理

方法,加 工商品原価算出,加 工工程での数量の変動等問

題点は多いこと。第3は,返 品が非常に多いこと。第4

は,繊 維商品の特性による在庫管理の難かしさがあげら

れる。

このシステムは,以 上の特徴,問 題点を反映させるこ

とともに,商 品管理の重要性に鑑み,色,柄,素 材とい

う商品特性を考慮して,繊 維卸売業での単品管理を指向

するシステムである。

次にシステムの概略を説明する。コンピュータ本体は

24K字,外 部記憶装置としては 磁 気 テ ープ4台,'入 出

力装置はカー ド・リPtダ1台,及 びライン・プリンタ1

一52一
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～

台等 の機 器構 成であ る。 インプ ッ ト媒 体は カー ドを使用

し,1取 引商 品 ごとに1枚 の カー ドをパンチす る。 デー

タ としては,発 注,仕 入,売 上,加 工,商 品移動,入 出

金,お よび手形等8種 に分 かれ,そ の各 々は商品取引 コ

ー ドによ って区別 する
。

マスタ ・フ ァイル としては,取 引先,商 品,売 掛金 台

帳,加 工出,手 形,お よび持出等6種 に分 けて作成 し,

その マス タ ・テー プ上に記憶 され る項 目は多 くし,イ ン

プ ッ ト・カー ドの入力 項 目は出来だ け少な くす るよ うに

設計 した。

次に処 理手順 は,デ ー タ作成 一入カー修正一 フ ァイル

更新一各種管理帳票作成の手順 で行な われ る。

処理期間は,日 例,定 時(随 時),月 例 作業に分 け ら

れ る。 日例作業は毎 日発生す る取引のデー タを入力,日

計表(チ ェック ・リス ト)プ リン ト,当 日分 のデータフ

ァイル を作成す る。 ソフ トウェア・チ ェク,お よび リス ト

に よって発見 されたエ ラー ・デー タは修正 コー ドで区別

して,取 引デ ータと同一の入力項 目をパンチし,日 劇作

業 と同一ルーチ ンで修 正デー タ ・フ ァイルを作成す る。

次に この データに もとついて,修 正処理 を行ない,正 し

い当 日分 データ ・フ ァイルを作成 す る。 この フ ァイル で

各 マスターを更新 し,各 種 管理帳票 をプ リン トす る。

アウ トプ ッ トされ る管理帳票 は発注管理,得 意先管理

仕入 先管理,加 工 先管理,在 庫 管理,資 金管理等 に関す

る34種 の帳票をプ リン トしている。2～3例 をあげ ると

請求書,売 掛金 台帳,得 意先別表上月報,商 品在庫 一覧

表等 で ある。

巳営計画

」=

仕

入

T

⊥
売

上

十

㌃
工

十'

⊥
在

庫

十

⊥

資

金

T
⊥
黍
霧
計折

=「

1.販 売計画

2.需 要予測

3.商 品計画

4.資 金計画

c)チ ケ ッ トによる販売管理 システム

従来,割 賦販売システムに対 して施行されてきた事務

の合理化は,PCSな どによる事務処理工数の削減,ま

tは 人力代替が 目的であるEDPSの 導入がその大半で

あり,い わゆる経営管理に直接間接に影響を与える分野

までには至っていない。そ こで 当 システムの目的とし

て,次 の点に主眼を置いた。

① 処理サイクルの短縮

② 要員,設 備,資 金の運用の最適化

③ 組織の簡素化による人的,時 間的無駄の削減

処理内容は項 目別に掲げると次の7処 理に分かれる。

① 発券業務 ② 請求業務

③ 集金業務 ④ 会員業務

⑤ 資金管理業務 ⑥ 経営管理資料作成業務

⑦ 加盟店業務

処理概要を図16(1}(2)に示す。

フ

ィ
ー

ド

バ

ッ
ク

販
売
管
理
シ
ス
テ

ム

図15経 営計画と販売管理システムの関連図
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図16処 理概要図fl)

(先月よでの更新されたもの)
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レポー ト 会員マスクー
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図16処 理概要②

を作成する

① 請求書

③ 団体別請求書

⑤ 加盟店売上合計書

⑦ 資金回収予定表

⑨ 休 眠会員 リス ト

なお,

れ てい る。

》

.

、
/

〆
ξ
I

j

処理方法はバッチ処

理をとり日劇業務 と月

例業務に分かれ,入 力

媒体は迅速性を考慮し

マークセンス ・カー ド

を採用した。

出力資料は次のもの

② 振込通知書

④ 総合振込依頼書

⑥ 入金通知書

⑧ 貸倒れ防止チェック・

リス ト

⑩ 売上動向調査表

このシステムは現在2つ の団体において活用さ

図17マ ー ク セ ン ス ・カー ド

院より昭和44年 度に 「行政における標準給与計算システ

ム」つづいて昭和45年 度 「行政における標準人事資料作

成 システム」を受託 し,こ れの開発にあナこった。 このシ

ステムの目的は行政機関の間で共通に利用できることを

第一とし,さ らにコンピュータの活用を高度に展開可能

な ものにすることにある。

当システムは,現 在においては,行 政機関のみをその

対象 としているため,一 般企業において活用することは

効率,そ の他の点で不一致な面が見られるが,シ ステム

を設計する上での骨子 となるべ き点においては十分活用

可能であると思われる。

a)行 政における標準給与計算 システム

B.人 事 管 理

人事関係の情報処理は各企業に共通しテこ必要な業務で

あり,コ ンピュータ利用により,改 善ないし合理化が最

も期待 される業務分野のrつ である。

また,企 業の複雑化,多 様化が進展するにつれ,企 業

の体質改善や科学的な人事管理システムが要請 されるに

伴い,各 企業におけるコンピュータ利用の普及 とともに

コンピュータによる人事情報処理の急速な普及が予想 さ

れる。以上の様な社会的背景にあって,通 産省工業技術

各省庁で使用できる効率的な人事情報処理システムの

サブ ・システムとして給与計算を主体 とし,そ れに税務

計算,共 済掛金等を含むも』のであ り,給 与計算のシステ

ム・フロー一は図18の 通 りである。

① 各省庁の出先機関の取 り扱いは,本 省庁で一括処

理で きるものとして,オ フライン ・バ ッチ処理を中心 と

する。

② 本システムは各種の機器構成で使用可能なように

低レベルのCOBOLを 使用している。

③ プログラムは各省庁共通な給与項目,お よび計算

式を組みこんであるが,各 省庁独 自の給与項目な らびに

計算式は外部からパラメータを与えることにより使用可

能となる。

④ 各省庁の使用機器に適合で きるよう,コ ンバージ

一54一
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ヨン ・プ ログ ラムを有 してい る

現在2省 庁 で採用 され てお り

その後 システム導入の意向 を表

明 してい る省庁 もあ り,そ の効

果 は徐 々に明 ら か に な ってい

る。 ただ本稼動に際 し,そ れに

耐え得ない システムや プログ ラ

ムが発 見されてお り,そ のため

に,今 後 システムを導入 す る省

庁 も確定 してお り,メ ンテナン

スのための ワーキ ング ・グル ー

プを結成 し,そ こで新 たに本稼

動 に耐 え得 るシステム として,

現 在検 討中であ る。

)

b)行 政における標準人事資料作成システム

システム設計に際 し次の点を開発目標 とした
。

1.給 与計算,人 事管理を体系的に開発すること
。

2.各 省庁の共通項目をベースとし,そ のシステムがそ

のまま各省庁で利用で きること。また各省庁の特殊性

に応じてシステム変更が容易に行なえること。

3.処 理時間を短縮 し,容 易に利用できるシステムであ

ること。

メイン ・プロセスすなわち人事データ・バンクおよび

各省庁共通な人事統計表作成のサブ ・システムであり,

データの入力は1ヵ 所のところから人事,給 与,統 計表

要求 カー ド等をまとめて行なっている。人事マスターの

更新,統 計表に必要なデータの抽出は同時に一つのプロ

グラムで行ない,抽 出データの分類,編 集は一括処理が

で きる。したがって処理時間は短縮され,操 作上 も簡単

になっている。各統計表の作成時,職 員番号または所属

番号の範囲の限定ができ,多 数の統計表要求が可能であ

るため利用上便利になっている。さらに統計表の追加を

するにもパラメータ方式であるので容易にシステムに加

えることがで きる。

一55一
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C.生 産 管 理

●

生産管理におけるアプリケーション ・ソフ トウェアは

数多 く開発されているが,そ の活用は他の業務(例 えば

販売管理)に 比べてかな り少ない。 これは,業 種によっ

て異なる生産形態に起因するものであるが,こ の業務は

他業務に比較して多分にEDPS化 しにくい面を持 って

いるともいえる。多品種少量,少 品種多量,ま た受注生

産,見 込生産と生産量,生 産形態が種々あ り,そ れぞれ

で管理面が異なる。当財団で開発した生産管理システム

は,日 程計画を主体にし,受 注生産工場をその対象とす

るものである。

金属部品製造業における日程計画

シ ミュレーシ ョン ・プ ログラム

改良山積法を応 用 した多種少 量受注生産工場 にお け る

日程計画 シ ミュレーシ ョン ・プ ログ ラムで,本 システ ム

は,次 の2つ の特徴 を持 ってい る。

ω シ ミュレーシ ョンがし易 い ように,各 種条件 をパ ラ

メー タで与 え られ るよ うに して ある。

② ジ ョブ をいつで も中止 した り,再 開 した りで きるよ

うに,入 力 データ作成 セクシ ョン,ジ ョブ ・テーブル作

成 セ クシ ョン,シ ミュレーシ ョン実 行セ クシ ョンの3つ

のセ クシ ョン よ り分 かれてお り,実 際 のデー タが ある場

合は,ジ ョブ ・テーブル作成 セクシ ョンよ り実行すれば

よい。 まナこ,シ ミュレーシ ョン実行 セクシ ョンは,シ ミ

ュレーシ ョンの実行 申いつで もランを中止す る事が で き

るし,再 開す る事 もで きる。

プ ログ ラム言語は,FORTRANJIS7000を 使 用 し,

本 システムの各種条件の設定は,パ ラメータに よる もの

が 多いの で,種 々の組 み合 わせ で どの様 に各工程の負荷

時間が変 るかが別 の表の よ うに リス トされ る。

その他,本 シス テムは100日 分 の シ ミュレーシ 。ンを

す るよ うに作 って あるが,こ の テーブルは,必 要最少限

にした方 が好 ましい。 また,READ,WRITEをFOR

MAT付 きで実行 してい るの で,FORMATな し}ζす

る事で,い っそ う早 くシ ミュレー シ ョンが可 能 とな るだ

ろ う。

H・ 時

負荷数

工程
番号24

ll時

19 111

負荷数
1

113

2

●

115

2

29

1

211

1

213

3

215

1

39

負荷数
3

..,

日 時
10015

日 時 注
193

負荷時間0
.6

・..

日時 注
負荷時間

代 替 台 数
2

`

残 時 間 0.6 0.4

⑨

0.0 0.0 0.5 0.0 1.4

残 時 間

0.1 ■.・

残 時 間
2.0

211

0.6 ...

段 取 時 間

0.5

日・時 ・注

番負荷時

間

191

1.4

1111

LO

■

1115

1.2

1151

2.0

1151

1.5

291

0.6

2131

0.6

2151

0.7
'・ ・

日・時 ・注

番負荷 時

間

・..

未 使 用 領 域
11

1

1113

0.6

●
1132

0.8

293

0.7

2153

0.6
.・ ・ ・'・

時 間 域
2

1

295

0.7

2155

0.6
■.■

飛込 用代替
横番2

.

縦 の 位 置
3

.

平常作業←i→ 飛び込み作業

・師 弟1日15時 か ら17時 迄 の2時 間域に2ロ ットの仕事が負荷 されている。1つ は第1日 目11時

の注文5番 号番の仕事で作業時間は段取時間30分 を加えて1.2時 間,2つ 目の仕事 は同13時 の

注文番号2番 の仕事で0.8時 間 を要 し,15時 間か ら17時 迄 の時間域の残時間は0.0で あ る。
横 の 位 置

402

1

図20ア ウトプットめ一例
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D.物 品 管 理

本 システムは,通 産省工業技術院より昭和45年 度に受

託したものである。

物品管理とは,活 動の目的に応 じて調達 された物品を

その機能面に着 目しながら適正に,無 駄なく,か つ効率

的に用いることを基本思想 とする管理作用をい うが,当

財団において開発したシステムは,主 な機能 として

① 出納,保 管,共 用,調 達(取 得)な どの物品管理事

務を機械化,自 動化する。

② 報告書,帳 簿,命 令書などをコンピュータにより作

成し事務の簡素化をはかる。

③ 物品の保有状況を即時的に把握 し,物 品管理の意思

決定に資する。

の3点 があげ られる。

当システムは,現 在システム設計まで完了してお り,

引続 きプログラムの作成にあたる予定である。

物品管理資料作成システム

本 システムの特徴は,拡 張性 と他のシステム との関連

表9ブ ロックの目的
一

ブ・ック1目 的

保管ブロック

物品の保有状況を把握し,物 品の取得,

保管,供 用,お よび処分に必要な資料

を作成する。

出 納 ブ ロ ック

物品の供用および返納に必要な事務手

続を行ない。それに伴 う物品の異動状

況を記録し,か つ報告書,法 定帳簿,

命令書等を作成する。

調達ブロック

必要な物品の調達に関する事務手続,

物品の異動状況の記録ならびに,受 入

予定の物品の納期管理を行なう。

計画ブロック

物品管理計画サブシステムのブロック

である。物品の需給計画,お よび運用

計画を立案し,調 達の必要な物品の購

入計画を立案する。

統制ブロック

物品管理計画サブシステムのブロック

である。計画と実績を比較し,次 年度

の計画を立案するときの基礎資料を作

成する。

(一点鎖線の枠内は物品管理のプロヴクを示すの

図21ブ ロックの関係

を重視 したシステムであり総合システムを目指した段階

的な拡張計画を立て,そ の計画に矛盾のないシステムを

設計した点にある。システムは保管,出 納,調達,計 画,

統制の各ブロックに分割し,そ れぞれ表2の ようにシス

テムの目的を分担し,ま た図21の ように相互の独立性を

保 ちなが ら有機的に結合している。

なお,機 器構成は,中 央処理装置(記 憶容量65KB以

内)磁 気テープ装置最低4台 以内,磁 気ディスク ・パッ

ク装置1台 以内,カ ー ド読取装置,ラ イン ・プリンタ各

1台 で使用可能であるよう作成する予定である。

E.情 報 管 理

本システムは,通 産省工業技術院より昭和45年 度に受

託したものである。

コンピュータの利用は急速に進んでおり,そ れに伴っ

一57一
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て磁気テープ,磁 気ディスクなどにファイルされる情報

の量は年々増加している。一方,こ れらの情報の利用状

況を見 ると,そ の多くの収集された情報は技術的な面,

その他いろいろな問題があるにせよ相互利用とい う事に

はあまり供されていないように思われる。収集されナこ情

報の有効的な利用をはかるためには,別 々に収集した情

報を関連づけさせ,情 報の分析を行な う必要がある。

以上の観点か ら,共 用ファイルの作成および利用実験

を行ない情報の相互利用の技術的基盤を固めるとともに

従来の情報ネットワーク・システムにおけるデーク ・バ

ンクの形成に備えて,そ の問題点の解決をはかる事を目

的としナこ。

共 用 フ ァ イル作 成 システ ム

共用フ ァイルの試作は事業所ファイルを作成すること

とし,そ の対象事業所は東京都の立川市,府 中市,三 鷹

市など13市,お よび北多摩郡の一部で従業員5人 以上の

事業所 としナこ。

事業所に関する各ファイルの結びつけを行な う場合,

各調査 とも同一の事業所コー ドがついているのが最 も望

ましいが,今 回の調査においては事業所 コー ドのつけ方

がそれぞれ異っていた,こ の場合の結び

つけば次の3つ の方法が考えられる。

ω 調査票まナこは原 書 類 にさかのぼ

り,目 視によりマッチング,転 記を 警筆撃

行な う。

(2}事 業所の名称,所 在地が磁気テ一 名㌧露在地

プな どに ファイル さ れ て い る場合

は,そ れ らを コンピュー タに よりマ 名称
,所在地
(アイウエオ順}

ッチングす る。

㈲(1),(2}の 併 用,す なわ ち事業所 コ

ー ドを 目視 によ りマ ッチング させ,

他 のデ ータは コンピュー タを利用 し

結合 させ る。

今回はすで磁 気テープにファイルさ(雲 鶴 ¶謬)

れている情報をなるべ く活用するととも

にωの目視によるマッチング,転 記のぼ

う大な労力を回避する立場から{2)と(3)の

方法を採用した。すなわち,② の方法により事業所の名

称,所 在地を記録してある社会保険データと失業保険デ

ータのマッチングを行ない,そ の他のデータについては

磁気テープに事業所の名称,所 在地が記録されていない

ため(3)の方法で社会保険データの名称,所 在地の リス ト

を各データの調査票または原書類 とマッチングを目視で

行ない,そ の各事業所 コー ドの対応表を基にコンピュー

タにより事業所に関するデータの結合を行なった。この

手順の図示は図22お よび図23の とお り。

表10事 業所に関するコード

・・イ・■ ・ 一 ・

事業所統計 府 県 市区町村 調査区 事業所番号

一

工 業統 計 "1.
1 ・ 一 ー一一}.一 一

|

1"

事業所番号

括 番 票 番商 業 統計 〃

社会 保 険 事業所 局 署 事業所番号

労 災保 険 局 署 基幹番号 技番号

失業 保 険 府 県 安定所番号 事業所一連番号

』

① 株式会社(カ),有 限会社(ユ),合 資会社(ゴ)

物 霊 地 合名会社(・)・統一

② 番地の表示方法 を統一

③ 濁点,半 濁点,プ ランクを省略等

名称,所 在地

(アイウエオ順)

失業保険テープに

社会保険番号を記録

;フ季,る

図22コ ンピュータ1ごよるマッチング処理フロ一
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社会保険
テープ

F14

ソー ト

地区 別,事 業

所名アイウエオ順

目視 に よ る
マ ッ チ ン グ

事 業 所

番号対応
表 作 成

事業所

統 計

F21

災

険

6　

労

保

F
(の

ユ

商

統

F
(り

　
儀り蝶㌔

社会保険事業所 コー ドを

各事業所 テープに記録

災

険

52

労

保

F
(り

2
纏り

2

工

統

F

祈

る

グ

業

よ

ン

事

陀

チ

通

一

ッ

共

コ

マ

用

ファイル

F31

失 業 社
保 険 保 険
F26F14

アンマッチ

フアイル

F32

F.そ の 他

}

工場適地適業紹介システムの開発

各地域における産業関連施設等基盤整備の進展に伴 っ

て,近 年,企 業の全国的な地方進出が活発化しているが

これに対応して工場適地の紹介件数 も増大の傾向を示し

ている。

特に最近では各種の制約要因により,立 地条件が多種

多様であることから,企 業側の希望条件を十分に満たし

得る適地の選択を行ない,適 格な情報を提供するための

立地理論に即したシステムを開発する必要がある。

このシステムは,地 方公共団体に対して工場適地調査

法に もとず く工場適地を,中 心 とする企業誘致計画の収

集を行な うとともに,企 業に対しても開地取得計画調査

を実施し,両 者の資料を機械処理することにより,相 互

に適地,適 業の紹介を行 うものであるが,そ の処理過程

の概略は次の図24の 通 りである。

/

なお資料収集のための調査は,約3000の 工場団地,お

よび約6000の 企業について行な うがその調査内容は次の

一59一

(工場川地)
企業誘致計画
調.在資料

工場団地側

テLタ ・ファイル

(地方公共団体)
適業紹介リスト

企業側立地条件と
工場団地側企業誘
致資料の照合

適地適業
紹介資料の出力

3(企 業)
。 用地取得計画

。 凋.査資料

企業側 テLタ ・ファイル

(企 業)
適地紹介 リス ト

図24適 地適業紹介システムの処理過程

い
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通 りである。

1.工 場団地に関する調査資料

1)団 地一団地名,所 在地,連 絡先等,6項 目

2)団 地の概要一面積,地 目,売却価格,地 質等12項 目

3)用 水一取 り出す能量,工 業用水価格等7項 目

4)電 カー電圧,電 力等3項 目

5)運 輸,通 信一国道,イ ンターチェンジ,空 港への

距離等14項 目

6)労 働カー人口,求 職者数等10項 目

7)地 域指定一地域開発法の指定,都 市計画法の用途

等3項 目

8)希 望企業一資本金,敷 地面積,入 居不適格業種等

4項 目

2.企 業に関する調査資料

1)本 社の概要一会社名,連 絡先,資 本金等6項 目

2)進 出地点等一立地地点購入価格,操 業年月日等

13項 目

3)用 水一海水利用の有無淡水使用量

4)電 カー電圧,電 力等3項 目

5)運 輸,通 信一国道,イ ンターチェンジ,空 港等へ

の距離等9項 目

6)労 働カー人口,求 職者数等10項 目

7)地 域指定一地域開発法の指定,都 市計画法の用途

8)そ の他一公害関係7項 目

言 語 プ ロ セ ッ サ

当財団 で開発 した言語 プ ロセ ッサ(オ フ ライン)の うち主 な ものは次の3種 で ある。

A.統 計 解 析 ジェネ レー タ

統計解析 ジ ェネレーターは,ご く簡単 なプ ログ ラムを

組 む ことに より,必 要に応 じて様 々の角度か ら眺め られ

る統計 表を作成 する ことを目標 として開発 した ジェネレ

ー ターであ る。

a)概 要

b)記 述内容

8

〕
4

、

、

コンピュータを用いて統計表を作成することは,広 く

一般に行なわれていることである。見やすく整備 された

統計表を作成するためには,次 のような点を考慮しなけ

ればならない。

(1)表 頭,表 側項目の指定。

② 見出しとして書く文字の指定。

㈲ 行間はどれだけ必要か。

④ 小計,中 計,大 計を必要 とするか否かの指定。

㈲ その他,統 計表作成の目的に応 じた種々の指定。

一般には,汎 用言語 として広 く使用 されているCOB

OL,FORTRAN等 で統計表作成プログラムは,組 ま

れている。

しかし,こ れらの汎用言語で組んだ場合,プ ログラム

が冗長になることは免れない。'

{1)デ ー タの入力お よびチ ェ ックの指定。

{2}個 々の データ加工の指定。(和,差,積,平 方根,

他 にFORTRANの 標 準関数 に含 まれ てい る関数

が使用で きる。)

㈲ データの分類,表 頭,表 側 の指 定。

(4}分 類 されtcデ ー タ別 の計算 の指 定。(デ ータ件数

の カウン ト,和,平 均,標 準偏差,メ デ ィア ン,モ

ー ド,中 央値,等 の指定。)

㈲ 見出のプ リン トの指定。

{6}統 計 表のプ リン トの指 定。.

1つ の プログ ラムで幾 表 もの 統計表 が作表可能 であ

る。

表のプ リン ト形式 は,標 準形式を含めて7種 類の形式

一60一
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IL 、

がジェネレータ内に組み込まれてお り,ユ ーザはその う

ちの必要な種類を指定すればよい。

またプログラムの書 き方②における個々のデータの加

工の個所で,数 式の計算を行な うことにより,数 値表の

作成 も可能である。

c)例 題

次のデ ータ ・カー ドに基 づいて,学 校 別,学 年別 にテ

ス ト結果の平均値 をみ ナこい。

/学, 氏 学 テ
名 ス

校 年 ト

名 (1)

10 10 1 3

図25デ ー タ ・カ ー ド

プ ログ ラムは以下 の よ うにな る。

※JOB(1)

※INPUT{2}

READ(SCHOOL,NAME,GRADE,TESTI)

FORMAT(A10,A10,11,13)

※PROCESS(4)

※CHECK(4)

※GROUP(5)

※HEADING(6)

TEST1

※EDIT(7)

COLUMN

SCHOOL※ ※

ROW

GRADE※ ※

※ITEM{8)

TEST1

※COMPUTE(9}

MEAN

※OUTPUT〔 ⑩

FORMAT(1,F6.1)ω

d)例 題 の説明

ω プ ログ ラムの始ま り。

(2)デ ー タを指定 され たFORMATに 基 づ き,デ ー

タに名称 をつ けてイ ンプ ットす る。

(3)個 々 のデ ータの加工。

(4}個 々 のデ ータの チ ェック。

㈲ デー タの分類。

㈲ 見出 しの指定。

(7}表 頭 にGRADEを 表 側 にSCHOOLを もって く

る。

※※印はTOTALも プ リン トす ることを示す。

(8)計 算 の対象 とな る項 目の指定。

(9)計 算 の指定。(平 均 を出す)。

⑩ 表の形式の指定。

(11)プ ロ グラム終 りo

次 の よ うに出力 され る。

TEST1

GRADEl

SCHOOL

SCHOOLlMEAN

SCHOOL2MEAN

SCHOOL3MEAN

TOTALMEAN

2

PAGE1

3TOTAL

e)効 果

図26計 算 結 果

COBOL,FORTRAN等 でプログラムを組む時ほど

には,自 由自在に作表はで きないが,コ ーディングおよ

びパンチが非常に簡単な作業で済むので,表 の種類によ

っては,か な りの効果が期待できる。

f)シ ステ ム記 述言 語

一61－
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B .統 計集計言語(COST)

COST

システム

プ ログ ラム'・

ジェネレーシ ョン

警 ネレー

ランゲージ

パ ラ メ一 夕 ・

カ ー ド

a)概 要

COSTシ ステムは,統 計表を作成するための 「統計

集計中間言語」用に開発 され,こ の言語の特長は,次 の

COST言 語のところで述べているように,簡 単に記述

が可能であ り,ま た汎用性のある言語 といえる。COS

Tシ ステムも,COBOLに て開発 され,汎 用性を持7こ

せたところに,そ の特長があるといえる。なお,本 シス

テムの開発は通産省工業技術院より昭和44年 度に受託し

たものである。

b)COST言 語

COST言 語は,次 の指定を行えばよい。

(1)対 象データ(INPUT)

② 褒章,表 側,表 頭項目および印刷形式の

指定(TABLE)

{3}合 計欄,比 率欄の指定

以上の指定(パ ラメータ形式)を 行な う

ことにより,通 常の統計表(形式は5種 類)

の作成が容易に行なえる。

c)COSTシ ス テ ム

① プ ログ ラム ・ジ ェネレーシ ・ン

プ ログ ラム ・ジ ェネレーシ ョンの過程 を

示 す と図27の よ うにな る。

② パ ラメータの解読

COSTシ ス テムは,パ ラメ一口タを解読

(一 度に複数表)し,表 の形式を判断 し,

該 当す るPROCESSを,ジ ェネレー・トす る。

③ オペ レーシ 。ン ・フ ローの作成

ジ ェネレー トされたPR㏄ESS(1つ の

表につ き複数個の プ ログ ラムが作成 され る

ときもあ る)に 対 して,そ の操作仕様書が

COBOL

コンパイラ

ジェネレー ション 操作仕様,`:

リスト

図27プ ログラム ・ジェネレーションの過程

作成 され る。 したが って,パ ラメータを記述す る際,使

用者 は,シ ステム分析の必要性 はな く,操 作仕様書に従

がい,オ ペ レーシ ョンを行な う。

④ その他の機能

その他,オ ペ レーシ 。ンに必要 とす るコン トロール ・

カー ド,お よびソー ト・パラメータ等が作成 され る。

d)効 果

COST言 語 を使用 す ることによ り,次 の効果が ある。

表11COSTプ ログラム(例)

LINECOMPILATIONOF⊂05T-PROGRAMPHASElSOUR⊂ELIsTPAGE(OOI)

OOIPROGRAM-NAME=TOKEI3;

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

TABLEIHEAD;KEY;

COLUMN二 ⊂KYU・HAN・1・4);

しiNE=CFUKEN,;

PRIN了.FORM,Hl=〔PO520⊂13,● ●TOKEI-HYONO3●91);

PRINT-FORMg1=⊂POsl(15}..Z(4}・ ●1);

SEＬECT1‡

INPUTIUNITzTApE;LABEL=NO;

SEQ=KEY;

ITEMKEY;PO571(2}‡DEC;

ITEMKYU;POS60(1,弓CODE=TOTAL・ 《1,2);

ITEMHAN8POS61(1};CODE=TOTAL・{⊂1),5)‡

:TEMFUKEN8PO530⊂1);CODE=TOTAL,C{1)g8);

1TEMTOKUTN;POS32《3);DEC8

SELECTITOKUTN》671KYU=10R2;HANしE5;

ENDCOST

－62－

FORM:FIX;BLOCK=50;RECORD=72;

'^'
、.:二,〉」'戚 〆
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TOKEI-HYONO3 表12結 果 表

KEY=01

了OTAL3500

1

2

3

4

5

6

7

8

179

908

白06

318

598

208

367

516

671925634634

31463937

180262157151

841038176

51846456

122135110107

32623629

731056272

9812885106

6362540

26139

158661

62305

63243

124436

49149

55248

99359

119517634634636

1225393726

AO155157151158

19678i7662

1248645663

1382110107124

530362949

752627255

11588510699

960552408

401921

247140107

1016536

753936

16210953

592732

1196653

i57S770

① 統計表 作成 の迅速化

プ ログ ラムの作成(COSTシ ス テムに よ りジェネレ

ー ト)を 容易に,極 めて速 く行な うことがで き,さ らに

プ ログ ラム ・テス ト(パ ラメータの チェ ック)が ほ とん

ど不 要 とな るため,統 計表作成 をス ピー ド・アップで き

る。

② 専 門プ ログ ラマーを必要 としない

ほとん どコンピュー タの知識 のない人 も数時間の講 習

で,COST言 語 を使 用す ることが で きるので,統 計表

作成のために専門のプ ログ ラマーを使 わずにすむ。

③ 統計表作成費用の減少

プログラマーの トレーニング ・コス トの減少,プ ログ

ラム作成 の人件費 の減少,テ ス ト不要に よるコンピュー

タの使用 の減少等,統 計表作成費 を大幅に削減 で きる。

④ システム分析 を必要 としない

使用者 は,表 形式 のみ記述すれば よ く,そ の作業手順

等 の分析 の必要性 がな い。

C.統 計解析用言語(STAGEN)

た り,使 いに くい面 を多分に持 ってい る。

これ らの使いに くさを除去す る ことを主眼にお き,統

計解析 に便利STAGEN(STatisticalAnalysticGE-

Nerator)を 開 発 した。 このSTAGENは,次 の4つ

のル ーチンよ り構成 され てい る。

なお,こ のシステ ムは通産省工業技 術院 より昭和45年

度 に受託 し開発 した もの であ る。

b)STAGENシ ステ ム

a)概 要

既存の科学計算用ライブラリーは,大 部分の ものが入

力形式が決 っていた り,種 々のパラメータの指定を必要

としたり,入 力形式が各々のライブラリーで異なってい

(1)統 計 分析 ルーチン

統計分析 ルーチンは,メ イ ン ・プ ログ ラムの作成,ラ

イブ ラ リー ・テープ よ り指 定の ライブ ラリーの選択等 を

行 ないGENERATEDFORTRAN統 計 処理 を行な う

を磁気 テープに出力 するルーチンであ る。

例えば,次 の よ うな連立1次 方程式 を解 く場合の パラ

メー タ指定 は,次 の ようにな る。

4・£{㌘1竺

上記 の式 を次 のよ うにパンチした時の カー ドの入 力 フ

ォーマ ットは図28の よ うにな る。

次に連立1次 方程式 を解 くための ライブラ リー・指定 カ

ー ドは ,次 の よ うにな る。

LIBRARY・SMEQIM,3.0;

1↓ ↓

ライブ ラリーを 連立一次方程式の3

呼 ぶための指定 サ ブル ーチン名 元

一63一

d

'1

㍉
Wト

、鋼

1



;

kl

∫1P1)ECジ ャー ナ ル

1 一1 一1 一5

一"

ア

1 1 1 29

2 3 4 29

19,1.1
20col,
39,11.1
40col.
59↓.1
60co1.
79↓1.1
80col.

デー タ

FQRM1=19(2)39(2)59(2)79(2)

。。一↓。、1占
の 型19co1目 よ り

図28入 力 フ ォ ー マ ッ ト

この他START(プ ログ ラム名),と ※※STAGEN;

とい うパ ラメータが必要 で ある。

図29に パラメータお よびデータの並べ方を示す。

表13の データを使 って1965年 ～1969年 のNN自 動 車価格

/物 価指数"を 求め る場合のデ ータ加工式は次の よ うに

記述 す る。

※CARPRIRT=CARPRICE/PRICEIDX;

上 式 を図示す る と次 のよ うにな る。

CARP

RIRT

7
6

9

4

9

7
6

5
5

4

CARP
RICE

70.
71.
68.
65.
64.

ワ

デー タENDカ ー ド

(あった方が よい)

}・・・・・・・・…

図29パ ラメータおよびデータの並べ方

なお,上 記のパラメータをSTAGENは,図30の よう

なGENERATEDFORTRANに する。

(2)時 系列データ加エルーチン

時系列データの加工をユーザが単純変数の数式表現に

記述するだけで行な う。

例えば,次 のような時系列データのデータ加工を行な

う場合のパラメータの指定は次のようになる。

表13時 系列データ

1965年1966年1967年1968年

物 価 指 数

自動車価格

自動車価格/物価指数

1.001.071.141.20.1.30

7α71.69.6564

?????

蹴

160

認
ll8

(3)ラ イ ブラ リー ・ルーチン

実際 の統計処理 を行な う各種 のサブルーチンは,ST

AGENが 作 成 し た メイ ン ・ルーチンでCALLさ れ

て用い られ,各 種引数は,COMMONエ リアで受 け渡

され る。統計分析ル ーチンで例 に とった,連 立次方程式

SMEQIMは ラ/ブ ラ リー ・ルーチ ンであ る。

(4)ア ップデー ト ・ルーチ ン

ユe-一ザがSTAGENの 機 能 を上 げるため に用意 された

ルーチンでライブ ラリーへの サブル ーチン登録,削 除,

修 正を 自由に行 な うことが出来 る。 この時ア ップデー ト

・ル ーチ ンは,サ ブル ーチ ンを磁気 テープに登録す るば

か りでな く,STAGEN内 の サブル ーチ ン ・テーブルの

修正 も行 な う。

サブル ーチ ンABCを 登 録す るための コン トロール ・

カー ドは,図31の とお りで ある。

厘 ・ /

rSUBR・mNEABC

一
一一いENDカ ー ド

サブルーチンABC

ABCと いうサプルーチンー
ズ1240と して登録せ

丘 ・UPD・ …SIZ・-12・ ・

→

/一

リサイ

図31サ ブルーチンABC

－64一
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1

STARTM

ASSGNSYSLST・ し01

AsSGNSYSCRD・RO

ASSGNSYsUTitOl

AsSGNSY5UT2・02

ASSGNSYSUT3・03

VDCSYSOML,,DO5⑱SYSOML⑱00000L

VDCSYsLIB・ ウDOS.5YSL18.000001

PARAMLIST=YES令MAP=YES・DEBUG.NO

FORTRN

－《ン パ イ ル 川 コ ン1・U… ・'ン

か ・ド

CsTART(REN1)8

PROGRAMRENI-一 →START(RENI)のGENERATEDFORTRANで メインプログラム名となる

CFORMIiigl2,39《2}59C2)19C2J8

CLI8RARY=SMEQ!M.3・O`一 →ライブラリー指定用コントn－ ルカー ドをコメントとしてtHhし ている

ζ 衡STAGEND8 .1

DIMENS:ONIAC2S6)■!WK{256,11)●:旬WK{256),rζORE《2S6,

⊂OMMON/Al!A{2SS,!A2!WK(2S6・11,/A3!!εC4001'A4/IEL`40,!A7!WWK{2S61

←!A9!:DO!A1■!1εRR'A19/CORε125`)!A20!MMAX!A21'HM;N!A22!筒S㈲

・ノA23!IKAERU/A31![DO2!A30/lSl

EOU!VALENCE{IA.A)●(IWK,WK},CIWWK・WNK}・1:CORE.CORE}

DIHENS:ONIεA(100)●rEB《leo,●1εC`100)●1εO《tOO》

EOUIVALENCEtIE■IEA,● 口εt;O1),:E8}・C:E(201,,!匡Cl・`:Et3011・IEDI

CALLSM匡QIM-一 →連立1次 方程式のライアラリーのCALL

sTOP

END

5U8ROUTINE15-一 ー一→ユーザーの記述した引数により略黙の指定を変えるサプノL－チン

COMMON!R/TABC30)一 一 一 →30餌迄の引数が入るテーブル

DIMENSIONAA`1)一 一→引数の数によってDIMENS〔ONを 切っている

DAτAAA13・0!一 →ユーザーが指定した3元 という引数'

TAB`1}冒AA`1}一 －m-m－ ザーが記述した引数をラペルコモンに入れる

RETuRN、' .←.論い

εND

.

5UBROUT!NESMEOlM-一 →連立1次 方程式のサブルーチン

COMMON'EX'1TA8(5)・!FORM{?O,・CTI鵬O,・1▼IM(250)

COMMON!R'TA8`30)

DIMENStONAI61●61,

:NTE6ERROW・COLUM■X《60,

REALMAX

εPS■0・ooel

CALL15-一 一→ランタイムに引数の仕直しを行なうサブルーチンの(MLL

K=TABCI,pEP5、

IRss

～.

8LOCKDATA

DIMENsrON1ＴA815}■TI柄E《250,●CT{80}.1FORM{70,

COMMONノ εX!!TA8・IFORM・CT・ITI村 《250,

EOUtVALENCE`T:ME●ITIM,

DIMENslONIA`2SG,●IWK《256・1!,■1WWKl256,●ICO良 ε《256,

COMMON!Al!Al256}ノA2/WK《2S6・11,!A3/1ε`4001!A4!IELl4e)'▲7/WWK《2う6)

賢!A9!1DO/Ate'1εR良 ノAt9/CORε 《2S4)/A20/MMAX'A21'M鱒:N'A?2'MSW

・ノA23!1KAERU'A31!IDO2!A3e'1S1

E◎UIVALENCE`IA`A,.・ α阿K・WK,.{:WWK・ し嗣K,● 《IC◎RE■CORE》

DIMEN5!ON1εA(100)・1ε8`100》 ●1εC`100,●1εO`100,

E。∪1VALεNC翻 印EA},《1ε{lelhi艶,.(1ε 《2。1).1E⊂,,`t印OP.1ε 。,

-2:12、::ll=;蒜X'4V.F:二 二:1."∵HX'F2'`H'.t"4H'X'F'4H2'."}麗 麗 ぽ2k

DATAI了 《B!0,0,1● 今●1/

END・ 目
.埜鵯5磐 鴛

カードによる入力の印
〃EXEC

!'ENDMON

図30GENERATEI)FORTRAN
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日本万 国博 におけ る第2情 報処理 システム

の開発および運営

EXPO'70-一 日本万国博はわが国の総人口の6割

以上,お よそ6,400万 人もの入場者をあつめ,成 功の う

ちに幕を閉じた。

この成功を支えたかげの立役者は,こ れまでの万国博

の うちで最大規模 と諸外国か ら賞賛された情報システム

である。

日本万国博覧会の情報システムは,電 々公社の通信回

線 と結んだ会場内外の交通情報,案 内情報,入 場者数等

をオンラdン で処理する 「第1情 報処理システム」 と出

展物等の資産管理,収 入金の計算等主 として会場内の運

営管理をオフラインで処理する 「第2情 報 処理システ

ム」とに大別 される。 この うち電々公社は第1情 報シス

テムに携わ り,当 財団は,第2情 報システムの開発 と運

営を行なっt。 このシステムの開発は昭和42年 度より開

始 され,万 博協会 との綿密な協力の もとにシステム設計

およびプログラムの作成を進めた。なお万博協会側の運

営上の問題等種々の困難はあったが,開 会直前の昭和45

年2月 には完成し,引 き続いて,当 財団はその運営を行

な うため万博協会ビル別館に分室(担 当:分 室長一当財

団技術課長一以下42名 を もって構成)を 設け,同 ビル計

算機室に設置した,TOSBAC-5400/20を 運用し,シ ス

テムの運営にあナこった。運営は,会 期終了後の9月30日

に終了したが,こ の第2情 報処理システムの内容はつ ぎ

のとおりである。

① 各種収入部門別計算システム

入場券,一 般駐車場,美 術館,電 気自動車,団 体バス

駐車場,催 物,エ キスポラン ドの日々の現金収入につい

て,収 入伝票をもとに日報の作成を行なっナこ。

② 営業賦課金計算システム

万国博会場内での食堂,売 店,自 動販売機等による営

業参加者は毎日の売上高に応じて売上高の平均7%の 歩

合金を課せ られるが,各 店舗か ら毎日提出される売上報

告書からその計算を行な った。まナこ自動振替,入 金のチ

ェックのための資料 としての売上納付金明細表や営業者

用の管理資料として売上日(月)報,種 類別売上高1覧

表等を作成した。

③ 資産ファイル作成システム

万国博協会が保有した資産の うち協会の経理規程に定

められた不動産(土 地を除 く建物,構 築物および樹木)

についてその管理を能率的に行な うため台帳の作成,異

動の記録,そ の他の資料を作成するとともに会期終了後

の資産再評価の資料 とした。

④ 職員資料 ファイルと給与計算システム

約800入 の職員と約3,000人 の臨時職員について毎月の

給与計算(賞 与,年 末調整等を含む)の ほか人事管理の

ための諸資料,記 録を作成し,ま た職員に貸与 されたユ

ニフォーム,靴 などの貸与物品について貸与から返納に

いたるまでの管理資料を作成しナこ。

さらに協会役 ・職員,お よび参加国政府代表,各 展示

館の職員などの外国 人 に対し,IDカ ー ド(身 分証明

書)の 発行台帳を作成し,照 会を容易にするとともに各

種の人員統計,入 出国統計などを作成した。

⑤ 各種出展ファイルと統計資料作成システム

a)出 展,施 設,営 業,催 物等による参加者の台帳およ

び関連の資料の作成,b)出 展,営 業等に関して生ずる'

保険関係の記録,c)会 場内に持ち込まれる出品物,器

具什器,酒 類,食 品,土 産品,雑 貨等の物品についての

流通状況(輸 送手段,荷 姿,数 量等々)の 資料を作成し

た。
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教 育

中 央 研 修 所 の 開 設

)

情報処理技術者の養成,と りわけ上級情報処理技術者

の教育は,わ が国情報処理産業の基礎づ くりにきわめて

重要であり,か つ焦眉の急を要する問題であるとい う見

地か ら,通 産省のご指導,ご 援助の もとに,シ ステムズ

・エンジニア,シ ステムズ ・アナリス ト,シ ステムズ ・

プランナー等の将来の情報処理分野における指導者 とし

ての上級情報処理技術者の育成を目的とした,わ が国初

の本格的専門教育機関として,中 央研修所が昭和43年10

月当財団に開設 された。

a)実 施内容

第1期(昭 和43年10月 ～昭和44年3月)研 修について

は,森 口繁一東大教授を中心 とする中核講師のご努力に

よりその 目的を達成し,ま7第2期(昭 和44年8月 ～昭.

和44年12月)に ついては,山 内二郎東大名誉教授を委員

へ〆

、
)

秘 ∨

・燃 翫

皐

鳶

ジョン ・マッカーシー教授の講義

長 とす る,中 央研修所 企画委員会において新 し く専門別

の研修 コースを設 定,第1期 研修の経験 を生か しなが ら

各界 の要 望に こたえて実施 した。

さらにひ きつづ き,第3期(昭 和45年1月 ～昭和45年

6月)研 修 は前期研修 の カ リキ ュラムを一層 充実 させ,

実 施 しナこ。

教 育

}

宍 42 43 44 45 461

・中央研修所開設調査 ・中央研修所第1期 ・中央研修所第2期 ・(財)情報処理研修 セ

・中央研修所第3期 ンターに継承

情報処理技術

者育成 上級情報処理技術者 上級情報処理技術者 ・初級情報処理技術者 ・初級情報処理テキス

育成指針(基 礎編) 育成指針(応 用編) 育成指針の作成 トの作成
の作成 の作成

情報処理技術
者試験

・技能検定制度にっい

ての調査研究

・情報処理技術者認定

制度に関する調査お
よび広報

・情報処理技術者試験

に関する調査および

広報

・情報処理技術者試験

に関する調査および

広報

・米国における情報処 ・IFIPコ ン ピ ュー タ ・IFIP総 会 への出席

海外調査団の 理技術者教育の現状 教育世界会議出席と

派遣 調査 欧州におけるコンビ

ユータ教育状況調査

・プログラ ミング ・コー ス ・コンピ ュー タ入 門 コー ス ・受託研修会 ・受託研修会

COBOL ・フbグ ラ ミング ・コース 中小企業振興事業団 中小企業振興事業団
FORTRAN COBOL 工業技術院 科学技術庁
・統計解析コース FORTRAN 公認会計士協会 工業技術院

セミナーの開 ・PL/1コ ー ス ・統計解析 コース 文部省 日本数学教育会

催 ・受託研修会 ・受託研修会 日本数学教育会 ・トッ プ セ ミナ ー

科学技術庁 工業技術院 科学技術庁
日本数学教育会 ・移動市民講座

科学技術庁 ・ト ップ セ ミナ ー

都立工業高校
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それぞれ,実 施状況は表1の とおりである。

b)成 果

当研修所において学 ば れ た 方々は,す でに広 く官公

庁,企 業など各界の情報処理分野において中核的指導者

として活躍 されてお り,わ が国の情報処理技術および情

報処理産業の発展につ くされている力は非常に大なるも

の と確信する。

なお,昭 和45年 度においてこの中央研修所は,発 展的

に解消し,そ の事業は別途,新 しく設立 された,財 団法

人情報処理研修センター(理 事長山内二郎氏 ・前中央研

修所企画委員長)に 継承され,さ らにその規模内容を充

実拡大 してい くこととなった。

表1中 央研修所実施状況

第 ・ 期(434}9麹) 第 ・ 期(44.8.2～44.12.13)
第 ・ 期(45.1.19～45.6.5)

Aシ ス テムプログラム コース Aプ ロ グ ラ ミ ン グ コー ス(126時 間) Aプ ロ グ ラ ミ ン グ コー ス(150時 間)

汗

疹石筍 (400時 間) B経 営 科学 コース(147時 間) B経 営 科学 コース(150時 間)

コ

ー

B経 営 情報システム コース
Cシ ステム設計コース(117時 間) Cシ ステム設計 コース(120時 間)

ス (400時 間)
D特 別講義(60時 間) D特 別 講義(30時 間)

A森 口繁一氏(東 大)ほ か21名 A西 村真一郎氏(富 士通 ファ コム)ほ か19名 A西 村真一郎氏(富 士通ファコム)ほ か20名

講
B森 口繁一氏(東 大)ほ か27名 B鈴 木光男氏(東 工大)ほ か21名 B鈴 木光夫氏(東 工大)ほ か23名

C魚 木五夫氏(広 島商大)ほ か20名 C魚 木五夫氏(広 島商大)ほ か21名

師
D北 川一栄氏(住 友電工)ほ か11名 D林 雄二郎氏(東 工大)ほ か7名

研
官公庁

情報処理
関係企業

一・・ 般

企 ※
計 官公庁

情報処理
関係企業

一・ 般

企 業
計 官公庁

情報処理
関係企業

一 般

企 業
計

A 6 8 16 30 A 5 7 9 21

修 A 4 12 4 20
B 5 9 26 40 B 7 8 12 27

C 5 12 23 40 C 7 6 22 35
生 B 1 4 15 20

D 5 6 20 31 D 6 5 8 19

A.ト ッ プ ・セ ミナ ー

セ ミ ナ ー の 開 催

トップ・マネージメン トを対象とする,いわゆるコンピ

ュータ・トップ ・セ ミナーは,コ ンピュータ・メーカ各社

においてそれぞれ独 自に実施しているが,当 財団では,

対象を政府各省庁 ・関係諸団体の高級幹部に限定 し参加

者のおかれアこ立場を考慮してメーカ各社の利害にとわれ

ない中立的な立場で実施 している。

昭和45年度は,(社)日 本電子工業振興協会 との共催

により,参 加者全員のホテル合宿による集中研修方式で

実施したが,そ の内容は表2の とお り,コ ンビュー・タお

よびその利用についてエグゼクティブとして 必 要 な 知

識,概 念の習得をね らい としてお り,講 師は,(財)情

・一一68一
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表2講 義内容

昭和45年9月16日
コン ピ ュー タ入 門

プログラミング入門
コーディング(COB'OL)

9月17日
システム設計入門

.

/＼

実習 誌 ㌘グ,。,ッ ク.デ 、ス

プレイ説明と実演

s映画(経 営とコン,ピュ一夕)ノ

9月18日
コン ピ ュ ー タ利 用 の一指 の理 解 の た

め に(講 演 お よび 自 由討 論)
'ハ ー ド ウェ ア とソ フ ト1ウェ アの現 状 、

と将 来1

企 業 活 動 と コ ンぜ ユ ー1タ利 用.

、シス テ ム ・マ ネー ジ メン ト,

ぽ 蕊 ぶ.ぶ,ぷ 工 と二、:長≧ ・、. ㌧.・ ・逼 ば こご 、'れLレ で 一 』、 ・、
⑱
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報処理研修センター常務理事今村茂雄氏外11名 の方々に

担当していただいた。

なお,こ のセ ミナーでは参加者の背景,立 場が統一 さ

れていたため,研 修が きわめて能率よく行われ,ま たコ

ンピュータ ・メーカの立場に とらわれない中立的機関に

よる実施であるため,参 加者に自主的参画の 意 識 が 強

く,終 始熱心に受講 され,所 期の目的は十分に果したと

考えられる。この経験をもとに,さ らに多 くの方々に参加

していただ くため,昭 和46年 度には9月 ～11月 の3ヵ 月

間に国会議員を対象 とする分を含めて3回 開催する予定

である。

B.講 習 会

広 く一般の初心者を対象にしたプログラミング,シ ス

テム設計およびアプリケーシ 。ン等の講習会を開催する

ほか,官 公庁,団 体等の情報処理に関する内部研修を受

表3昭 和43年 度

コ ー ス 期 間 参加者

COBOL

プ ロ グラ ミン グ ・コー ス
43年4月1日 ～6日 37名

COBOL

プ ロ グラ ミン グ ・コー ス

43年9月9日 ～10月2日

の 月 、水 、金
18名

FORTRAN

プ ロ グラ ミン グ ・コー ス

43年7月10日 ～8月7日

の 月 、水 、金
31名

〃

(日本数学教育会共催) 44年3月26日 ～31日 21名

統 計 解 析 43年4月23日 ～26日 36名

PL/1 43年6月18日 ～21日 45名

科学技術庁受託研修会 43年8月7日 ～30日 31名

託し,情 報処理知識の普及をはか るとともに情報処理人

口の底辺拡大をはかっている。

講習会実施状況は表3～5の とおりである。

表4昭 和44年 度

コ ー ス 期 間 参加者

コ ン ピ ュ ー タ入 門 44年4月4日 50名

COBOLプ ログラ ミン グ・コース 44年4月14日 ～19日 21名

FOBTRAN〃 44年4月711～12日 26名

〃 〃
44年5月23日 ～6月20日

の 月 、水 、金
27名

統 計 解 析 44年5月20日 ～23日 26名

工 業技術院の受託研ll参会 44年4月21日 ～26日 53名

日本数学教育会 〃 44年7月22日 ～24日 77名

科 学 技 術 庁" 44年8月4日 ～29日 33名

都立工 業高校 〃 45年3月12日 ～17日 28名

日本数学教育会 〃 45年3月28日 ～31U 61名

表5昭 和45年 度

コ ー ス 期 間 参加者

中小 企業振興事 業団受託研修 会

(中小企業診断士養成コース ・商業)

(〃 ・工業)

45年4月17日 ～27日

45年5月6日 ～22El

45名

60名

工業技術院 受託研修会 45年4月27日 ～5月4日 50名

公 認会計士協会 〃 45年4月 ～6月 45名

中小企業振興 事業団"

(情報処理指導コースパ醐)

(〃 ・後期)

45年7月1日 ～25日

45年9月1日 ～26rI

30名

30名

文部省 受託研修会 45年7月27日 ～8月8日 60名

日本数学教育会 〃 45年8月1日 ～3日 80名

移動市民講座 45年8月6日 ～8日 35名

科学技術庁 受託研修会 45年8月10日 ～27[] 30名

トッ プ ・セ ミナ ー 45年9月16日 ～18日 18名

情報処理技術者試験制度に関する調査および広報

わが国の企業,官 公庁における情報処理の高度化をす

すめる上で,情 報処理技術者を育成し確保することがき

わめて緊急を要する課題 とされている。 このような状況

の もとで通産省においては,昭 和44年 度に情報処理技術

者の技術の向上と社会的地位の確立をはかることを日的

として,「 情報処理技術者認定制度」を発足させたが,

本制度の発足にさきだち,当 財団においては,「 情報処

理技術者認定制度調査委員会(山 下英男委員長)」 を設

一69一
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澄し,学 識経験者の協力を得て試験の実施にかかわる諸

事項の調査研究を行ない試験実施要綱を立案答申すると

ともに,実 施にあたっては本認定制度の周知 徹 底 を は

かるべ く,表6の 各都市において,説 明会を開催するな

ど,本 認定制度の強化ならびに普及広報活動などを通 じ

て,通 産省に協力してきた。

表6説 明会参加者数

年度1 ト

ト 昭和44年 度
昭和45年 度

開催地 ＼1
＼
(7月 ～8月)`

(7月 ～8月)
=__

札 幌 市 200 150

仙 台 市 300 120

東 京 都 4,000 600

名 古 屋 市 800 400

大 阪 府 1,000 300

広 島 市 200 200

高 松 市 300 110

福 岡 市 800 100

合 計 7,600 1,980

※ 「情報処理技術者認定制度」 は,昭 和45年 度 か ら

「情報処理技術者試験制度」と改称された。

情報処理技術者育成指針の作成

a)目 的

プログラマー,シ ステムズ ・エンジニアなどの情報処

理技術者の育成は,学校教育だけでは不可能であり,また

この分野における急速な技術進歩に即応するためには,

つねに欝教育を実施してゆかなければな らない。ここに,

いわゆる企業内教育が重要な役割を もって くるが,情 報

処理の分野は,ま すます広範囲に及んで きてお り,す べ

てに通暁 した既成の専 門 教 師を求めることは困難であ

る。 したがって,あ らかじめ十分に吟味された育成指針

を技術者の各レベルにそれぞれ応じて準備し,講 師を担

当する人が,こ れにもとついて,体 系的に効果的に教育

をすすめ られるよう配慮する必要がある。

b)内 容

(1)上 級情報処理技術研修ガイドブック(全10巻)

このシリーズは,と くに不足が叫ばれているシス

テムズ ・エンジニアな どの上級情報処理技術者の育

成指針作成を通産省か ら受託し,約2カ 年余を費し

て完成したもので,上 級技術者を目指す人びとおよ

びその育成にたずさわる人びとのための参考書兼指

導要領である。
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① 対象は,大 学卒業後3～4年 程度の実務を経験

し,そ れぞれの専門分野 とコンピュータについて

の予備知識をもった人びとを想定しており,こ の

教科内容を履修後は,マ ネジャーの総括的指示に

したがって担当分野におけるシステムの分析 と設

計を行な う能力をつけることを目標としている。

② コンピュータの利用分野を表7の5つ のセクタ

に分け,そ れぞれの領域において必要な内容を基

礎応用の両面にわたりすべて網羅している。

③ 各セクタとも,各車または節 ごとに,履修すべ き

教科内容について,目 標,前 提 となる基礎学力の

一70一
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程度,指 導上の留意点および関連する内外の参考

文献を豊富に記載し,利用者の便宜を計 っている。

表7上 級情報処理技術研修ガイドブック内容

分 類 内 容

第1セ クタ

「計画および

管理」

企業内における日常業務を検討し,改

善してその機械化をねらいとした比較

的短期の計画を含んだシステムの設計

を行な うのに必要な教科の設定とその

説明。(基 礎編)(応 用編)

第2セ クタ

「調査および

予測」

企業活動に必要な情報を収集し,こ れ

を整理し,分 析して企業の将来の活動

計画に資する資料を提供するシステム

の設計を行なうのに必要な教科の設定

とその説明。(基 礎編)(応 用編)

第3セ クタ

「計算制御」

コンピュータを用いたプロセス ・コン

トロール ・システムの設計を行な うの

に必要な教科の設定とその説明。

(基礎編)(応 用編)

第4セ クタ

「コ ン ピ ュ ー

タ総 合 」

コンピュータに関連する教育を行な う

教師にコンピュータおよびそれに関連

する高度の技術を修得 させるのに必要

な教科の設定とその説明。

(基礎編)(応 用編)

第5セ クタ

「技術計算と

1設 訓

コンピュータを用いた自動設計および

技術計算などのシステムを設計するの

に必要な教科の設定とその説明。

(1編)(五 編)

(2)初 級情報処理技術者育成指針

この育成指針は,情 報処理技術者を志す人びとに,入

門 として,基 礎教育を行な う教師に役立つよう,情 報処

理技術の基本的事項を体系的にとりまとめたもので,民

間企業,官 公庁,各 種民間養成機関などにおける初級技

術者育成指導要領 として活用していただ くことを目的 と

している。

① 対象は,高 校2年 の課程を修了した程度の学力

をベースとし,コ ンピュータおよび情報処理一般

についての知識経験が全 くない人びとを想定して

お り,こ の育成指針にもとつ く教科履習後,1年

程度の実務経験によって 「通産省情報処理技術者

試験第2種 」相当のレベルに到達することを目標

にしている。

② 全体は表8の 構成内容になってお り,今 後ます

ます拡大し高度化してゆく情報処理技術の発展の

中で,と くに初級情報処理技術者として修得して

お くべ き共通的基本的事項を明確にし,こ れの教

育に力点をおいている。

③ コンピュータそのものの学習に先立ち,コ ンピ

ェ一夕利用の背景の一つとして考え られている事

務管理の分野を例にして,デ ータ処理とは何かに

ついてその基礎を十分理解させることを意図して

いる。

④ 講義を主体 とする基礎編 と,演習,実習のための

実習編が適宜併行して教育できるよう配慮 されて

お り,実 習編では,COBOL,FORTRANの い

ずれかを修得することとしたほか,と くにデータ

準備,コ ンピュータの操作運用に関し,初 級技術

者 として体得しておくべ き事項を規定している。

e)成 果

① ガイ ドブック・シリーズは内外の大学,研 究機

関,民 間企業などにおける一流専門家によって執

筆 され,わ が国最高権威の学識経験者による十分

表8初 級情報処理技術者育成指針内容

総 論

各論

基礎編

実習編

参考資料

情報処理技術の展望/技 術者育成の必要

性/初 級育成指針の位置づけ/カ リキュ

ラム編成/学 習指導計画と指導法

デ ー タ処 理 の 基 礎/コ ン ピ ュ ー タ のハ ー

ドウ ェア/コ ンピ ュー タの ソ フ トウ ェ ア

/コ ン ピ ェ一 夕の 利 用

プ ログ ラ ミング(FORTRAN)/プ ログ

ラ ミン グ(COBOL)/デ ー タ準 備/

コン ピ ュー タ運 用

情報魍 技縮 試験の搬/融 魍 司
係の標準規格/情 報処理用語/教 育設備1

麟/・ ンピ。一掴 係願 様式i

ー71一

な審査を経て完成した,わ が国初の情報処理技術

の集大成 として,そ の意義はきわめて大 きい。

基礎編は,昭 和45年4月 発刊以来,す でにコン

ピュータ関連の会社,機 関などに対 し,各 セクタ

ともそれぞれ1,000部 近い頒布を行ない,ま た全

国の各国公立図書館に配置し一般にも広 く活用 さ

れている。本年4月 発刊の応用編とあいまって今

後,ますます利用度は増大することが期待 される。

}
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② 初級情報処理技術者育成指針は,企 業内あるい

は一般ユーザを対象とするコンピュータ教育の経

験者による執筆 と,関 係各界の有識者多数による

十分な審議を重ねた結果完成したもので,わ が国

における初級技術者の位置づけと教育のための標

準的カリキュラノ、内容を示したもの としてその意

義は大 きい。また当財団が企画あるいは一部につ

いて実施中の初級,中 級,上 級各階層技術者の育

成指針体系の一環をなすもので,ガ イ ドブック・

シリーズあるいは今後予定している初級技術者用

テキストブ ックとともに関係各方面か らの期待は

きわめて大 きい。

IFIPコ ン ピュー タ教 育 世 界会 議 お よび欧 州 に

お け る コ ン ピュー タ教 育 の 状 況

情 報処理技 術者の養成 は,わ が国のみな らず,世 界 各

国において も基 本的かつ重 要な問題 と考 え られてい る。

この よ うな情勢において,昭 和45年8月24日 か ら4日 間

にわた り,オ ランダの首都 アムステル ダムで開催 された

国際情報処理連合(InternationalFederationforIn－
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・ 已 会

・ 已 騨 校における・ンピー 嬢 育/教訓 練

・ ほ ンピ・一夕教敵 対する国家計画と政府の責

川 麟 蹴 ける'ンピ・一タ教育'情報科学

・1個 別 学 習'

・1顧 三あ諾 ベースにした学習課程の開発と

・ ㍑ 鰐 拐 謬 ション(エ デユケーショナ

・ レ ー拠 醗 営管理の・・めの輔

rlあ 闘 饗 曇術委員会の作業グループ3'1

・■ ・ン・・一タ・・基づく学習の難

・1[プ ・グ… グ教育脂 語

1川 蹴 違 繍 シ・ン('ン ピユ一夕教育

1川 轟 轟 る'ンピユ一夕専門家教育の計画の

・4レ ・グ・・とシステ・漸 のための曝 教育

15
コンピュータ教育を発展させるための国家的 ・

国際的努力

16 シ ミュ レ ー シ ョ ン

17 教育 材料をプログラミングす るための言語

・込 法主血 ∵

formationProcessing以 下IFIPと 略)主 催 の 「コ

ン ピュータ教育世界会議」に慶応義塾大学教授 浦 昭二

当財団常務理事 篠 崎 敬,技 術部長 高橋 澄夫の3名

が 出席 する とともに併せ て,フ ランス,ス イス,西 ドイ

ツ,イ ギ リス,ス ウ ェーデン,デ ンマー クの6カ 国の大

学 お よび教育研究機関 におqる コン ビ=一 夕教育の現状

調査 を行な った。以 下その概要 を紹介 す る。

IFIPコ ン ビ=一 一タ教育会議 は,表9の17Session

に つ いて論文発表お よび討議 がな され慶大 浦 教 授 が,

Session2に お いて,「 わが 国の コンピュータ教育の現

状」 につい て発表 した。

同会議 では,最 後 にコン ピュータ教育 に関 して,次 の

勧 告を行な った。
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1)他 の学問分野に情報処理を応用する者,情 報処理

の基礎的な開発に貢献する者に適応す る教育 とは区

別して,中 学校,小 学校における一般教育の不可欠

な一部 として情報処理初級入門を設けること。

皿)政 府等は,全 学生に情報処理教育を施すこと。

皿)国 家的諸機関は,情 報処理教育の情報収集 ・交

を行な う教育センターを発展 させること。

IV)aネ スコとOECDは 上の教育センターの発展を

促進すること。開発途上国の要請には格別の関心を

払 うこと。

V)IFIPは 作業グループを創設 して,コ ンピュー

タの貢献について吟味し,知 識を普及 させること。

,二.ぶ工 ・■泌 ・邑、㌔こ.一 _。 迎_。 、㌫ 。一 、㌧.
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VD教 師,教 師の教師,カ リキ ュラム責任者は情 報処

理 や教育に関す る他の経験 を利用 し,ま ナこシ ミュレ

ーシ ョン,ゲ ー ミング,モ デ リング,設 計等 の演習

を行な うべ きで ある。
　

W)IAGは 経営各層向け情報処理コース用のカリキ

ュラム公表のために活用 されるべ きである。

W)IFIPは 恒常的に情報処理教育に関する会議を

組織すべ きである。

会議 の概要 は上述 の通 りであるが,会 議 を通 じて印象

的であ った ことは,コ ン ピュータ教育問題 が ア メ リカ

において抜群 に発展 してい ることであろ う。高等学校 に

お けるコンピュー タ教育 の定着,他 の学問分野におけ る

その利用,経 営 管理教育,シ ミュレーシ ョンにお けるコ

ンピ ュータの活用,ま たCAIの 開 発等,欧 州諸国をは

るかにに凌駕 してい るよ うで あった。

また,欧 州6カ 国にお ける調査先機関の特徴 としては

① フランスのIRIAに お ける,研 究開発要員の増強対

策 としての,教 育用派遣要員に対 す るプロジェク ト完成

の義務づ け,② 英 国の訓練委員会やNCC,お よ びデン

マー ク商工業団体 にお ける産業界 を中心 とした コンピュ

ータ活動が あげ られ る。 また欧州諸 国では一般的に,情

報処 理技術者 としての資格 とその 評価が,大 学 または国

家的教育機 関の制度 と一 体的に考 え られ重視 されている

よ うであ る。

*TheAdministrativeDataProcessingGroup;

IFIPの 下 部組織の一つ。

}
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匡 準 化1
s

電子計算機および情報処理関係の標準化のための体系調査

(JIS化 促進のための基本的調査)

わが国の電子計算機普及は著しく発展の一途をたどっ

ているが,情 報処理関係の標準化は情報産業の発展のた

めに最 も基礎的な要件である。 この事業は,標 準化体系

および標準化推進計画を策定し,効 率的かつ効果的なJ

ISの 制定を目的 として,昭 和45年度事業として通商産

業省工業技術院から受託した ものである。

実施にあたっては,ま ず国内における標準化を進める

べ き分野,事 項,水 準,優 先度および標準化を進める際

の障害,問 題点を明確にするため委員会を構成し,ア ン

ケー ト調査および面接調査による追跡調査を実施した。

アンケー ト調査票は広 く官公庁,地 方公共団体,学 校 ・

研究機関,企 業等を対象 として,約9001体 に送付した。

一方限られた紙面でのアンケー ト調査では得 られなかっ

ナこ問題点等について面接による追跡調査を行なっナこ。

この結果集約された意見を次にあげる。

(1}強 力に標準化を進める。

ユーザはJISが 制定されて も,実 際には利用され

ていないと考えて,何 らかの措置をとることを要望す

る。

{2)JIS制 定の時期について

標準化の時機を失わず効果的に行なわれるために,

早期制定を望む。一方慎重な検討を要望する。

(3)JIS作 成にあナこっての条件

一般的な十分な検討を望む意見 と技術進歩の阻害 と

な らないようにとの意見があ り,早 期設定の裏付けと

して将来の予測を求めるなど,現 行の業界 コー ド等か

らJISへ の移行を考慮する。

{4)国 際性について

ISOを 充分に考慮し,JISの 作成に反映 させる

とともに,日 本 も進んでISOに 働 きかける。

㈲ ユーザの立場か ら

個々の利害をこえて,使 う者の側から作成する。

⑥ 制改定の手続 き体制について

広 く関係者の参加を求め,原 案の公開をし,更 にメ

ンテナンスについての意見があった。

(7}PRに ついて

標準化

ぽ 43 44 45 46

情報処理の標 ・デー タコー ド標準化 ・デー タコー ド標準化 ・デ ー タ コー ド

準化に関する 体系調査 体系調査 標準化体系調査

調査
・情報処理の標準化に ・デ ー タの フ ォ

関する実態調査 一 マ ッ トお よ

びコー ド標準

化のための基
・行政機関相互間にお 礎検討
けるデータ交換の諸

方式の調査研究

工業標準原案 ・都道府県コー ド ・産 業 コ ー ド ・商 品 コー ド ・商 品 コー ド(2)

の作成 ・市区町村 コー ド ・モデムと通信制御装 ・職 業 コ ー ド

・B付 の表示(コ ー ド) 置 と の イ ン タ ・フ エ
・勘定科 目コー ド

・性 別 コ ー ド イス ・計量単位 コー ド

・伝送回線上のキャラ

クタ構成 と水平パ リ

テイの用法

一74一
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現状のJIS普 及 ・促進活動が不足している。

っぎにこのような意見を参考 として委員会において審

議検討をし,JISに ついて次の基本的方針を定めた。

A.標 準化項目の選定にあっては,

1)そ の項目を標準化することが妥当である。

2)そ の項 目の標準化が要望されている。

3)そ の項 目の標準化が技術的に可能である。

4)標 準化 したら守らせることができる。

以上の条件を満足している必要がある。

B.標 準化に際して留意すべ き基本的態度

1)国 際動向に意を払い,で きる限 り同一歩調,同 一

内容であることが望ましい。

2)我 が国固有の問題を標準化するに際し,従 来の慣

習に とらわれず,世 界の動向と矛盾しないように心

掛けることが望ましい。

3)標 準化に際して,技 術の進歩を妨げないように留

意するとともに適切な時期を見て改訂することが望

ましい。

4)標 準化する時期の設定を誤まらないことが必要で

ある。

5)標 準化の順序を誤ま らないこと。

データ・コード標準化の問題に対 しては,上 記のほか

に使用する者の立場か ら次の事項を留意すべ きである。

(a)情 報の流通性の増大,す なわち情報交換の円滑化

(b)情 報の共同利用の促進,す なわち情報の社会的共同

化

(C)情 報の全国的把握 とその利用のための全国共通デー

タ ・コー ド体系の採用

これ らの基本方針に従って,標準化の現在の進捗状況,

アンケー トによる希望項目を参考 としJIS化 を必要 と

する具体的項 目をその必要性,緊 急性,実 現性の評価 と

ともに列挙し一つの表にとりまとめた。

JIS原 案 の 作 成

情報処理および情報交換の規模の拡大のためには,標

準化は最 も基礎的な要件 とされている。当財団では,緊

急度の高い,実 現性のあるものか ら順次JIS化 してい

くものとして,工 業技術院等か ら以下のJIS原 案の作

成を受託し作成に当たって きた。

1)昭 和43年 度

① 都道府県 ・市区町村コー ド

都道府県コー ドは,2け たのアラビア数字を用いて・

北は北海道を01か ら南は鹿児島県および沖縄までに一連

の番号を付し,市 区町村コー ドは,都 道府県に包括 され

る市町村,特 別区および指定都市に設けられナこ区に対し

て,3け たのアラビア数字を付した。これ らのコー ドは・

単独で使用で きることは もちろん,他 のコー ドと結合 し

て使用することがで きる。

② 日付 ・時刻の表示(コ ー ド)

日付の表示は,西 暦あるいは年号による年およびグレ

ゴリアン暦による月日の日付をアラビア数字により表わ

,し 年月日の順で構成する。たとえば

YYMMDDYY-MM-DDYY.MM.DD

の3つ の形 式が定め られた。

時刻の表示 は,日 本標準 時を用 いた24時 制 による時分

秒の時刻で アラビア数字 に より表現 し,時,分,秒 の順

で構成した。

た とえばhhmmssま た はhh:mm:ssで あ る。

③ 性別 コー ド

性別 コー ドは男1,女2そ の弛いろいろの コー ドが提

案 されナこが,`0'は 機 械 処理上でブ ランク、dノ ーーパ ン

チ,ス ペースな どと誤処理 され る率が多いので結局男1

女2,と 決 定 された。

2)昭 和44年 度

① 産業 コー ド

日本標準産業分類に含まれてい る産業 を基 礎 として,

大分類 コー ド,中 分類 コー ド,小 分類 コー ド,細 分類 コ

ー ドの4種 類 とし,数 字 または アル ファベ ッ トで構成 す

る。一例を挙げ ると図1の とお りで ある。
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跳業凶
繊維工業固
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N

4

小

毛織物業

N
3

細

AまたはLl

図1産 業 コ ー ド

門
]

N

4

小

N

3

〃
牟

② モデムと通信制御装置とのインタフェイス

この規格は,デ ータ伝送におけるモデムと通信制御装

置問およびモデムとデータ端末装置間のディジタル2進

直列データ,制 御信号,タ イ ミング信号の伝送を行な う

ためのインタフェイスについて規定するものである。

この規格の制定により通信線を使用するユーザはメー

カによる相異に悩まされ ることがな くな り,互 換性によ

る合理化を図ることが可能 となる。

③ 伝送回線上のキャラクタ構成 と水平パリティの用

法

この規格は,通 信回線 とコンピュータを結合してシス

テム相互間に情報データの授受を行な う場合のキャラク

タ構成およびメッセージ形式等を規定しナこものである。

これらの統一な くしては通信線による正確な情報データ

の交換はありえない。

3)昭 和45年 度

① 商品コー ド

このコー ドは,商 業活動を中心にきわめて広範囲に利

用 されるもの とみ られるものである。その含まれるべ き

項 目は,精粗の差により異なるが「日本標準商品分類」(昭

和39年,行 政管理庁編)に よれば約2万 点にもなる。

この全てをJISと して採 りあげることはかえって使

用上の不便を招 くこと,け た数の短かい方が望ましいこ

となどか ら,一 応5けtで 構成することとし 「日本標準

商品分類」を基本 とし,そ の中分類01～29ま でについて

原案作成を試みた。46年 度は,残 り部分を継続作業する

予定である。

② 職業 コー ド

職業コー ドは,現行職業分類のなかで,最 も広 く用いら

れている 「日本標準職業分類」(昭 和45年,行 政管理庁

編)を 基本に作成した。分類は大,中,小 の3つ に分か

れ全部で数字7け たになる。

③ 勘定科目コー ド

勘定科目コー ドは,「財務諸表規則」 「企業会計原則修

正案」などに準拠することを基本 として作成した。科 目

は,大 科目,中 科目および小科 目に分かれるが,こ の う

ち中科目までのコー ドを規定することとし数字4け たに

定めた。その適用対象は商業および製造工業を営む株式

会社である。

④ 計量単位コー ド

計量単位コー ドは,JISZ8201(量 記号および単

位記号)に 定める単位について情報交換用 として定める

ものである。

とくに国際性を重視しISOで 現在審議中の規格案は

全面的に折 り込んである。また このコー ドの使用上の特

殊性から,他 のコー ドと異な りローマ文字をコー ドの構

成要素 どする表意的略号 とな っている。
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デ ー タ ・コー ド標 準 化体 系調 査

社会経済の発展は,工 業化か ら情報化へ と歩みを進 め

ているが,情 報化社会 においいては大量情報の迅速,的

確 な処理が要求 され,そ の ためにはコン ピュー タに よる

情 報処理 システ ムが欠 くべ か らざ るもので あることが予

見 されてい る。

コンピュー タに よる情 報処 理は,当 初は情報収集が企

業 内に限 られ,そ の出力 も,各 企業 がた とえ同種の こと

が らを扱 っていて も,そ れぞれ別個 に利用 されて きた。

しか し社会の高度化は,情 報 を企業外 か らも広 く収集す

る必要 を生 み,同 時 に収集 された デー タ,お よび処理能

力 の効率的使用 のため,各 情報処理 シス テムの間で情 報

交 換を積極 的に行な うべ きす う勢 にある。

このデー タの互換 性の確保,共 同利用の ためには,ユ

ーザ ごとの独特な コー ド体系 ,コ ー ド設定 では非常に大

きな無駄が生ず るわ けで,効 率的な情報 システムとす る

には コー ドの標準化が必要にな って くる。

この よ うな社会的要請 に応 えるため,当 財団 では,デ

ー タ ・コー ド体系 の確立 とその体系化の分析検 討によ っ

て生 ず るであろ う標準 コー ド設定の可否 を究明す ること

にした。

このため44年 度 は,コ ンビz、一一タ ・n－ ザ に 「デー タ

・コー ド標準化体系調査表 」を配布 し,デ ータ ・コー ド

の現状 とコー ドに対す る意見を求 めた。 この結果 を参考

にして,デ ータ ・コー ド体系についての標準化 を必要性

緊急性,実 現性の3点 か ら評価 し,各 コーHドについてA

B,C,Dの 総 合的評定 を行な っt。 また商品 コー ドに

ついて,こ れ とは別 に,と くに商品 コー ドの現状 と問題

点の分析を行 な った。

この調査結 果は,JIS原 案 の作成の際 に活か されて

きている。すなわ ち,45年 度 には,当 財 団 で商品 コー

ド,職 業 コー ド,勘 定科 目コー ド,計 量単位 コー ドの4

つ のJIS原 案 の作成 を工業技術院か ら受託 したが,前

年 度の この検討結果を基 に して作業が進 め られた。

なお44年 度の検討の結 果は 「デー タ ・コー ド標準 化体

系調査報告書」 としてま とめ られ た。 さ らに45年 度 は,

44年 度 に引続い てその各論 として,前 年の調査で と くに

優先 度の高 い もの を対象 とし,個 人 コー ド,事 業体 コー

ド,経 営 ・経済 コー ド,物 品 コー ドについ て調査 し分析

を進めた。

この調 査は,デ ー タ ・コー ドの現状 とこれに対 する意

見を再度重点的に コン ピュー タ ・ユーザに求め,「 デー

タ ・コー ド標準化体系valf・1'v'li」を送付 し,で きるだ け企

業で使用 してい るデータ ・コー ドの実物 を収集す るこ と

によ り行な われた。

この調査票 を基 にして,4つ の分科会,お よび,そ の

連絡 のための主査会 において審 議を進 め,45年 度 の報告

書 として成 果 も現在 と りま とめてい る。 その内容 は① デ

ータコー ドの現状
,② 標準 化に当た っての問題点 ③提 言

とい う構成か らな り,コ ー ドの種類 ごとにま とめてある。

データ ・コー ドの標準化は,実 地について検 討す ると

一筋縄ではいかない困難な問題 を多 くかかえてい る。

前述の よ うに標準化の 目的は広い範 囲で同一 コー ドを

使用 する ことにあるが,そ のためには,全 ての要素を包

含 す る体系が前提 とな る。 しか し全 要素 をそのまま包 含

す る場合 には,ユ ーザの多 くが その一部分のみに関係 し

それで十分満足す る実状か ら,か えって不満足な もの と

な る。 またデータ ・コー ドが量的に膨大 な もので あると

きは,現 在使用 申のコー ドか らの移行作業が大 きく,実

際の利用時の障害 とな る。 さらに,・時間的な変化が激 し

く全体の量 も膨大 な コー ドは,そ の メンテナンスが避 け

ることので きない大 問題 であ る。

いずれにしろ,社 会 的必 要のあ る限 り今後 とも地道 に

標準化の努力が続 け られねばな らない。
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巨 象普及等1

情 報 処 理 シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催

経営者および管理者 を対象に情報処理知識の啓蒙普及

をはかるため,情 報処理シンポジウムを毎年主要4都 市

で計12回 開催し,延7,300人 の参加者を得た。

シンポジウムは,東 京都,大 阪市においては情報処理

の専門技術の啓蒙を,ま た地方都市では経営者,管 理者

を対象にコンピュータの導入か ら今後の経営における情

報処理のあり方を啓蒙することを目的 とした内容をとり

あげ,次 のテーマで実施した。

東京都開催

昭和43年 度

昭和44年 度

H!{不045勾三度

将来の情報処理技術

。情報処理技術の将来予測

。将来のハードウェアと周辺機器

。将来のソフトウェア

。将来のアーキテクチャーとシステム構成

。情報処理網 と将来のデータ伝送技術

。情報処理におけるコスト問題(パ ネル・ディスカッション)

ソ フトウェア開発を如何に進めるべきか

。 ソ フ ト ウ ェア 開 発 の管 理

。 ソ フ トウ ェア 開発 の ドキ ュ メン テ ー シ ョン

。 ソ フ トウ ェア 開 発 の 作 業管 理 シス テ ム

。ソフ トウェアの生産管理方式

。ソフ トウェア開発の生産性を高める問題

オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム技 術 の 動 向

。 オ ン ラ イ ン ・シス テ ム技 術 の 動 向

。 オ ン ラ イ ンに お け る ソ フ トウ ェ ア

。 オ ン ラ イ ンに お け るハ ー ドウ ェ ア

。 オ ン ラ イ ンに お け る ア ー キ テ ク チ ャ ー と シ ス テ ム構 成

。 通 信 網

。 オ ン ラ イ ン にお け る アプ リケ ー シ ョン

大阪市開催

昭和43年 度 企業経営と情報処理

。企業経営 と情報処理

。生産管理における情報処理 システム設計の考え方

。見込生産工場における生産計画管理システムの標準化

。企業グループによるコンピュータの共同利用へのアプ

ローチ

。商社 ・問屋機能の高度化とコンピュータの役割

。情報処理技術者教育のあり方

。公共業務における情報処理の現状と将来

。コンピュータと情報処理

。受注生産形態における資材管理システムの標準化

。受注生産工場における受注統計システムの標準化

。商社 ・問屋における経営とコンピュータ利用の実例

。高等学校におけるコンピュータ教育の実際

。地方行政における情報処理の実際 と必要性

地方都市開催(岡 山市,福 岡市,仙 台市,名 古屋市,高 松市,札 幌市,新 潟市,広 島市)

昭和43年 度

昭和45年 度

企業経営と情報処理

。これからの企業経営 とコンピュータ利用

。コンピュータ導入とその効果

。コンピュータと情報処理システム

。コンピュータの共同利用とその効果

ミ

:

9

　・1
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映画 お よび スライ ドの作 成

b

ー

1.映 画 の作成

経営者 および管理者 を対象 として,昭 和44年 度 は,「 経

営 とコン ピュー タ」,昭 和45年 度 は,「 コン ピュータとソ

フ トウェア」 の2種 を16mmカ ラーで作成 しナこ。

「経営 とコンピュー タ」 は,コ ンピュータの利用を如

何に進めた ら良いか とい う点に主眼 をお き,ス トー リィ

ーは ,杉 山商店 とい う食品卸売店を例に とり,販 売管理

にお ける,コ ン ピュータ利用,ま ナこコンピュータの 自社

導入 と計算 センターの利用の得失,さ らに 自社導入の手

順につい て紹介 してい る。

「コン ピュータ とソフ トウ ェア」 は,ソ フ トウ ェア と

は どんな ものか,ど のよ うに作 られ るか を理解 してい た

だ くことを主眼 に国鉄 の 「緑の窓 口」,つ ま りコンピュ

ータを使 った座席 予約 のシステムを例に と り,ソ フ トウ

エア作 りを説 明してある。映画 は,当 財団が行な う情 報

処 理シ ンポジ ウム,各 種説明会等において,一 般啓蒙用 と

して使 用す るほか,こ れ らの映画 は希 望者に貸出 し,あ

るいは プ リン トを実費で頒 布 してい る。

2.ス ライ ドの作成

情報処理技術者の育成のために 当財団では,教 育指針

の作成 とともに視聴覚教材 として,ス ラ/ド(i)SIP

65に よ る基本 プ ログ ラ ミング(ii)や さしいFORTRAN

(iii)や さ しい コボル(iv)や さしいコ ンピュー タの4種

を作成 した。

これ らのス ライ ドは例題 を中心 に,さ らに演 習問題を

解 くことに よってプ ログ ラムの作成 お よび文法 を理解 で

きるよ うに編 集 され,ま た テキス トに よ り自習す ること

が で きるよ うに考慮 されてい る。

プ ログ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リー の 整 備

コンピュータの利用を発展させるためには,各 種のソ

フトウェア開発が要求 されるが,そ の開発には多くの労

力 と莫大な費用がともな う。すでに開発された各種プロ

グラムを相互利用してソフトウェア開発費の二重投資を

避けることは極めて重要である。

通商産業省の 附属機関である産業構造審議会 情報産

業部会は,昭 和44年6月 情報産業育成振興策を答申して

お り,そ の中でソフ トウェアの価値の確立と流通の促進

をはかる措置を政府において検討することを要望してい

る。この一環 として当財団では,昭 和44年9月 プログラ

ム登録のためのアンケー ト調査を実施し,メ ーカおよび

ユーザの保有するプログラムの実態を把握して,わ が国

におけるソフ トウェアの流通と価格の確立を目的 として

プログラム登録集を作成するとともに,そ の資料をもと

に現在のプログラム登録制度の問題点 を指摘し,将 来の

登録制度に関する課題について検討した結果をとりまと

めた。

コンピュー タの利用 上で ソフ トウェアの流通 機構 を整

備 したい とい う希 望は,コ ン ピュー タ利用者 の立場 か ら

もソフ トウェアの供給者 の立 場か らも強 く要請 されて き

た ことで あ り,国 が助成 す る情 報産 業育成 振興策 とあい

ま って 当財団では,昭 和43年 度 登録分を含 めた 「プ ログ

ラム登録集」を第1編 アプ リケー シ ョン ・プ ログラム,

第2編 ライブラ リー ・プ ログ ラム,第3編 シス テム ・プ

ログ ラムとい う形で刊行 した。

しか しなが ら,ソ フ トウ ェアの流通促進の ためには内

容の秘密保持の問題,適 当な流通媒体の欠如,あ るいは

自由競争な どの立場 か ら未 だ問題 が い くつ か残 され て

い ることは否定で きない事実であ る。 このため当財団 で

は,プ ログラム登録のための調 査 と と もにプ ログ ラム

保護 問題 に関 するアンケー ト調査をわが国の主要事業体

に対 して行ない,種 々な立場か らこの保護問題に対 して
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考察を加え,そ の結果に基づいてプログラム登録制度の

あるべ き姿について多 くの検討を重ねて きたが,そ の結

論 としては,現 状のソフ トウェア流通状況か ら考えて,

プログラム登録制度を本格的に運用管理するにはその目

的,方 法,規 則など,き め細かい検討 が 必要 であると

し,国 家的検討機関,管 理機関の設立を提案している。

以上のような経緯か ら次の項 〔について 「プT]グ ラム登

録制度 の現状 と今後 の課題」報 告書 を とりま とめた。

・ソフ トウェア流 通機 構整備 の必要性

・ソフ トウェア流 通の現状

・日本情 報処 理開発セ ンターのプ ログ ラム登録制度

・プログ ラム登録制度に対 す る要望

・プr・グ ラノ・登録公示制度の あ り方

定 期 刊 行 物 の 発 行

誓

当財 団事業活動お よび,わ が 国の情報処理産業の動向

を広 く周知す るため,国 内につい ては,「JIPDECジ ャー

ナル」を年4回,ま た海外については,英 文誌 「JIPDEC

REPORT」 を年6回 発行 してい る。

また,海 外か ら入手す る新聞,雑 誌等 か ら海 外の情 報

処 理産 業の トピ ックスを,「 情 報処 理ニ ュース」 として

月2回 発行 してい る。

まナこ,当 財団各種 事業 の成 果を報告書 として とりま と

め,昭 和42年 度 は3種,昭 和43年 度 は,15種,昭 和44年

度 は20種,昭 和45年 度 は21種,合 計59種 発 行した。

1.情 報処 理 ニ ュー ス

海外か ら入 手した新 聞,雑 誌,文 献等か ら,海 外の情

報処理お よび情 報処 理産 業の トピ ックスを とりあげ 「情

報処理 二=・一ース」 として毎月2回(現 在第75号)発 行 し

てい る。

昭和46年3月 末頒布部数は,約500部,ま た,昭 和45

年 度 に扱 った トピ ックスの内訳は,図 に示 す ように米 国

関係 が82%で,諸 外 国が18%と な ってい る。 この うちメ

ーカ関係24%,デ ー タ通信 関係10%と な ってい る。

鴇,と 二 ㌔

連邦政府2%

教育2%

航空 ・宇宙2%

ミニコンピュータ

タイム・シェア ∂っ

リング ジ
つ,

銀行
3%

大会 ・会議4%

ソフトウェア
5%

コンピュータ・

サービス産 業'
7%

デー タ

通信
10%

2.JIPDIi】CREPORT

その他各1%

医'7病 院

価格 分離

アンチ トラス ト

アエウド

カ
%

一
一
24

ハ
メ

その他

12%

諸外国

ユ8%

情報処理に関する海外 との情報交換および当財団事業

はもとより,わ が国の情報処理の実態を広 く海外に紹介

するため,昭 和45年8月 英文誌JIPDECREPORTNa1

を発行し,現 在第No.6ま で発行し在外公館を初め情報

関係機関,大 学 ・研究所等22カ 国146機 関に送付した。

NQ1か らNa6ま での掲載内容は次のとお りである。

〔No.1〕

日本のコンビ=一 タ実動台数:6,718台

情報処理振興事業協会等に関する法律の制定

日本の超高性能コンピュータの研究開発
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日本の情報処理サービス業の現状

日本の情報処理に関する標準化

当財団事業報告

〔No.2〕 特集

日本の情報処理に関する教育の現状

〔No.3〕 特集

日本における産業の情報化の進展 と問題点

〔No.4〕

データ通信サービス業の現状 と将来

公衆データ通信システム

〔No.5〕 特集

日本における情報処理の現状

〔No.6〕

行政機関におけるコンピュータ利用

日本の電気事業におけるコンピュータ利用

1970年度情報処理技術者資格試験結果報告

当財団事業報告

3.JIPDECジ ャー ナル の発 行

当財団の各種事業活動を具体的に,当 財団関係者,賛

助会員,官 公庁,メ ーカ,ユ ーザ,大 学等 へ 広 く周知

することを目的 とし昭和44年5月30日 発行の創刊号か ら

昭和46年1月30日 発行の第6号 まで約15,000部 を頒布し

た。その主な内容は次のとお りである。

〔創刊号〕

特集 財団1年 のあゆみ

情報処理および情報処理産業の動向とその影響調査

米国における情報処理の実態調査

EDP教 育調査団の派遣

万国博情報処理システムの開発

昭和44年 度事業計画

〔第2号 〕

特集 経営情報システム開発上の諸問題

(カ・一.ネギーメロン大学教授RichardLVanHorn)

〔第3号 〕

米国および欧州における情報処理の実態調査

通産省予算案を基礎に情報産業振興へ長期路線 難題 も

多く

TSSの 実験研究の開始

〔第4号 〕

昭和45年 度事業計画

万国博情報処理システム

海外における情報産業の動向

〔第5号 〕

産業における情報化の進展 とその問題点の調査

ソフトウェアの体系

シンポジウムーソフトウェア開発を如何に進めるべ きか

〔第6号 〕

第三次海外情報処理実態調査団報告

データ通信のための公衆電気通信法の一部改正に際して

データ・コー ドのJIS原 案作成
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亘
日本 の情報処理 関係機 関一覧表(設立順)

機 関 お よ び 代 表 者 設 立 経 緯 お よ び 主 な 業 務 設 立

(社)日本電子工業振興協会 電子工業振興臨時措置法の趣旨にそって電子工業メー 昭和33年4月

会長 土光 敏夫 カに よ り設立

東京都港区芝公園21-1-5機 械振興会館内 ◆国産電子計算機の普及

TEL(432)8211(代 表)〒105 ・電子工業の振興策の実施

・電子工業関係技術の調査
・新規製品の工業化および生産の合理化

(社)情報処理学会 情報処理に関する学術技術の促進のため、金貝相互間 昭 和35年4月

会長 清野 武 および関連学会により設立

東 京都港 区芝公園21-1-5機 械振 興会館内 ・情 報処理国際連 合(IFIP)の 荻川加 盟団体

TEL(431)2808〒105 ・電子計算機と情報処理について川内および国際標準

化を審議

日本電 子訂'算機㈱ 国産電子計 算機 メー カ6社 によ り設立 昭和36年8月

社長 小山 雄二 ・国産電子計算 機(メ ー カ6社)の レン タル業務

東京都 千代 田区丸の内3-4-1新 国際 ピル 内
・国産電子計算機の販売促進

TEL(266)3681〒1001

(社)行 政情 報システム研究所 行政機関 とメー カ、コンサ ルテ ィング団体に よ り設立 昭和39年2月

余長 山ロ ー 夫 ・各行政機 関への コンピュー タ導 入相 談 行政事務機械化研究協会と

東京都 千代 田区永田町1-6-1行 政管理庁 内 ・地方行政 におけ る人事情報 システムな どの調査 して 発足

TEL(581)2078〒102 昭 和45年7月15日 改 称

日本 ソフ トウ ェア㈱ ソフ トウ ェアの開 発 をll的 とし、政 府の支援 の もとに 昭 和41fl'10月

社長 北代 誠弥 メー カ3社 の発意 によ り設立

東京都港 区芝西久保 明舟町20第18森 ピル内 ・高性能 コンピュー タの ソフ トウェアの開 発

TEL(591)8241〒105 ・ソフ トウェア開 発 とコンサ ルテ ィン グの実施

(財)n本 情報処理開 発セン ター 情報処理及び情報処理産業の振興を口的に政府関係業 昭和42年12月

会長 難波 捷吾 界の支援のもとに設立

東京都港 区芝公園21-1-5機 械振 興会館 内 ・情報処理および情報処理産業の調査

TEL(434)8211(代 表)〒105 ・情報処理方式の研究開発

・情報処理技術の教育

(財)日本経営情報開発協会 コン ピュー タの利用促進 をはか るため に設立 昭利143年9月

会長 植村甲午郎 ・コンピュー タの利用に関 す る研究 ・開発、啓蒙普 及

東京都 千代 田区霞 ヶ関3-2-5霞 ヶ関 ピル 内 ・コンピュー タに関す る各種 資材の提供 サー ビス

TEL(581)6401〒100

(財)情 報処理研修 セ ンター 上級情報処理技術者等を養成することを目的とし、政 昭和45年3月

理事長 山内 二郎 府の支援のもとに設立

東京都港区芝浜松町3-5 .上級情報処理技術者の養成

世 界 貿易セ ンター ビル内 ・情報処理関連教育者の養成

TEL(435)6511〒105

(財)地 方 自治情報セ ンター 自治省の指導のもとに地方公共団体により設立 昭和45年5月

理事長 荻 田 保 ・地方自治における情報処理方式の研究

東京都千代田区平河町2-4都 道府県会館内 ・地方自治における共同利用体制の促進

TEL(265)6411〒102

(財)関 西情報セ ンター 西日本地域の情報処理産業促進をはかることを目的と 昭和45年5月

会長 芦原 義重 して設立

大阪市北区玉江町2-2 ・情報処理に関する開発、研究調査

大阪国際貿易センターピル内 ・情報処理 に関す る指導 、普 及

TEL(448)1945〒530

(社)ソ フ トウ ェア産業振興協会 ソフ トウェア産 業の確立 を 目的 として ソフ トウ ェア企 昭和45年6月

会長 北代 誠弥 業により設立'
東京都港区芝公園21-1-5機 械振興会館内 ・ソフ トウェア産業の振興 に関す る調査

TEL(434)8211〒105 ・ソフ トウェア研究開 発利用の促進

(社)日 本 情報セ ンター協 会 情報処理サービス企業および情報提供サービス企業な 昭和45年7月

会長 稲葉 秀三 らびに関係企業等の秩序の確立を目的として設立

東京都千代 田区霞 ヶ関3-2-5霞 ヶ関 ピル内 ・情報処理産業に関する需要構造の調査

TEL(580)1075〒100 ・計算センター会社等の経営基礎強化のための調査

(特)情報処理振興事業協会 「情報処理振興事業協会等に関する法律」にもとづき設立 昭 和45年10月

理事長 北野 重雄 ・プ ログラムの委 託開発お よび買上 げ

東京都港区芝浜松町3-5 ・保 有プ ログラムの貸付け

世 界貿易 センター ピル内 ・情報処理サービス業等が金融機関から融資を受ける

TEL(435)5610〒105 際の債務保証
・

一82一
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わが国の コンピュー タお よび情報処理振興施策

情
報
処
理
振
興 企業における

情報化促進

大型工業技術開発制度 超高性能電子計算機及びパターン情報処理システムの官民共同研究開発

(民間委託研究費,政 府研究開発費)(大 型プロジェクト)

重要技術研究開発費補助金 民間における重要技術研究開発の助成(補助金)

国産技術振興資金一 民間の重要技術の開発費に対する融資(開銀)

増加試験研究開発費税額控除制度(税制)

籠 ㌶ ㌶ 欝 耀 鷲 置法＼ 高度化計画達成のための働 措置
振興臨時措置法を一本化

○共同行為の指示(合 理化カルテル)

○大規模事業の開始 に関する勧告

○助成措置(金 融措置,税 制措置)

日本電子計算機㈱一一 レンタル資金融資(開 銀)

下取準備金制度 レンタル制度に伴 う下取 り損失のための準備金制度(税tti-ll)

特別償却制度 コンピュータ買取 り使用する者に対 し取得価格の%を 特別∬脚 できる制度(税 制)

電子技術総合研究所 工業技術院電気試験所の改組拡充

電子計算機固定資産税の軽減 課税標準を%に 圧縮(取 得後3年 間)

　 　 畷1蕪鐙鍬∴　

とソフ トウェア委託開発(一 般予算)

共同計算センターに対する中小企業振興事業団融資

〉

㌔
O
畑
O
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設 置 コ ンピュー タの変遷

昭和42年12月

昭和43年8月

〃

10月

12月

NEAC-2206

TOSBAC-5100/20

HITAC-5020

0KI-MINITAC-5000

FACOM-230/50

(社)日 本電子工

業振興協会 より

引継ぎ

TOSBAC-5100/20撤 去

OKI-MINITAC-5000撤 去

NEAC-2206をNEAC-2200-500/200

(TSS端 末 装置3セ ッ トを含 む)に 変更

NEACTSS端 末 装置1セ ッ ト増設

昭和44年2月

10月

12月

FACOM-230/50をFACOM-230/60に 変

更

NEACTSS用 端末 装置4セ ッ ト増設

HITAC-8811グ ラフ ィック ・デ ィスプレ

イ増 設

昭和45年9月FACOM大 容量記憶装置等 を増設

12月FACOMリ モー ト・バ ッチ用端末装置3

セット増設

昭和46年4月NEACTSS用 端末装置2セ ット撤去

昭和44年1月HITAC-5020をHITAC-8400に 変 更

FACOM230モ デル60(昭 和46年5月 末現在)

集 合磁気

デ ィス ク装置

233Mバ イト60ms

磁気ドラム

2台

磁 気テープ装 置7台60KC
9ト ラック6台

/
カード穿孔装置

紙 チーフ「読取装置

閤」⇒
FACOM230/60

コ ア ・メ モ リ160K語

0.92μs/2き 吾

固 定 語 長

　 /分竃 ㌶(欝 二

大容量記憶装置(コア}

262K語

6.Oμs/28吾

○

始

1

暢 タ

_1
カー ド
リーダ

…

]

▲
ー

{

|
べ
恒
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NEAC2200モ デ ル500/200(昭 和46年5月 末 現 在)

MACシ ステム

●

▲
■
7

コンソール

タイプライタ

NEAC2200/500

コ ア ・メ モ リ524K']一:

1.5μs/8f了 二

可 変 長

(7ト ラ ック)

磁 気 デ ィス ク・バ ッ ク5台

(9.6M字/台97.5ms)

オンライン
アダプタ

システム
コンソール

周辺制御
切 換 部

NEAC2200:200

コア.メ モ リ65K字

可変k2.Oμsi'fi:

霧 男姦 ・元叢、置 讐

(80欄100枚/分)(80欄800枚/分)磁 気テープ装 置2台

麟!嬬 〃り(藷纏顯 藷藪/行

「　 一 一 一 一 ー 一 一 一一 一一 「

ンヨ
部

・
、ン

タ

一
鶴

一
テ

デ

ス

制
端 末
タイプライタ

・当財団B1事 務室

当財団B2計 算機室

通商産業省重工業局

郵政省電気通信監理宮室

日本電信電話公社技術局

「 一 一怜一ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 「

データ ・

ステーション

制 御 部

カード
読取装置

端 末
タイプライタ

L_________一____」

設置場所;綴1{:撰l!灘
戎

HITAC8400(昭 和46年5月 末現在)

/端

山

/

カード孟取装置

縦 マー ク読取 付(
80欄1,230枚/分)

/
編

紙 テー プ穿孔 装置付(500
f「:/ク〉)

磁 気テー プ装 置8台60KC

(9ト ラ ック)

∈麹 」⇒

「」

磁気 ディスクパ ック装 置5台

(97.5ms7.25Mバ イ ト/台)

HITAC8400

コア ・メモ リ262Kバ イ ト

1;44μs/2ノ くイ ト

可 変 長

紙テープリーダ

1

(500']':/‡少)

データ
交換装置

HITAC8811

コア ・メモ リ

16Kバ イ ト

⇔
CRT制 御装置

グラフィ ック・
デ ィスプ レイ装置

巨
ライン・プリンタライン・プリンタード穿孔装置

(80til「a100枚〃分磁(多 選{8司(灘 ≠1翻

字)

団
X-Yプ ロッタ

(300ス テ ップ/秒)

一85一
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報 告 書 一 覧 表

昭和42年 度発行

分類番号

42-ROOI情 報 処理需要の現 状 と展 望

42-ROO2国 際 情報の現状 と展 望

42-ROO3情 報 処理技術の現 状 と展 望

ナシ ョナル ・インフ ォーメーシ ョン ・シ

ステム中間 報告書

昭和43年 度発行

43-ROO1

43-ROO2

43-ROO3

43-ROO4

43-ROO5

43-ROO6

43-ROO7

43-R101

43-SOO1

43-SOO2

43-SOO3

43-SOO4

43-SOO5

43-SOO6

43-E101

米国における情報処理の実態

情報処理技術の将来

情報産業における秘密保護

情報処理産業の発展予測

ソフ トウェアの流通状況 とプログラム ・

ライブラリー

経営情報調査報告書

国際経済情報に対する企業の認識 と需要

米国および欧州における情報処理産業の

動向

大容量の記憶装置による情報の貯蔵 と検

索方式の研究

標準プログラム・パ ッケージの開発

新しい検索技術と検索システムに関する

基礎理論の体系化

経営情報システムの理論 とサブシステム

遠隔情報処理に関する調査研究 とシステ

ムの開発

会話モードコマンドの開発

米国における情報処理技術者教育の現状

昭和44年 度発行

44-ROO1米 国および欧州における情報処理の実態

44-ROO2海 外における情報産業の動向

44-ROO3デt-・ ・タ ・コー ド標準化体系調査報告書

44-ROO4技 術情報の機械検索についての現状

44-ROO5

44-ROO6

44-ROO7

44-ROO8

44-ROO9

44-RO10

44-RO11

44-RO12

44-RIOI

44-SOOI

44-SOO2

44-SOO3

44-SOO4

44-SOO5

44-SOO6

44-SOO7

44-SOO8

44-SOO9

特許情報管理に関する調査

ソフトウェアの体系付けと内外アプリケ

ー シ ョ ン

プログラム登録制度の現状と今後の課題

産業における情報化の進展とその問題点

CAI技 術の動向

米国におけるソフ トウェア会社の実態

情報処理関係機関一覧表

経営情報調査報告書(H)

米国におけるソフトウェア産業の動向

ファクト・リトリーバルに関する理論的

考察

特許情報機械検索システムの開発研究

中堅企業のMIS構 造

図形表示用プログラムの基礎研究

中堅機械工業における生産管理システム

・モデル

統計解析予測モデルJUMPS

遠隔情報処理システムの研究開発

繊維業におけるアプリケーシ ョン・シス

テム

経営情報システムの事例研究

情報処理関係文献抄訳集(1～12)

プログラム登録集(第1編 アプ リケーシ

ョン ・プログラム)

プログラム登録集(第2編 ライブラリ・

プログラム)

プログラム登録集(第3編 システム ・プ

ログラム)

プライバシーの保護

昭和45年 度発行

45-E1011FIPコ ンビュー一夕教育調査報告書

45-ROO1米 国,西 独および仏国における情報処理

の実態

一86一
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3

昭 和46年 度 事 業 計 画

1.情 報処理に関する調査および研究開発

(1}情 報処理および情報処理産業の実態調査

A.わ が国における情報処理産業の実態 と展唄に関

する調査

前年度に引 き続 きわが国における計算サービス

業およびソフ トウェア開発業について,営 業規模

別に各種データの収集分析を行ない,サ ービス体

制,ソ フ トウェア開発な らびにその管理体制等に

ついての実態を調査するとともに,ソ フトウェア

の需要構造に関する調査を実施する。また,健 全

なソフ トウェア市場を形成し,ソ フ トウェアの流

通を促進するため,ソ フ トウェアの評価に関する

調査を実施する。

B.海 外における情報処理および情報処理産業の実

態調査

海外における情報処理および情報処理産業に関

する文献,資 料等を収集分析するとともに,海 外

諸国のコンピェータ利用 と情報化の実態,問 題点

等を調査するため米国および欧州に実態調査団を

派遣する。

C.情 報処理システムの動向調査

ソフ トウェアの技術的動向な らびに情報処理産

業,ソ フトウェア産業等における情報化の動向を

調査して,情 報産業における今後の指標を作成す

る。

D.情 報処理の需要動向調査

前年度に引 き続 き,MIS形 成の問題点把握の

ため,企 業の経営に必要な情報の種類 とその必要

度,充 足度,情 報処理システム等について,そ の

現状をケーススタディにより調査する。

E.情 報処理および情報処理産業に関する基礎資料

の整備

情報処理に関する技術の進歩,経 営情報システ

ムの展開および情報処理産業の動向等を把握する

ための基礎資料を収集整備する。

一87一

② 情報処理方 式お よび ソフ トウ ェアの研究開発

A.遠 隔情報処理 システムの研究開発

前年度に引 き続 き,TSSの 応 用実験 を行な う

とともにタイ ム ・シ ェア リング方式の ソフ トウ ェ

アの拡充 をはか るため,汎 用 のオン ライン ・シ ミ

ュレーシ 。ン言語の開発お よびTSSに お けるオ

ペレーテ ィング ・システムお よびユーザ ・プ ログ

ラムの動作状態等 に関す るシ ミュレー シ ョンを実

施す る。また これ らと並行 して リモー トバ ッチ方

式に よるコン ピュータ共 同利用の ための アプ リケ

ーシ ョン ・システムお よびプ ログラムを開発 し,

応 用実験 を行な う。

B.デ ィスプレイ ・システムの研究開発

前年度 に引 き続 き,グ ラ フ ィック ・デ ィスプ

レイ,キ ャラクタ ・デ ィスプレイ等の アプ リケー

シ ョン ・プログ ラムを開発す る。

C.デ ータ ・マネ■一.ジメン ト・システムの研究

大 規模 な情報サ ービスの システムを効果的に運

用す るため,汎 用 データ ・マネージ メン ト・シス

テムの事例 を検討 する とと もに,利 用者 とコンピ

ュー タ ・システムがイ ンタラクテ ィブに情報 を交

換す るデー タ ・マネージメン ト・システムの研究

を行な う。

D.機 械工業 における制御情報システムの研究

生産 システムにお ける計 画機能 と実施機能が効

果的に結合す る,大 型 コン ピュータを活用 した制

御情報 システムの研究 を行な う。

E.密 度関数 に よる地域過密の解 析 と過密阻止条件

についての研究'

都 市公害の客体 である過密現 象をあ る種 の施設

に対す る過密 と施設利用のための交 通過 密 として

とらえ,さ らに これを利用人 口の地域分 布,施 設

の地域分布な らびに両者間の移動集合を交通過密

度 として と らえ ることによ り,そ の構造を本質 的

に解 明し,地 域の過密化 と過疎化の現象,さ らに

_,■ ■■■■■■一_ 一
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は地域開発等における基礎的条件を解明す る。

F.異 機種間汎用言語変換プログラムの作成

汎用言語として広く使用されているCOBOL

で組まれたプログラムが異機種間での文法の相違

点をこえて自由に使用できるコンバータを作成す

る。

G,生 鮮食料品等の流通情報システムの研究開発

前年度に引き続 き生鮮食料品等の取引条件 とし

ての流通情報を取引当事者に迅速に提供するため

のオンラインによる情報システムの研究開発を行

な う。

(3)情 報処理に関する調査および研究開発の受託

①行政における標準 アプ リケーシ 。ン ・システムと

プログラムの研究開発(工 業技術院)

②中小企業向け標準システムの開発(中 小企業庁)

③工場適地紹介のための情報検索 システムの研究

(通商産業省企業局)

④業種別標準パターンの作成

(通商産業省重工業局)

⑤DIALS,DEMOSラ イブラリーの使用評価 と

調査(寛 々公社)

㈲ 情報処理に関するコンサルティング等の実施

情報処理の普及のため,コ ンピュータの導入 と利

用に関す るコンサルティングな らびに研究開発に関

連するシステム設計,プ ログラ ミングおよびデータ

処理サービスを行な うが,と くに現在までに開発し

たシステムおよびプログラムの応用と適用範囲の拡

大をはかる。

2.情 報処理知識向上のための啓蒙活動

{1}情 報処理知識向上のテこめの啓蒙活動

A.シ ンポジウムの開催 と映画,ス ライ ドの作成

前年度に引 き続 き,情 報処理知識の向上をはか

るため,情 報処理システム,情 報処理技術等につ

いてユーザ,学 識経験者によるシンポジウムを開

催するとともに,情 報処理に関する映画 とスライ

ドを作成する。

B.コ ンピュータ・トップ'・セ ミナP・の開催

主 として国会議員,官 公庁等の トップ ・マネー

ジメン ト層を対象に,コ ンピュータとその利用に

ついて必要な知識,概 念を習得せしめるナこめのコ

ンピュータ・セ ミナーを開催する。

C.短 期講習会の開催

官公庁,団 体などの情報処理に関する研修を受

託し,情 報処理に関す る知識の普及な らびに技術

者の養成をはかる。

D.コ ンピュータ導入活用のナこめのガイ ドブックの

作成

中小企業,地 方公共 団 体 等 コンピュータの導

入,活 用を計画している中小規模の組織体の経営

者あるいは部門管理者を対象としたコンピュータ

導入,活 用のためのガイ ドブックを作成する。

② 情報処理技術者試験に関する調査および広報

情報処理技術者試験制度に関する調査,広 報等

行政施策に協力する。

(3)情 報処理の標準化に関する調査

情報処理の普及促進のため,「 データのフォー

マットおよびコー ド」に関する標準化の対象,標

準化の必要性 と期待効果など標準化を進める上に

必要な項 目について基礎調査を行な う。

(4)デ ータのフォーマットおよびコー ド標準化のため

の基礎検討および工業標準原案の作成

工業技術院よりの受託にともない,デ ータのフ

ォーマットおよびコー ド標準化のための基礎検討

および工業標準原案の作成を行な う。

㈲ 初級情報処理技術者育成指針および学習用テキス

トブックの頒布

45年度に作成し7初 級情報処理技術者育成指針

、(カリキュラム)お よびこれの学習用テキス トブ

ックを出版し,企 業,学 校,研 究機関および広 く

一般の利用に供する。

{6}教 育用スライ ドの頒布

45年度までに作成した「やさしいFORTRAN」

「やさしいCOBOL」 および 「やさしいコンピ

ュータ」の頒布を通じて,プ ログラム作成に関す

る知識およびコンピュータに関する一般的な知識

一88一
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の普及 をはか る。

3.情 報処理および情報処理産業に関する広報活動

ω わが国情報処理産業の実情についての海外向け広

報活動

情報処理に関す る海外 との情報交換およびわが

国の情報処理 の 実 情 を海 外 に紹 介 す る た め

JIPDECREPORT(英 文,定 期4回 および特定

頃 日ついてま とめ たスペ シ ャル ・イッシ ュー不定

期2回)を 発行す る。

② 情報処 理に関 する国内向 け広報活動

情 報処 理に関す る海外 事情の速報 を目的 として

「情 報処理 ニ ュース」(月2回)を,ま た当財団

の事業の成果 を とりま とめて各種の報 告書を発行

す るほか,当 財 団 の事業活動 を周知す るため,

「JIPDECジ ャーナル」(年4回)を 発行す る。
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… 基金の推移

昭和42年12月2億5,000万

昭和43年1月5億 円

昭和44年10月8億8,500万

.

職員数の推移(各年度末)

200
一

100
一

人数

年度

4243

1

●● ●● ■ ● ● ●●■●●● ●● ■●■●●●■8■ ●●● ■● ●

遇 L_一 、・

44

年度 職 員数

66

83

96

135

152

46年度については、4月

4546

事業費の推移(各年度末)

15

10

5

一

一

一

、

年度 `ト

42 137

43 720

44 1,010

45 1,260

46 1,416

1 ll

億円

年度

4243444546

』
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顧

頭

役

会

旺

〃

〃

〃

〃

問

員

問 市 川 忍

稲 山 嘉 寛

植 村 甲午郎

北 川 一 栄

進藤 武左エ門

会

専 務 理 事

常務 理事

理

〃

〃

波

藤

田

崎

難

斎

貴

嬢

長

長

捷 吾

有

剛

敵

顧 問 ・役 員

事 稲葉 秀三(Slオ)日 本経営情報開発協会

理事長

駒井健一郎(社)日 本電子工業振興協会会長

小松 繁(財)電 波技術協会会長

岡山県企画部情報管理室

岡山県経済団体連合会

沖電気工業㈱

㈱開発計算センター

(財)機 械振興協会

㈱協和銀行

国際電信電話㈱

㈱コンピュータアプ リケーシ ・ンズ

㈱三和銀行

シャープ㈱

商工組合中央金庫

(財)情 報処理研修センター

新 日本製鉄㈱

㈱数理計画

㈱住友銀行

住友商事㈱

住友信託銀行㈱

大成建設㈱

㈱田村電機製作所

㈱第一銀行

㈱大和銀行

理 事 小山 雄二

〃 庄司 茂樹

〃 新川 浩

〃 清宮 博

〃 高橋 秀俊

〃 中山 次郎

〃 丹羽 周夫

"浜 田 成徳

〃 堀越 禎三

〃 松原与三松

〃

〃

監 事

賛 助 会 員

(昭和46年5月 末現在)

(50音順)

日本電子計算機(株)取 締役社長

日本竜信電話公社総務理事

国際電信電話(株)常 務取締役

(社)電 子通信学会会長

(社)情 報処理学会会長

(財)電 気通信協会会長

(財)機械振興協会会長

エレク トロニクス協議会会長

(社)経 済団体連合会副会長

(財)大 阪科学技術センター

名誉会長

山ロ ー夫(社)行 政情報システム研究所

会長

山下 英男 東京大学名誉教授

鹿野 龍俊(財)機 械振興協会専務理事

(財)地 方 自治情報センター

中央信託銀行㈱

千代田化工建設㈱

帝人㈱

㈱東海銀行

東京芝浦電気㈱

東京電気化学工業㈱

東洋コンピューターサービス㈱

東洋信託銀行㈱

㈱ 日本勧業銀行

㈱日本興業銀行

日本コンピューター ・システム㈱

日本商店連盟

(社)日 本自動車連盟

日本情報サービス㈱

日本信託銀行㈱

日本ソフ トウェア㈱

㈱ 日本長期債用銀行

日本電気㈱

日本電子計算機㈱

日本電子工学院

一90一

(昭和46年5月 末現在)

(50音 順)

日本電信電話公社

㈱日本不動産銀行

日本貿易振興会

日本放送協会

㈱ 日本ビジネスコンサルタント

日本ユニパック㈱

㈱日本ユニパ ック総合研究所

㈱日立製作所

㈱富士銀行

富士通㈱

㈱平和相互銀行

松下通信工業㈱

三井情報開発㈱

三井信託銀行㈱

㈱三菱銀行

三菱i信託銀行㈱

三菱電機㈱

安田信託銀行㈱

読売新聞社

㈱ リコー
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